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ごあいさつ 
 
 
 このたびは ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。 
 
 本書は、お買い上げ頂きましたセットの内容確認、セットアップの内容、注意事項を中心に構成さ

れています。 ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6をお使いになる前に、必ずお読みください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Microsoft、Windows、Windows Server、Hyper-V は、米国 Microsoft Corporation の 米国およびその他の国に

おける登録商標です。 
Nutanix および Nutanix のロゴマークは米国およびその他の国における Nutanix, Inc.の登録商標、あるいは出願

中の商標です。 
CLUSTERPRO、ESMPROは、日本電気株式会社の登録商標です。 
Smart-UPS、PowerChute、APC は、Schneider Electric Industries SAS またはその関連会社の登録商標または

商標です。 
VMware is a registered trademark or trademark of Broadcom in the United States and other countries. The term 
“Broadcom” refers to Broadcom Inc. and/or its subsidiaries. 
その他の会社および製品の名称は、総てそれぞれの所有する登録商標または商標です。 
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更新履歴 
 
版数 更新日付 更新内容 

第1版 2024/06/06 新規作成 

第2版 2024/06/06 VMware製品の商標登録を修正 

FTサーバについての注意事項を追記 

第3版 2024/07/31 VMware製品のURLを修正 

冗長電源構成のサーバ追加 

SNMPカードの注意事項追加 

第4版 2024/11/15 ESMPRO/ServerManager Ver.7.24との[まとめて設定]連携強化「第１１章」追記 

第5版 2024/12/27 UPS冗長電源構成に R32Ba-E2追加 

UPSの名称の 8文字制限の対象になる SNMPカードを追記 

第6版 2025/02/28 AMC機能関連の注意事項を追加 

第7版 2025/04/28 「第２章 セットアップの準備」に記載の DELL PowerEdgeのサポート機種追加 

第8版 2025/06/16 「３.２ ESMPRO Platform Management Kit からのインストール」に 

PMK 1.007.01の注意(3)を記載 

第9版 2025/06/30 社外HPのリンク情報を更新 

第10版 2025/08/29 VMware ESX 9.0サポートに伴い、ESXiの記載をESXi/ESXに変更 
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第１章  製品内容 
 

ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6は、ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6の 
オプション製品です。マルチサーバ構成の環境において、Smart-UPS相当無停電電源装置をLAN
経由で制御して自動運転/電源管理を行いたい場合に、ESMPRO/AutomaticRunningController 
Ver5.6をインストールしたサーバに追加でインストールします。なお、Smart-UPS相当無停電 
電源装置にSNMPカードの装着が必要となります。 

 
ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6のパッケージの内容は、製品に同梱されている「構成品表」に

記載されています。添付品が全部そろっているかどうか、確認してください。 
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第２章  セットアップの準備 
 
 ESMPRO/AC Enterpriseをご使用になるためには、ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6 が 
インストールされているサーバにインストールしていただく必要があります。 
  

２.１ ESMPRO/AC Enterprise のセットアップ環境 
 ESMPRO/AC Enterpriseをセットアップするためには、次の環境が必要です。 
① ハードウェア 

＜サーバ＞ 
・対象機種 : Express5800シリーズ、iStorage NSシリーズ、NX7700xシリーズ 
               DELL PowerEdge 

R760 / R760xs / R660 / R660xs 
R750 / R750xs / R650 / R650xs / R550 / R450 / R350 
 

 
 

最新の対応H/W 状況は、以下をご参照ください。 
   https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html 
   →  動作環境 
     →  動作環境一覧 

 
・メモリ : 14.0 MB 以上 ※1 

(ESMPRO/AutomaticRunningControllerと合計すると 37.0 MB 以上) 
・固定ディスクの空き容量 : 40.0 MB 以上  

(ESMPRO/AutomaticRunningControllerと合計すると 100.0 MB 以上) 
         ※ 連動端末にVMware ESXi/ESXを登録した場合、14MB+900MB以上のメモリが必要となります。 
 

    ＜UPS＞ 
Smart-UPS相当無停電電源装置を使用してUPSをLANで制御する場合、SNMPカードが必

要です。 
・N型番で販売されているNEC 製Smart-UPS相当無停電電源装置 
・N型番で販売されているNEC 製SNMP カード 

 
LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置を使用してコントロールコンセントグルー

プの制御を行う場合、N8180-81 あるいは N8180-60 の N型番 を持つ SNMPカードをご

使用ください。N8180-60 の場合、FW rev 6.0.6 以上でご使用ください。 
次のホームページからダウンロードを行い、SNMP カードの FW アップデートを行って

ください。 

https://support.express.nec.co.jp/pcserver/ 

コントロールコンセントグループの制御については、「第６章コントロールコンセントグ

ループの制御」を参照してください。 

 
＜クライアント＞ 
・対象機種        : PC98-NXシリーズ、PC-AT互換機、Express5800シリーズ 
・メモリ          : 33.0 MB 以上 
・固定ディスクの空き容量 : 33.1 MB 以上 

 
  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html
https://support.express.nec.co.jp/pcserver/
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② ソフトウェア 

＜サーバ＞ 
Windows Server 2022 Essentials/Standard/Datacenter  
Windows Server 2019 Essentials/Standard/Datacenter  
Windows Server 2016 Essentials/Standard/Datacenter 
Windows 11 Pro ※1 
Windows 10 Pro  ※1 
 
 最新の対応OS状況は、以下をご参照ください。 

 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html 

           → 動作環境 
            → 対応OS一覧 

 
＊仮想化ソフトウェアに関して、仮想化ソフトウェア(VMware ESXi 7/8, ESX 9)の仮想マ

シン上にESMPRO/AutomaticRunningControllerとESMPRO/AC Enterpriseをインス

トールして制御端末として動作させ、マルチサーバ構成の電源管理/自動運転を行うこ

とが可能です。 
＊AMC(AC Management Console)機能に関して 
・Smart-UPS相当無停電電源装置にSNMPカードを使用して、AMC(AC Management 

Console)機能によるマルチサーバ構成を構築する場合、ネットワークプロトコルに

SNMPがインストールされている必要があります。 
・マルチサーバ構成で管理される被管理サーバ（連動端末）には、ESMPRO/AC 

Enterprise マルチサーバオプションがセットアップされている必要があります。 
＊クラスタ構成に関して 

Windows OS でクラスタを構成する場合、クラスタを構成するすべてのサーバに

ESMPRO/AutomaticRunningControllerおよびESMPRO/AC Enterpriseがセットアップされて

いる必要があります。 
＊VMware ESXi/ESX機能に関して 

  連動端末としてVMware ESXi/ESX(以下、ESXi/ESX)を登録・運用する場合、以下の注意事

項があります。 
1. VMware ESXi/ESX の電源制御を行う際、VMware ESXi/ESX に使用するライセンスに条

件が発生します。ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス製品では、電源制

御が行えません。Standardエディションなど有償ライセンス製品をご利用ください。 
2. 仮想サーバ(ESXi/ESX)および(ESXi/ESX上で動作する)仮想マシンには、電源制御 
ソフトウェアのインストールは不要です。 

3. ESXi/ESX上で動作する仮想マシンは、VMware Tools をインストールして、VMware 
ESXi/ESX のシャットダウンの際に仮想マシンのシャットダウンも行われるように、あら

かじめ設定しておく必要があります。  
※設定手順の詳細はVMware ESXi/ESX のドキュメントを参照してください。 

＊Windows Server IoT 2022 for Storage Workgroup Edition、 
Windows Server IoT 2019 for Storage Workgroup Edition、 
Windows Storage Server 2016は、iStorage NSシリーズのみに対応しています。 
https://jpn.nec.com/istorage/product/nas/ns/lineup.html? 
＊ESMPRO/AC Ver5.60の場合、制御端末上に.NET Framework4.5以降がインストールさ

れている必要があります。ESMPRO/AC Ver5.61の場合、制御端末上に .NET 
Framework4.6.2以降がインストールされている必要があります。 

 
※1 当該OSは「WebSAM SigmaSystemCenterの管理サーバ」として使用することはでき 

ません。 
  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html
https://jpn.nec.com/istorage/product/nas/ns/lineup.html
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◆ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合、 
下記に掲載している「仮想マシン順序設定マニュアル」をご参照ください。 

 
 https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 

          → ダウンロード 
            → 各種資料 
              → 仮想マシン順序設定マニュアル 
 

◆ESMPRO/ACにてNutanixクラスタの停止・起動制御を行う場合、 
下記に掲載している「Nutanixクラスタ停止・起動マニュアル」をご参照ください。 

 
 https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 

          → ダウンロード 
            → 各種資料 
              → Nutanixクラスタ停止・起動マニュアル 
 

◆ESMPRO Platform Management Kit内のESMPRO/ServerManager、
ESMPRO/ServerManager Ver. 7.12と連携する場合は、ESMPRO Platform Management Kit
内のESMPRO/AC EnterpriseまたはESMPRO/AC Enterprise Ver5.6を組み合わせてご利用

願います。 
ESMPRO Platform Management Kit内のESMPRO/AC Enterprise をインストールした場合、

ライセンスキーの登録を行うことなく ESMPRO/AC Enterprise をインストールすることが可

能ですが、ライセンスキーを登録しない場合、ソフトウェア動作は無停電電源装置(UPS)の管

理のみに制限されます。 
無停電電源装置(UPS)の管理以外の機能を使う場合には、以下のライセンスキーをご購入の上

で、ライセンスキーの登録をお願いします。 
 

UL1046-K02 
        
       ◆ESMPRO/ServerManager Ver. 7.24と連携する場合は、

「ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6 Update(ESMARC56-01-241115)」 
アップデートを適用願います。 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html? 
 「アップデート情報」「Windows」 
 

  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html
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＜クライアント＞ 

Windows Server 2022 Essentials/Standard/Datacenter  
Windows Server 2019 Essentials/Standard/Datacenter  
Windows Server 2016 Essentials/Standard/Datacenter 
Windows 11 Pro 
Windows 10 Pro 
 
最新の対応OS状況は、以下をご参照ください。 
 

 https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html 
        → 動作環境 
          → 対応OS一覧 

 
ESMPRO/AutomaticRunningControllerおよび各オプションパッケージ製品のアップデー

トを下記サイトに公開しています。未適用のアップデートがございましたら、ダウン

ロードし適用してください。 
 
   https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
    → 修正物件ダウンロード 
     → 製品名・カテゴリから探す 
      → ESMPRO/AutomaticRunningController 
 

ESMPRO Platform Management Kit 内 の ESMPRO/ServerManager 、

ESMPRO/ServerManager Ver. 7.12と連携する場合は、ESMPRO Platform Management 
Kit内のESMPRO/AC EnterpriseまたはESMPRO/AC Enterprise Ver5.6のクライアントを

組み合わせてご利用願います。 
 

ESMPRO/ServerManager Ver. 7.24 と 連 携 す る 場 合 は 、

「ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6 Update(ESMARC56-01-241115)」アッ

プデートを適用願います。 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html? 
「アップデート情報」「Windows」 

 
 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_environment.html
https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html
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第３章  セットアップの方法 
 

３.１ ESMPRO/AC Enterprise のインストール 
 

Administrator もしくは Administrator 権限のあるユーザでコンピュータにログオンし、

『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットします。 
 

  注意 

・ ESMPRO/AutomaticRunningController の HP より最新のパッチ/修正モジュールを確認し、最新のアッ

プデートを適用願います。 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html? 

・ 上位バージョンがインストールされている場合は、インストールは行えません。エラーとなります。 
・ インストールの実行中に「終了」および「キャンセル」ボタンを押すと、インストール中止の確認の

メッセージが表示されます。そのメッセージボックスで「終了」ボタンを押すと、インストールは中

止されます。その場合、途中まで転送されたファイルの削除は行われませんのでご注意ください。 
・ CD-ROMドライブをご利用できない場合は、『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』の内容

で isoイメージファイルを作成しマウントしてインストールを行ってください。 
  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html
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３.１.１ 新規インストールの場合 
 

（１）CD-ROMドライブの『Setupac.exe』を起動します。 

 

図 ３.１-１ 
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（２）「ESMPRO/AC Enterprise」のセットアップには「サーバ系製品」と「クライアント系製品」がありま

す。 
 

 ESMPRO/AC Enterpriseのサーバ系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオボタン

で「インストール」を選択したあと、サーバ系製品群タブの中からESMPRO/AC Enterpriseを選択

し、チェックを有効にします。 

 

図 ３.１-２ 
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 ESMPRO/AC Enterpriseのクライアント系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオ

ボタンで「インストール」を選択したあと、クライアント系製品群タブの中からESMPRO/AC 
Enterpriseを選択し、チェックを有効にします。 

 

図 ３.１-３ 

   
（３）「実行」ボタンを選択します。 

 
（４）選択した製品のインストール確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 

 

 

図 ３.１-４ 
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（５）サーバ系製品を選択した場合、ライセンスキーの入力が促されますので、ライセンスキーを入力し、

「OK」ボタンを選択します。 

 

図 ３.１-５ 

（６）ファイルの転送が開始されます。 
 

（７）次の画面が表示されたら、インストールの完了です。「完了」ボタンを選択します。 

 

図 ３.１-６ 

・ 他のオプション製品をインストールする場合は、Setupac.exeからインストール作業を続行してくださ

い。インストール後は、Setupac.exe を終了してシステムを再起動してください。 
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（８）最初の画面に戻り、ESMPRO/AC Enterpriseのインストール済欄に○およびバージョンが表示されてい

ることを確認します。 
 

        ＜サーバ系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-７ 

＜クライアント系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-８ 

ESMPRO/AC Enterpriseクライアントツールの使用方法については、スタートメニューの[ESMPRO_AC_E 
Client]→[マルチサーバ構成データ編集]を起動した後の「ヘルプ」にてご確認ください。 
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３.１.２ 上書きインストールの場合 
 
（１）CD-ROMドライブの『Setupac.exe』を起動します。 

 

図 ３.１-９ 
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（２）「ESMPRO/AC Enterprise」のセットアップには「サーバ系製品」と「クライアント系製品」がありま

す。 
 

 ESMPRO/AC Enterpriseのサーバ系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオボタン

で「インストール」を選択したあと、サーバ系製品群タブの中からESMPRO/AC Enterpriseを選択

し、チェックを有効にします。 
 

 

図 ３.１-１０ 
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 ESMPRO/AC Enterpriseのクライアント系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオ

ボタンで「インストール」を選択したあと、クライアント系製品群タブの中からESMPRO/AC 
Enterpriseを選択し、チェックを有効にします。 

 

 

図 ３.１-１１ 

   
（３）「実行」ボタンを選択します。 

 
（４）選択した製品のインストール確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 

 

 

図 ３.１-１２ 
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（５）ESMPRO/AC Enterpriseのセットアップが開始され、上書きインストールを実施するか表示されます。 
インストールを継続する場合は「はい」を選択します。 

 

図 ３.１-１３ 

（６）ファイルの転送が開始されます。 
 

（７）次の画面が表示されたら、インストールの完了です。「完了」ボタンを選択します。 

 

図 ３.１-１４ 

・ 他のオプション製品をインストールする場合は、Setupac.exeからインストール作業を続行してくださ

い。インストール後は、Setupac.exe を終了してシステムを再起動してください。 
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（８）最初の画面に戻り、ESMPRO/AC Enterpriseのインストール済欄に○およびバージョンが表示されてい

ることを確認します。 
        ＜サーバ系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-１５ 

＜クライアント系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-１６ 

ESMPRO/AC Enterpriseクライアントツールの使用方法については、スタートメニューの[ESMPRO_AC_E 
Client]→[マルチサーバ構成データ編集]を起動した後の「ヘルプ」にてご確認ください。 
 



23  

上書きインストール前からコントロールコンセントグループの機能を有効にしていた場合、上書きインストー

ル後に再度「３.７.６ コントロールコンセントグループの編集」の手順でAC Management Consoleのコント

ロールコンセントグループの機能を有効にしてください。 
 
 
３.１.３ バージョンアップインストールの場合 
 
（１）CD-ROMドライブの『Setupac.exe』を起動します。 

 

図 ３.１-１７ 

  



24  

 
（２）「ESMPRO/AC Enterprise」のセットアップには「サーバ系製品」と「クライアント系製品」がありま

す。 
 

 ESMPRO/AC Enterpriseのサーバ系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオボタン

で「インストール」を選択したあと、サーバ系製品群タブの中からESMPRO/AC Enterpriseを選択

し、チェックを有効にします。 
 

 

図 ３.１-１８ 
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 ESMPRO/AC Enterpriseのクライアント系製品をインストールする場合、「動作を選択」のラジオ

ボタンで「インストール」を選択したあと、クライアント系製品群タブの中からESMPRO/AC 
Enterpriseを選択し、チェックを有効にします。 

 

 

図 ３.１-１９ 

   
（３）「実行」ボタンを選択します。 

 
（４）選択した製品のインストール確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 

 

 

図 ３.１-２０ 
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（５）サーバ系製品を選択した場合、ライセンスキーの入力が促されますので、ライセンスキーを入力し、

「OK」ボタンを選択します。 

 

図 ３.１-２１ 

（６）ESMPRO/AC Enterpriseのセットアップが開始され、上書きインストールを実施するか表示されます。 
インストールを継続する場合は「はい」を選択します。 
図 ３.１-２２のバージョン番号はインストールされているESMPRO/AC製品のバージョンが表示され

ます。 

 

図 ３.１-２２ 

（７）ファイルの転送が開始されます。 
 

（８）次の画面が表示されたら、インストールの完了です。「完了」ボタンを選択します。 

 

図 ３.１-２３ 
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・ 他のオプション製品をインストールする場合は、Setupac.exeからインストール作業を続行してくださ

い。インストール後は、Setupac.exe を終了してシステムを再起動してください。 
 
（９）最初の画面に戻り、ESMPRO/AC Enterpriseのインストール済欄に○およびバージョンが表示されてい

ることを確認します。 
 

        ＜サーバ系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-２４ 
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＜クライアント系製品インストール後の画面＞ 

 

図 ３.１-２５ 

ESMPRO/AC Enterpriseクライアントツールの使用方法については、スタートメニューの 
[ESMPRO_AC_E Client]→[マルチサーバ構成データ編集]を起動した後の「ヘルプ」にてご確認ください。 
 
バージョンアップインストール前からコントロールコンセントグループの機能を有効にしていた場合、 
バージョンアップインストール後に再度「３.７.６ コントロールコンセントグループの編集」の手順で 
AC Management Consoleのコントロールコンセントグループの機能を有効にしてください。 
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３.２ ESMPRO Platform Management Kit からのインストール 
 

「ESMPRO Platform Management Kit v1.006」または「ESMPRO Platform Management Kit v1.007」よ

り「ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6」をインストールされる場合は「ESMPROインストールツール ユー

ザーズガイド」を参照願います。 

 注意 

(1) ライセンスキーの登録を行わない場合、ソフトウェア動作は無停電電源装置(UPS)の管理のみに制

限されます。旧バージョンよりのアップデートインストールを行い、ライセンス適用を行わない場

合、アップデート前の動作と同じにならないため、システム運用に問題が発生する可能性がありま

す。アップデートインストールを行う場合は、アップデート完了後に新しいライセンスの適用を

行ってからの運用を強く推奨します。 
(2) 「ESMPRO Platform Management Kit Version 1.003.01」以降の「ESMPROインストールツール」

「統合インストール」で、ライセンス適用済みのESMPRO/AC Enterprise環境に対してアップデー

トインストールを行うことはできません。項目(1)の注意をお読みの上、「各種アプリケーション」

よりアップデートインストールを行ってください。 
(3) 「ESMPRO Platform Management Kit Version 1.007.01」でインストールした場合は、インストー

ル後にインストールイメージの【アップデート格納ディレクトリ】中の『ESMARC56-01-
241115.zip』を適用願います。ZIPファイルを解凍し、ファイル解凍後のREADME.TXTにアップ

デート適用方法の詳細が記載されていますので、参照してください。 
 

【アップデート格納ディレクトリ】 
「software¥999¥win¥esmpro_arc¥update」 

 
 

３.３ SNMP カードの設定 
 

AMC機能（マルチサーバ・冗長電源環境の管理機能）を使用する場合は、Smart-UPS相当無停電電源装

置 に SNMPカード を実装し制御する必要があります。 
 

以下に、このSNMPカードのネットワーク設定、および、Webによる設定手順を記載します。 
 
 

３.３.１ SNMPカードのネットワーク設定 
 

UPS の電源を入れ、Network Management Card が使用する IP アドレスなどのネットワーク設定を行

います。SNMP カードの IP アドレス設定方法の詳細については、SNMP カードの製品に同梱されたド

キュメントを参照して、設定を行ってください。SNMP カードの IP アドレスを設定後、ping コマンド

にて対象のSNMP カードと通信可能かどうか確認し、通信可能となりましたら「３.３.２  Webによる

設定」へ進んでください。 
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３.３.２  Webによる設定 
 

SNMPカードのIPアドレス設定終了後、設定が正常であれば、サーバからUPSのIPアドレスにWeb
ブラウザ(Microsoft Edge等)でアクセスすると以下のようなログイン画面が表示されます。 

(Ａ)のログイン画面が表示された場合は「3.3.2.2 Web画面による設定（Ａ）」を参照して 
ください。 

(Ｂ)のログイン画面が表示された場合は「3.3.2.3 Web画面による設定（Ｂ）」を参照して 
ください。 

(Ｃ)のログイン画面が表示された場合は「3.3.2.4 Web画面による設定（Ｃ）」を参照して 
ください。 

 
※注意 

Windows OSによっては「１１.１ セットアップ関連」の(5)に記載されているMicrosoft Edgeのセ

キュリティ設定を行わないとログイン画面が表示されません。 

 
図 ３.３-１ 

 
図 ３.３-２ 

（Ａ） 

（Ｂ） 
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図 ３.３-３ 

 
  

（Ｃ） 
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3.3.2.1 N8180-81 SmartUPS用 SNMPカード(NMC3)の初期設定 

 
N8180-81 SmartUPS用 SNMPカード(NMC3)の初期設定について記載します。 

N8180-81 SmartUPS用 SNMPカード(NMC3)の場合、工場出荷時はSNMPv1が無効となっているため、

SNMPv1を有効にする必要があります。N8180-81 SmartUPS用 SNMPカードにWebブラウザからロ

グインすると、次のようなWeb画面になります。 

 
図 ３.３-４ 

 
「Configuration」のメニューを選択し、「Network」→「SNMPv1」→「Access」を選択して 
ください。 

 

図 ３.３-５ 
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以下の画面に遷移しますので「Enable」にチェックをし、Applyで設定を反映してください。 

 
図 ３.３-６ 

画面上部にSNMPカードの再起動を促すメッセージが表示された場合はSNMPカードを再起動して 
ください。 

 
図 ３.３-７ 

再起動は「Control」のメニューを選択し、「Network」→「Reset/Reboot」を選択してください。 

 

図 ３.３-８ 
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「Reboot Management Interface」にチェックをし、Applyを選択してください。 

 

図 ３.３-９ 

Applyを押すとSNMPカードが再起動します。 

 

図 ３.３-１０ 

再度SNMPカードログイン後に3.3.2.2 Web画面による設定（Ａ）の手順を実施してください。 
 

 
  
※注意 

N8180-81 SmartUPS用 SNMPカード(NMC3)でFirmwareのバージョンが2.4.x 以降をご使用

の場合は、日本語を指定してログインするとSNMPカード(NMC3)の再起動が発生する場合が

あります。以下のURLから対処を実施してください。 
 

https://www.apc.com/jp/ja/faqs/FAQ000267929 
 

https://www.apc.com/jp/ja/faqs/FAQ000267929
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3.3.2.2 Web画面による設定（Ａ） 

 
(A)のログイン画面にてログインすると、次のようなWeb画面になります。 

 

図 ３.３-１１ 

 

※注意 
Smart-UPS相当無停電電源装置の機種名が表示されることをご確認ください。 

（「Unknown」はSNMPカードの初期値であり、本製品では使用しません。） 
もし、表示されていない場合は、SNMPカードが接触不良になっている可能性が考えられます

ので、以下の操作を行なってください。 
 
①UPSの電源をOFFし、SNMPカードをさし直してみる。 
②カードをさし直しても状態が変わらない場合は、リセットしてください。リセットします

と、情報の再設定が必要となりますのでご注意ください。 
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「Configuration」のメニューを選択し、「General」を選択、「Date/Time」→「Mode」と選択する

と以下の画面になります。現在の日付と時刻の設定を行ってください。 
 

◆日付と時刻の設定方法 
下記①②のどちらかの設定方法で、日付と時刻を設定してください。 
①日付、時刻を直接入力する方法 
「Manual」を選択し、「Date」、「Time」を入力後、「Apply」を選択してください。 

②コンピュータから日付と時刻を読み出し設定する方法 
「Manual」を選択し、「Apply local computer time」のチェックを有効にし、「Apply」を選択して

ください。 

 

図 ３.３-１２ 
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「Configuration」のメニューを選択し、「Network」→「SNMPv1」→「Access Control」と選択する

と以下の画面になります。「Community Name」に登録されている識別名を選択し、「Access 
Control」に登録を行ってください。 

 

図 ３.３-１３ 

 
Community Name    ：SNMPで使用する識別名 (初期値：public)。 
NMS IP/Host Name  ：SNMPでアクセスするサーバのIPアドレス。 

制御端末用UPS、周辺装置用UPSは、制御端末のIPアドレスのみで問題あり

ません。 
クラスタサーバ用UPSは、制御端末のIPアドレスとクラスタサーバのIPアドレ

ス。 
Access Type        :「Write+」または「Write」を選択してください。 

「Write+」が選択肢に表示される場合は、「Write+」を選択してください。 
 

注意： 
サーバに複数のLANボードがある場合や、複数のIPアドレスを持つ場合には、SNMPカードに対しアクセ

スする際に使用されるIPアドレスを登録してください。 
サーバが複数のIPを持っている場合に、後述のAMC画面での設定で、UPS情報がSNMPにて採取できな

い時には、SNMPカードに登録したサーバのIPアドレス以外が実際には使われている可能性があります。

SNMP カードに登録するIPアドレスをサーバの持つ別のIPアドレスに変更するなどして、実際に使用さ

れているIPアドレスを登録してください。（登録数に問題なければ、同一サーバのIPを複数登録しても構

いません。） 
制御端末がクラスタ環境であり、UPS装置と同じネットワークにクラスタのフローティングIPがある場合

は、クラスタのフローティングIPも登録してください。 
 
使用しない「Community Name」および「NMS IP/Host Name」が設定されている項目の「Access Type」
については、「Disabled」に設定しておいてください。 
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「Community Name」、「NMS IP/Host Name」、「Access Type」を入力し、「Apply」を選択して

ください。 

 

図 ３.３-１４ 
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「Configuration」のメニューを選択し、「Security」→「Local Users」→「Management」と選択す

ると、登録されているユーザ一覧が表示され、ユーザ名を選択すると、以下の画面になります｡ 

 

図 ３.３-１５ 

 
セキュリティの為、デフォルトで使用しているアカウント：apc等の設定を変更しておくことをお勧

めします。 
 

注意：変更したアカウント名・パスワードは忘れないようにしてください。 

（忘れた場合、お客様ご自身によるリセットおよび設定変更はできなくなります。） 
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注意： 

ご利用のSNMPカードが「N8180-60 SmartUPS用 SNMPカード」でファームウェアバージョンが

「Ver6.9.4」以上の場合は「Configuration」→「Network」→「Web」→「Access」の「Web Settings」
画面において、項目「HTTP」を「Enable」に、項目「HTTP Port」を「80」に設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図 ３.３-１６ 
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3.3.2.3 Web画面による設定（Ｂ） 
 

 (B)のログイン画面にてログインすると、次のようなWeb画面になります。 

 

図 ３.３-１７ 

 
※注意 

Smart-UPS相当無停電電源装置の機種名が表示されることをご確認ください。 
（「Unknown」はSNMPカードの初期値であり、本製品では使用しません。） 
もし、表示されていない場合は、SNMPカードが接触不良になっている可能性が考えられます

ので、以下の操作を行なってください。 
 
①UPSの電源をOFFし、SNMPカードをさし直してみる。 
②カードをさし直しても状態が変わらない場合は、リセットしてください。リセットします

と、情報の再設定が必要となりますのでご注意ください。 
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「Configuration」のメニューを選択し、「General」を選択、「Date & Time」→「mode」と選択する

と以下の画面になります。現在の日付と時刻の設定を行ってください。 
 

◆日付と時刻の設定方法 
下記①②のどちらかの設定方法で、日付と時刻を設定してください。 
①日付、時刻を直接入力する方法 
「Manual」を選択し、「Date」、「Time」を入力後、「Apply」を選択してください。 

②コンピュータから日付と時刻を読み出し設定する方法 
「Manual」を選択し、「Apply local computer time」のチェックを有効にし、「Apply」を選択して

ください。 
 

 

図 ３.３-１８ 
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「Configuration」のメニューを選択し、「Network」→「SNMPv1」→「Access Control」と選択する

と以下の画面になります。「Community Name」に登録されている識別名を選択し、「Access 
Control」に登録を行ってください。 

 

図 ３.３-１９ 

 
Community Name    ：SNMPで使用する識別名 (初期値：public)。 
NMS IP/Host Name  ：SNMPでアクセスするサーバのIPアドレス。 

制御端末用UPS、周辺装置用UPSは、制御端末のIPアドレスのみで問題あり

ません。 
クラスタサーバ用UPSは、制御端末のIPアドレスとクラスタサーバのIPアドレ

ス。 
Access Type        :「Write+」または「Write」を選択してください。 

「Write+」が選択肢に表示される場合は、「Write+」を選択してください。 
 

注意： 
サーバに複数のLANボードがある場合や、複数のIPアドレスを持つ場合には、SNMPカードに対しアクセ

スする際に使用されるIPアドレスを登録してください。 
サーバが複数のIPを持っている場合に、後述のAMC画面での設定で、UPS情報がSNMPにて採取できな

い時には、SNMPカードに登録したサーバのIPアドレス以外が実際には使われている可能性があります。

SNMP カードに登録するIPアドレスをサーバの持つ別のIPアドレスに変更するなどして、実際に使用さ

れているIPアドレスを登録してください。（登録数に問題なければ、同一サーバのIPを複数登録しても構

いません。） 
制御端末がクラスタ環境であり、UPS装置と同じネットワークにクラスタのフローティングIPがある場合

は、クラスタのフローティングIPも登録してください。 
 
使用しない「Community Name」および「NMS IP/Host Name」が設定されている項目の「Access Type」
については、「Disabled」に設定しておいてください。 
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「Community Name」、「NMS IP/Host Name」、「Access Type」を入力し、「Apply」を選択して

ください。 

 

図 ３.３-２０ 
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「Configuration」のメニューを選択し、「Security」→「Local Users」→「Management」と選択す

ると、登録されているユーザ一覧が表示され、ユーザ名を選択すると、以下の画面になります｡ 
 

 

図 ３.３-２１ 

 
セキュリティの為、デフォルトで使用しているアカウント：apc等の設定を変更しておくことをお勧

めします。 
 

注意：変更したアカウント名・パスワードは忘れないようにしてください。 

（忘れた場合、お客様ご自身によるリセットおよび設定変更はできなくなります。） 
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3.3.2.4 Web画面による設定（Ｃ） 
 

 (C)のログイン画面にてログインすると、次のようなWeb画面になります。 
 
 
 

 

図 ３.３-２２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

UPSの IPアドレスを確認してください。 

※注意 
Smart-UPS相当無停電電源装置の機種名が表示されることをご確認ください。 

（「Unknown」はSNMPカードの初期値であり、本製品では使用しません。） 
もし、表示されていない場合は、SNMPカードが接触不良になっている可能性

が考えられますので、以下の操作を行なってください。 
 
① UPSの電源をOFFし、SNMPカードをさし直してみる。 
② カードをさし直しても状態が変わらない場合は、リセットしてみて 

ください。リセットしますと、情報の再設定が必要となりますのでご注意 
ください。 

 

SNMP関連の設定やパスワード 
などの設定変更で使用します 
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「Administration」のタブを選択し、「General」を選択、「Date & Time」→「mode」と選択すると

以下の画面になります。現在の日付と時刻の設定を行ってください。 
 

◆日付と時刻の設定方法 
下記①②のどちらかの設定方法で、日付と時刻を設定してください。 
①日付、時刻を直接入力する方法 
「Manual」を選択し、「Date」、「Time」を入力後、「Apply」を選択してください。 

②コンピュータから日付と時刻を読み出し設定する方法 
「Manual」を選択し、「Apply local computer time」のチェックを有効にし、「Apply」を選択して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３.３-２３ 

 
「Network」を選択し「SNMPv1」→「access control」と選択すると以下の画面になります。

「Community Name」に登録されている識別名を選択し、「Access Control」に登録を行って 
ください。 
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図 ３.３-２４ 

Community Name    ：SNMPで使用する識別名(初期値：public) 
NMS IP/Host Name  ：SNMPでアクセスするサーバのIPアドレス。 

制御端末用UPS、周辺装置用UPSは、制御端末のIPアドレスのみで問題あり

ません。クラスタサーバ用UPSは、制御端末のIPアドレスとクラスタサーバの

IPアドレス。 
Access Type     :「Write+」または「Write」を選択してください。 

「Write+」が選択肢に表示される場合は、「Write+」を選択してください。 
注意： 
・サーバが複数のLANボードがある場合や、複数のIPアドレスを持つ場合には、SNMPカードに対し 
アクセスする際に使用されるIPアドレスを登録してください。 

・サーバが複数のIPを持っている場合に、後述のAMC画面での設定で、UPS情報がSNMPにて採取でき 
ない時には、SNMPカードに登録したサーバのIPアドレス以外が実際には使われている可能性がありま 
す。SNMP カードに登録するIPアドレスをサーバの持つ別のIPアドレスに変更するなどして、実際に 
使用されているIPアドレスを登録してください。（登録数に問題なければ、同一サーバのIPを複数登録 
しても構いません。） 

・制御端末がクラスタ環境であり、UPS装置と同じネットワークにクラスタのフローティングIPがある場 
合は、クラスタのフローティングIPも登録してください。 

   ・使用しない「Community Name」および「NMS IP」が設定されている項目の「Access Type」に 
ついては、「Disabled」に設定しておいてください。「Community Name」、「NMS IP/Host Name」、 

「Access Type」を入力し、「Apply」を選択してください。 
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図 ３.３-２５ 
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「Security」を選択し、「Local Users」→「administrator」と選択すると以下の画面になります｡ 
 

 

図 ３.３-２６ 

 
セキュリティのため、デフォルトで使用しているアカウント：apc等の設定を変更しておくことをお

勧めします。 
 
 
※注意 

変更したアカウント名・パスワードは忘れないように大切に保管してください。 
（忘れた場合、お客様ご自身によるリセットおよび設定変更はできなくなります。） 
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３.４ WebSAM SigmaSystemCenter 連携機能の設定 
WebSAM SigmaSystemCenter(以降 SSC と呼びます)と連携し、SSC の管理対象サーバを自動運転／電源管

理を行う機能を WebSAM SigmaSystemCenter 連携機能と呼びます。SSC 連携機能を用いて ESXi サーバ

(vSAN)の電源制御を行う場合は、同機能を有効にした上で、「SSC で ESXi サーバ(vSAN)の停止順序を制御す

る」設定を行ってください。これらの機能を使用する場合は、当節の内容に沿って設定をお願いします。同機

能を使用しない場合は、次の節へとお進みください。 
 
 
 
 
 

３.４.１ SSC連携機能の設定 
 

（１）SSC管理サーバの準備 
制御端末と同一サーバ上に、SSC 管理サーバを構築してください。SSC 管理サーバの構築方法は

SSCのマニュアルを参照ください。 
SSC 管理サーバと ESMPRO/AC Enterprise のインストール順序はありません。先に SSC 管理サー

バを構築頂いた後で、ESMPRO/AC Enterpriseをセットアップ頂いても問題ありません。 
 

（２）VMware vCenter Serverの準備 
以下の構成でESXi/ESXの仮想化基盤サーバを使用する場合、制御端末と同一サーバ上にVMware 

vCenter Server を構築してください。 
 

      ・連動端末にESXi/ESXサーバを登録し、SSCの管理対象サーバとして運用する場合 
      ・ESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上に制御端末を構築し、SSCと連携して動作させる 

場合 
 
VMware vCenter Serverを構築する場合は、SSC管理サーバよりも先にVMware vCenter Serverを
インストールしてください。 
VMware vCenter Serverの構築方法はVMware vCenter Serverのマニュアルを参照ください。 

 
※ESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上にVMware vCenter Serverをインストールする場合、 
対象の仮想マシンには16GB以上のメモリを割り当てることを推奨します。 

 
（３）連携用モジュールの準備 

SSCをインストールした環境から、以下のファイルをリネームしてコピーします。 
※ファイル名が異なりますのでご注意ください 
コピー元情報：PVM -> opt -> esmproacフォルダ配下にある「ac_pvm_u3.exe」 
コピー先情報：ESMPRO/AutomaticRunningController をインストールしたフォルダ配下に

「ac_pvm.exe」という名前でコピーします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例）SSC が C:¥Program Files (x86)¥NEC 配下にインストールされており、制御端末用ソフト

ウェアがC:¥Program Files (x86)¥AUTORC配下にインストールされている場合 
 
C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥esmproac¥ac_pvm_u3.exe 
      ↓コピー 
C:¥Program Files (x86)¥AUTORC¥ac_pvm.exe 

注意： ESMPRO/AC Enterprise には、SSC のプールマシンを自動運転/電源管理する機能はございません

のでご注意ください。 
 

注意： SSCをバージョンアップした場合は、 (3)の手順からもう一度実行してください。 
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（４）SystemProvisioning Web Consoleのユーザ登録 
※SystemProvisioning Web Consoleの詳細な操作方法はSSCのマニュアルを参照してください。 
 
1. [スタート]メニュー →[すべてのプログラム] → [SigmaSystemCenter] → [SystemProvisioning 

Web Console]を起動します。 
 

2. [SystemProvisioning Web Console]にログイン後、「管理」 ->「ユーザ」を選択し、

ESMPRO/AutomaticRunningController が使用するためのユーザとして、「ac_user」を追加し、

任意のパスワードを設定してください。なお、「ac_user」の権限レベルには、

「Administrator」または「システム管理者」を指定してください。 
 

ユーザ名 ： ac_user (すべて小文字です) 
パスワード： ***** (任意) 
権限レベル： Administrator または システム管理者  
(SSCのバージョンにより表示が異なります) 
 
 

3. コマンドプロンプトを起動して、ESMPRO/AutomaticRunningController をインストールした

フォルダ（¥Program Files (x86)¥AUTORC）下にある「ac_pvm.exe」を、以下のパラメータ

を指定して実行してください。 
 
C:¥Program Files (x86)¥AUTORC¥ac_pvm.exe -p ac_user password 
※passwordには、上記2.で作成したac_userのパスワードを指定します。 
 
以下の出力がされた場合は、アカウント・パスワードが正しく設定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
接続に失敗した場合は、以下のようなエラーメッセージが出力されます。 
 
 
 
 
 

  

（例） 
C:¥Program Files (x86)¥AUTORC>ac_pvm.exe –p ac_user AC_passwd 
 
SystemProvisioningへアクセスするLogOnが有効なアカウント情報を登録します。 
 
Success - 指定したアカウント情報でSystemProvisioningへアクセスできました。 
SystemProvisioningのアカウント、パスワードを保存しました。 
SystemProvisioningでアカウント情報を変更した場合は再度本コマンドで登録 
願います。 
 
Return Value : 0 

Error - 指定したアカウント情報でSystemProvisioningへアクセスできませんでした。 
SystemProvisioningにて登録したアカウント、パスワードを確認してください。 
Return Value : 23 
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（５）WebSAM SigmaSystemCenter連携機能の有効化 
1. ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動します。 

[スタート]メニュー→[プログラム]→[ESMPRO_AutomaticRunningController]→[ESMPRO_AC]
をクリック 
 

2. 設定画面表示します。 
[オプション]をクリック 

 
 
 

3. WebSAM SigmaSystemCenter連携機能をONにします。 
[連動端末２]を選択 → [SSCと連携する]のチェックを有効化→[OK]ボタンを押す 

 
 

図 ３.４-１ 

図 ３.４-２ 
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4. 上記2.の画面に戻りますので「OK」ボタンを押してください。 
5. Windows OSのサービスコントロールマネージャから「ESMPRO/ARC Service」を再起動して

ください。 
6. ESXi サーバ(vSAN)の電源制御を行わない場合は、「３.５ 環境設定ウィザードでの設定」へ

お進みください。 
 

（６）SSCによるESXiサーバ(vSAN)の停止順序制御機能の有効化 
1. （５）の1.から3.までの手順を実行します。 

 
2. SSCによるESXiサーバ(vSAN)の停止順序制御機能をONにします。 

連動端末に ESXi サーバ(vSAN)を登録し、ESXi サーバ(vSAN)の停止順序を制御する場合は、

[SSC と連携する] のチェックを有効化した上で、[SSC で ESXi サーバ(vSAN)の停止順序を制

御する]のチェックを有効化します。 

 

図 ３.４-３ 

 
vSphere vSAN クラスタを構成する連動端末 ESXi サーバ(vSAN)を一台でも、制御端末と同じ

UPSに接続する場合には、[OK]ボタンを押した上で、下記6.の手順にお進みください。 
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3. 電源異常切断時にジョブを起動する設定をします 
SSC 管理対象サーバである ESXi サーバ(vSAN)は、SSC 管理サーバが停止させます。SSC 管

理サーバと制御端末は同一サーバ上に構築します。SSC 管理対象サーバである ESXi サーバ

(vSAN)が停止した後で SSC 管理サーバを停止させるため、制御端末に ESXi サーバ(vSAN)の
停止を待ち合わせるジョブを登録します。 
 
[ジョブ起動]を選択→[電源切断時に登録ジョブを起動する]をチェック→[タイムアウト時間]に
ESXi サーバ(vSAN)のシャットダウンに必要な時間(分)を入力→[起動ジョブの登録]ボタンを押

す 
例：下図はESXiサーバ(vSAN)のシャットダウンに3分必要な場合 

 

図 ３.４-４ 

4. 起動ジョブの登録 
ESXi サーバ(vSAN)の停止を待ち合わせるジョブとして、ESMPRO/AC のユーティリティコマ

ンド WAITJOB.EXE を利用します。 
 
テキストボックスに「<ESMPRO/AC インストールパス>¥WAITJOB.EXE ＜ESXi サーバ

(vSAN)のシャットダウン時間("秒")＞」を入力→[追加]ボタンを押す 

 

図 ３.４-５  



56  

[OK]ボタンを押してジョブを登録 

 
図 ３.４-６ 

5. 上記3.の画面に戻りますので「OK」ボタンを押してください。 
6. （５）の2.の画面に戻りますので「OK」ボタンを押してください。 
7. Windows OSのサービスコントロールマネージャから「ESMPRO/ARC Service」を再起動して

ください。 
8. 「３.５ 環境設定ウィザードでの設定」へお進みください。 

 
３.４.２ SSC連携機能の解除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) SSCによるESXiサーバ(vSAN)の停止順序制御の無効化 
 

●SSC 3.7以上と連携する場合 
 

1. ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動します。 
[スタート]メニュー→[プログラム]→[ESMPRO_AutomaticRunningController]→[ESMPRO_AC]
をクリック 

  

注意： SSC との連携設定をした状態で、SSC をアンインストールすることはできません。SSC をアン

インストールする場合は、事前に SSC との連携機能の解除をお願いします。事前に SSC との解除

をしなかった場合には、ESMPRO/AutomaticRunningController GUIによるSSCとの連携解除ができ

なくなります。 
 
また、ESXiサーバ(vSAN)を連動端末として登録したあとで、『SSCでESXiサーバ(vSAN)の 
停止順序を制御する』設定を解除した場合、ESXi サーバ(vSAN)の電源制御を行うことができ 
なくなります。そのため、同設定を解除する前に、必ずAMC上からESXiサーバ(vSAN)の登 
録情報も削除してください。 
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2. 設定画面表示します。 
[オプション]をクリック 

 

図 ３.４-７ 

3. [連動端末２]を選択 → [SSC で ESXi サーバ(vSAN)の停止順序を制御する]のチェックを外す→

[OK]ボタンを押す 

 

図 ３.４-８ 

4. 上記2.の画面に戻りますので「OK」ボタンを押してください。 
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5. ESXiサーバ(vSAN)の停止順序の制御をSSCに依頼する機能をOFFにすると、AMC上に登録さ

れている ESXi サーバ(vSAN)の情報が以下のように表示されます。ESXi サーバ(vSAN)の電源制

御を行うには、SSC に停止順序の制御を依頼することが必須となります。ESXi サーバ(vSAN)が
このような状態で表示された場合は、該当する ESXi サーバ(vSAN)の登録情報を AMC ツリー上

から削除してください。 
サーバ種別が ESXi サーバ(vSAN)以外のサーバであれば、AMC からサーバの登録情報を削除す

る必要はありません。 
 

 

図 ３.４-９ 

 
 

6. Windows OSのサービス画面から「ESMPRO/ARC Service」を再起動してください。 
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●SSC 3.6と連携している場合 
ESXiサーバ(vSAN)を連動端末に登録することができないため、SSC によるESXiサーバ(vSAN) 
の停止順序制御の解除を行っていただく必要はありません。 
 

(2) WebSAM SigmaSystemCenter連携機能の無効化 
1. ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動します。 

[スタート]メニュー→[プログラム]→[ESMPRO_AutomaticRunningController]→[ESMPRO_AC]
をクリック 
 

2. 設定画面表示します。 
[オプション]をクリック 

 
図 ３.４-１０ 

3. WebSAM SigmaSystemCenter連携機能をOFFにします。 
・SSC連携をOFFにする 

[連動端末２]を選択 → [SSCと連携する]のチェックを外す→[OK]ボタンを押す 

 

図 ３.４-１１ 
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4. 上記2.の画面に戻りますので「OK」ボタンを押してください。 
5. Windows OSのサービス画面から「ESMPRO/ARC Service」を再起動してください。 

 
(3) AMCを起動し、SSC管理対象サーバとして登録した連動端末（サーバ）の情報から「SSC管理

対象サーバ」のチェックを外します。 

 

図 ３.４-１２ 
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３.５ 環境設定ウィザードでの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意： 
 製品ライセンス適用が行われていない場合、「ESMPRO_AC 環境ウィザード」は起動できません。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
（１） ESMPRO/AutomaticRunningControllerグループの「ESMPRO_AC 環境ウィザード」アイ

コンを起動すると、下記ウィンドウが表示されます。 
 
「環境設定ウィザード」ボタンを押してください。 

 
図 ３.５-２ 

 

ESMPRO/AC Enterprise では、AMC(AC Management Console)機能によるマルチサーバ構成

における自動電源運転制御をサポートしています。同機能を使用する場合は、 
あらかじめ「３.３ SNMPカードの設定」の設定をお願いします。 
また同製品は、WebSAM SigmaSystemCenter(以降SSCと呼びます)と連携し、SSC管理対

象サーバの自動電源運転制御機能をサポートしております。同機能を使用する場合は、 
あらかじめ「３.４.１ SSC連携機能の設定」の設定をお願いします。 

図 ３.５-１ 
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（２） 「STEP 1」のダイアログが表示されますので、「UPSをネットワーク経由で制御し電源

管理／自動運転を行う」を選択して、「次へ」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３.５-３ 

（３） 「STEP3」の画面が表示されますので、「完了」を選択してください。 

 

図 ３.５-４ 

（４） 確認ダイアログが表示されますので、「はい」を押してください。 

 

図 ３.５-５ 
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（５） AMCの起動を行うかどうかの確認ダイアログが表示されます。 

 

図 ３.５-６       

環境ウィザードの「設定支援機能でツリーを作成」にて電源管理構成情報を作成する

場合には、「いいえ」を選択してください。 
「設定支援機能でツリーを作成」の機能を利用しないで、直接AMCの画面にて電源管

理構成情報を最初から作成する場合には、「はい」を選択してください。 
 
 

 
（６） 「環境設定ウィザード」ボタンによる設定完了後、以下のような画面になります。 

 

図 ３.５-７  
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３.６ 設定支援機能によるAMC ツリー作成 
 

注意： 
 製品ライセンス適用が行われていない場合、「AC Management Console 簡易設定支援」は起動で

きません。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
この[AC Management Console 簡易設定支援]では、マルチサーバ構成の基礎部分の設定を

行います。後で説明する「AC Management Console」のみで設定は可能ですが、この[AC 
Management Console 簡易設定支援]にて、基礎部分の設定をすることをお勧めします。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

  

図 ３.６-１ 

図 ３.６-２ 
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注意 
・マルチサーバ構成で設定できるサーバ台数は、８台（その内、制御用サーバに設定可能

な台数は、３台）。UPS は、１台、２台の選択ができます。 
・９台以上のサーバを設定する場合は、次に説明する[AC Management Console]にて設定し

てください。 
・VMware ESXi/ESXサーバ（HAを含む）、iStorage NASオプションを連動端末として設定

する場合は、次に説明する[AC Management Console]による設定が必須となります。 
・設定ファイル作成中に登録するサーバ名は、コンピュータ名を設定してください。また、

Windowsサーバの場合は大文字で、Linuxサーバの場合は大文字、小文字を区別してコン

ピュータ名を入力してください。 
・[AC Management Console簡易設定支援]で設定するUPS名や、後述するAC Management 

Console の「電源装置」画面にて設定するUPSの名称は、半角英数字および半角のアン

ダースコア(‘_’)のみを使用した必ず一意な名称にしてください。 
(例：“SMUPS123”や“SUPS_123”など) 
N8180-60のSNMPカードでFW rev 6.0.6未満をご使用の場合、UPSの名称は8文字固定と

してください。8文字未満でUPSの名称を設定した場合、サーバとUPS間の通信負荷等の

状況によっては予期せずランタイム較正やセルフテスト等が実行されることがあります。  
 
 

３.６.１ 簡易設定支援（マルチサーバ構成） 
ここでは、以下のようなシステム構成例（サーバ２台の電源を、1台のUPSに接続した構成）

を参考に、簡易設定支援機能による電源管理構成情報の作成例を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1） マルチサーバ構成の「設定ファイル作成」ボタンを押します。 

 

図 ３.６-４ 

この[AC Management Console 簡易設定支援]では、冗長電源構成の基礎部分の設定を行

います。後で説明する「AC Management Console」のみでも設定は可能です。 
  

図 ３.６-３ 
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（2） マルチサーバ構成に接続するUPS台数とそのグループ名を入力します。 
      グループ名は、UPS台数と同数分、入力します。 

※ 「電源装置」、「連動装置」、「制御端末」、「連動端末」は予約された文字

列です。 
グループ名を登録する際には、これらの予約された文字列と完全一致する文字

列を指定しないでください。 
また、登録済のサーバ名、UPS名称、グループ名と同一の文字列も使用しない

でください。 

 

図 ３.６-５ 
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（3） UPS名とそのUPSに挿しているSNMPカードに設定したIPアドレスを入力します。 

 

図 ３.６-６ 

（4） サーバ名と、そのサーバのそれぞれのIPアドレスを入力します。 
制御端末にするサーバには、制御のチェックを有効にし、Linuxサーバには、Linuxの
チェックを有効にします。 

 

図 ３.６-７ 
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（5） 設定後、以下のような構成になります。 

 

図 ３.６-８ 
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（6） 『AC Management Console』を起動すると、以下のような画面が表示されます。 
 
 
 

 

図 ３.６-９ 

[AC Management Console 簡易設定支援]にて、マルチサーバ構成の設定ファイル作成を

行った場合は、設定した情報が反映されているか確認してください。 
また、サーバやUPSを追加する、登録情報を設定、変更する場合は、この [AC 
Management Console]上で行います。 
ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション をインストールしたサーバを「連動端末」

として設定することで、自動運転を行うことができます。 
※設定、変更は後でも可能です。 

 
注意 

・ [AC Management Console 簡易設定支援]で設定せずにこの「AC Management 
Console」を最初に起動した場合は、何も設定されていません。 

 
（7） 「３.７.１ グループポリシーの編集」を参照して、グループポリシーの編集を行います。 
 
（8） 「３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集」および｢３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集｣

を参照して、設定の確認を行います。 
 

（9） 「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」および「３.７.６ コントロールコンセ

ントグループの編集」を参照して、UPS装置のパラメータを設定します。 
 

（10） [AC Management Console]にて設定完了後、メニューより「ファイル(F)－＞構成情報

保存(S)」を行い、設定ファイルを保存します。 
設定完了後、OSのサービス画面から[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動します。

[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動後は、［AC Management Console］にて、設定

を行ったサーバ、UPSなどの状態が正常に認識されていることを確認します。 

UPS 

制御用サーバ 
制御用サーバの動作に連動するサーバ。 
ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション  
をセットアップするサーバ。 

グループ名 

グループポリシー 
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３.６.２ 簡易設定支援（冗長電源構成） 
ここでは、以下のようなシステム構成例（１台のサーバの電源を2台のUPSそれぞれに接続し

た冗長電源構成）を参考に、簡易設定支援機能による電源管理構成情報の作成例を説明しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（1） 冗長電源構成の「設定ファイル作成」ボタンを押します。 

 

図 ３.６-１１ 

この[AC Management Console 簡易設定支援]では、冗長電源構成の基礎部分の設定を行い

ます。後で説明する「AC Management Console」のみでも設定は可能です。 
 

注意 
・設定できるサーバ台数は１台、UPS は３台までです。 
・４台以上のUPSを設定する場合は、次に説明する[AC Management Console]にて設定し

てください。 
・[AC Management Console簡易設定支援]で設定するUPS名や、後述するAC Management 

Console の「電源装置」画面にて設定するUPSの名称は、半角英数字および半角のアン

ダースコア(‘_’)のみを使用した必ず一意な名称にしてください。 
(例：“SMUPS123”や“SUPS_123”など) 
N8180-60のSNMPカードでFW rev 6.0.6未満をご使用の場合、UPSの名称は8文字固定と

してください。8文字未満でUPSの名称を設定した場合、サーバとUPS間の通信負荷等の

状況によっては予期せずランタイム較正やセルフテスト等が実行されることがあります。   

図 ３.６-１０ 
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（2） グループ名を入力します。 
※ 「電源装置」、「連動装置」、「制御端末」、「連動端末」は予約された文字

列です。 
グループ名を登録する際には、これらの予約された文字列と完全一致する文字

列を指定しないでください。 
また、登録済のサーバ名、UPS名称、グループ名と同一の文字列も使用しない

でください。 

 

図 ３.６-１２ 

（3） 制御端末にするサーバ名とそのIPアドレスを入力します。Linuxサーバの場合は、Linuxの
チェックを有効にします。 

 

図 ３.６-１３ 
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（4） UPS名とそのUPSに挿しているSNMPカードに設定したIPアドレスを入力します。 

 

図 ３.６-１４ 

 
（5） 設定後、以下のような構成になります。 

 

図 ３.６-１５ 
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（6） 『AC Management Console』を起動すると、以下のような画面が表示されます。 
 

 

図 ３.６-１６ 

[AC Management Console 簡易設定支援 - ESMPRO/AC Enterprise]にて、冗長電源構成の

設定ファイル作成を行った場合は、[AC Management Console]の設定保存を行った上で、

「マルチサーバ構成データ編集」をいったん終了させてください。その後、再度「マルチ

サーバ構成データ編集」を起動し、「AC Management Consoleの起動」を選択して、設定

した情報が反映されているか、[AC Management Console]で確認してください。 
 
また、UPS台数を追加する、登録情報を設定、変更する場合は、ここで行います。 
※設定、変更は後でも可能です。 

 
注意 
・[AC Management Console 簡易設定支援 - ESMPRO/AC Enterprise]で設定せずにこの

「AC Management Console」を最初に起動した場合は、何も設定されていません。 
 

（7） 「３.７.１ グループポリシーの編集」を参照して、グループポリシーの編集を行います。 
 
（8） 「３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集」および｢３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集｣

を参照して、設定の確認を行います。 
 

（9） 「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」および「３.７.６ コントロールコンセ

ントグループの編集」を参照して、UPS装置のパラメータを設定します。 
 

（10） [AC Management Console]にて設定完了後、メニューより「ファイル(F)－＞構成情報

保存(S)」を行い、設定ファイルを保存します。 
設定完了後、OSのサービス画面から[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動します。

[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動後は、［AC Management Console］にて、設定

を行ったサーバ、UPSなどの状態が正常に認識されていることを確認します。 
 

  

UPS 

サーバ 

グループ名 
グループポリシー 
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３.６.３ AMC機能：クラスタ（マルチサーバ）構成時の環境設定 
ここでは、以下のようなシステム構成例 (サーバ３台、iStorage 装置、UPS ４台)を参考に、簡易設

定支援機能による電源管理構成情報の作成例を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） クラスタ（マルチサーバ）構成の「設定ファイル作成」ボタンを押します。 

 

図 ３.６-１８ 

 
この[AC Management Console 簡易設定支援]では、クラスタ（マルチサーバ）構成の基

礎部分の設定を行います。 
後で説明する「AC Management Console」のみでも設定は可能ですが、この[AC 
Management Console 簡易設定支援]にて、基礎部分の設定をすることをお勧めします。 
また、「AC Management Console」のみで設定を行った場合、この[AC Management 
Console 簡易設定支援]の[構成表示]で、クラスタ構成の設定情報の表示は出来ません。  

図 ３.６-１７ 

連動端末２ 連動端末１ 

クラスタシステム 

共有ディスク 

クラスタ構成：連動端末がクラスタ 

制御端末 
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    注意 
・設定できる構成は、以下のとおりです。 
    UPS１台で構成： 
       制御サーバ、クラスタサーバ、共有ディスクに１台のUPSから電源を供給 
    UPS２台で構成： 

       制御サーバ、共有ディスクで１台、クラスタサーバで１台のUPSから電源を供給 
    UPS２台で構成： 

       制御サーバを１台、共有ディスク、クラスタサーバを１台のUPSから電源供給 
    UPS３台で構成： 

       制御サーバ、共有ディスク、クラスタサーバをそれぞれ１台ずつのUPSから電源

供給 
    UPS４台で構成： 

       制御サーバ、共有ディスク、クラスタサーバで１台ずつのUPSからそれぞれ電源

供給 
・設定できる制御サーバ台数は３台、クラスタサーバ（連動端末）は４台までです。 
・これ以上の設定を行う場合は、次に説明する[AC Management Console]にて設定してくだ

さい。 
・設定ファイル作成中に登録するサーバ名は、コンピュータ名を設定してください。また、

Windowsサーバの場合は大文字で、Linuxサーバの場合は大文字、小文字を区別してコン

ピュータ名を入力してください。 
・[AC Management Console簡易設定支援]で設定するUPS名や、後述するAC Management 

Console の「電源装置」画面にて設定するUPSの名称は、半角英数字および半角のアン

ダースコア(‘_’)のみを使用した必ず一意な名称にしてください。 
(例：“SMUPS123”や“SUPS_123”など) 
N8180-60のSNMPカードでFW rev 6.0.6未満をご使用の場合、UPSの名称は8文字固定と

してください。8文字未満でUPSの名称を設定した場合、サーバとUPS間の通信負荷等の

状況によっては予期せずランタイム較正やセルフテスト等が実行されることがあります。  
 
 

UPS４台構成 （制御サーバ、共有ディスク、クラスタサーバで１台ずつのUPS接続で、

それぞれ電源供給）で、制御サーバ１台、クラスタサーバ２台の設定を行う場合には、以

下のように登録します。 
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（2） クラスタ構成の基本設定として、接続形態を選択します。 

 

図 ３.６-１９ 
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（3） UPSの接続台数分、グループ名を入力します。 

※ 「電源装置」、「連動装置」、「制御端末」、「連動端末」は予約された文字

列です。 
グループ名を登録する際には、これらの予約された文字列と完全一致する文字

列を指定しないでください。 
また、登録済のサーバ名、UPS名称、グループ名と同一の文字列も使用しない

でください。 

 

図 ３.６-２０ 
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（4） 制御端末にするサーバのサーバ名とそのIPアドレス、制御サーバに接続するUPSに挿し

たSNMPカードのUPS名とIPアドレスを入力します。 
制御サーバがLinuxサーバの場合は、Linuxのチェックを有効にします。 

 

図 ３.６-２１ 
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（5） １台目のクラスタサーバ名とそのIPアドレス、そのクラスタサーバに接続するUPSに挿

したSNMPカードのUPS名とIPアドレスを入力します。 
クラスタサーバがLinuxサーバの場合は、Linuxのチェックを有効にします。 

 
図 ３.６-２２ 

（6） ２台目のクラスタサーバ名とそのIPアドレス、そのクラスタサーバに接続するUPSに挿

したSNMPカードのUPS名とIPアドレスを入力します。 
クラスタサーバがLinuxサーバの場合は、Linuxのチェックを有効にします。 

 
図 ３.６-２３  
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（7） 共有ディスク用UPSに挿したSNMPカードのUPS名とIPアドレスを入力します。 

 
図 ３.６-２４ 

 
（8） 以下のような構成確認画面が表示されますので、設定を確認します。 

 
図 ３.６-２５ 
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（9） 設定後、以下のような構成になります。 

 

図 ３.６-２６ 
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（10） 『AC Management Console』を起動すると、以下のような画面が表示されます。 

 

図 ３.６-２７ 

[AC Management Console 簡易設定支援 - ESMPRO/AC Enterprise]にて、クラスタ 
（マルチサーバ）構成の設定ファイル作成を行った場合は、[AC Management  
Console]の設定保存を行った上で、「マルチサーバ構成データ編集」をいったん終 
了させてください。その後、再度「マルチサーバ構成データ編集」を起動し、「AC  
Management Consoleの起動」を選択して、設定した情報が反映されているか、[AC  
Management Console]で確認してください。 
 
また、UPS台数を追加する、登録情報を設定、変更する場合は、この[AC Management 

Console]上で行います。 
※設定、変更は後でも可能です。 

注意 
・[AC Management Console 簡易設定支援 - ESMPRO/AC Enterprise]で設定せずにこの

「AC Management Console」を最初に起動した場合は、何も設定されていません。 
 
（11） 「３.７.１ グループポリシーの編集」を参照して、グループポリシーの編集を行います。 
 
（12） 「３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集」および｢３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編

集｣を参照して、設定の確認を行います。 
 

（13） 「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」および「３.７.６ コントロールコン

セントグループの編集」を参照して、UPS装置のパラメータを設定します。 
  

クラスタノード 1
のUPS 

サーバ 

クラスタシステムのグループ名 

サーバの

UPS 

クラスタサーバ 
ESMPRO/AutomaticRunningController + ESMPRO/AC 
Enterprise 
がセットアップされたサーバ 

クラスタノード 2
のUPS 

クラスタサーバ 
ESMPRO/AutomaticRunningController + ESMPRO/AC 
Enterprise 
がセットアップされたサーバ 

共有ディスク

のUPS 

グループ名 グループポリシー 
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図 ３.６-２８ 

 
（14） [AC Management Console]にて設定完了後、メニューより「ファイル(F)－＞構成情報保

存(S)」を行い、設定ファイルを保存します。 
設定完了後、OSのサービス画面から[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動します。

[ESMPRO/ARC Service]サービスを再起動後は、［AC Management Console］にて、

設定を行ったサーバ、UPSなどの状態が正常に認識されていることを確認します。 
 
（15） これまでに作成した電源管理構成情報の設定内容を、クラスタを構成するすべてのサー

バへ送信します。 
※注意 
制御端末およびクラスタを構成するすべてのサーバは、同じ構成情報である必要があります。 
構成情報を変更した場合は、下記の方法で必ず他のサーバに構成情報を転送して、制御端末 
およびクラスタの再起動またはESMPRO/ARC Serviceの再起動を行ってください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 転送先のサーバを選択 
 
② メニューの[操作]→[指定サーバへ構成情報

送信]を選択 
 
③ 「制御端末の設定情報」が表示されたら、

パスワードを入力 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

すべてのクラスタノードに対して、電源管理構成情報の送信を終えましたら、制御端末 
およびクラスタの再起動または、「ESMPRO/ARC Service」サービスの再起動を行って 
ください。 
再起動後、［AC Management Console］にて、サーバ、UPSなどの状態が正常に認識 
されていることを確認します。 

⑥ 
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 [クラスタ構成におけるグループの追加] 
 
AC Management Console 簡易設定支援では、以下の機能を提供しています。 
 
・クラスタサーバ（連動端末）とUPSとの組み合わせでのグループ追加 
・共有ディスク用のUPSとクラスタサーバ（連動端末）とUPSの組み合わせでのグループ追加 
 
これにより、基本設定の設定後、基本設定のみでは追加できない、より規模の大きなクラスタ

（マルチサーバ構成）システムの設定を行うことができます。 
追加したグループは、基本設定で設定した制御サーバにより制御されます。 
 

注意： 
・追加設定は、クラスタ（マルチサーバ）構成での基本設定を行った後に有効になります。 
・グループの追加設定後に基本設定の変更を行った場合、追加設定したグループは削除され

ます。 
・追加設定後、追加した項目の変更をする場合は、[AC Management Console]にて変更して

ください。 

  

図 ３.６-２９ 

 

  ② 

①  



85  

① クラスタサーバ（連動端末）とUPSの組み合わせでの設定 
 
クラスタサーバとそのクラスタサーバに電源を供給するUPSの組み合わせのグループを追加しま

す。 

 
 

 

図 ３.６-３０ 

 
 
 
 

設定後、ここにグループの 
ツリーが作成されます。 
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図 ３.６-３１ 

② 共有ディスク用UPSとクラスタサーバ（連動端末）とUPSの組み合わせでの設定 
 
共有ディスクとそれに電源を供給するUPS、クラスタサーバとそのクラスタサーバに電源を 
供給するUPSの組み合わせのグループを追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

設定後、ここにグループの 
ツリーが作成されます。 
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３.７ AC Management Console の設定 

AC Management Console(以下、AMC)の設定に関する説明です。 
 
注意： 
製品ライセンス適用が行われていない場合、AMCは無停電電源装置(UPS)の管理に関連

する 
設定のみに制限されます。 
 
【制限項目】 
  ・３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集 
    → 連動端末の新規登録および編集はできません。 
  ・３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集 
     → 連動装置の新規登録はできません。 
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３.７.１ グループポリシーの編集 

 
画面左のツリーにて「グループポリシー」を選び、「メニューバー：編集」の「登録情報編集」

を実行すると、以下のような「グループポリシー」編集画面が表示されます。 
この「グループポリシー」では、この電源制御構成での共通情報を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
名称： 

電源制御グループ作成時に登録したグループ名が表示されます。電源制御グループ名を変更

する場合は、ここで編集することができます。 
※ 「電源装置」、「連動装置」、「制御端末」、「連動端末」は予約された文字

列です。 
グループ名を登録する際には、これらの予約された文字列と完全一致する文字

列を指定しないでください。 
また、登録済のサーバ名、UPS名称、グループ名と同一の文字列も使用しない

でください。 
 
説明： 

AMC画面のリストビューの「説明」に表示される情報です。 
(特に制御処理では使用しませんので、管理のための情報として使用ください。) 

  

図 ３.７-１ 
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通信用認識コード： 
この電源制御グループの識別に用いるコードです。ユニークなコードを登録してください。 
コードは半角英数字で15文字までの長さを使用可能です。（２バイト文字は使用しないでく

ださい。） 
 

通信用 IP address： 
この電源制御グループ内のすべてのサーバが、制御端末に対して行う通信で使用する送信先

アドレスです。このアドレスは、制御端末が起動後に、連動端末へ送信します。連動端末側

は、このアドレスを受け取ると、そのアドレスを使用した各種通信を開始します。 
 
＜制御端末が一台だけの場合＞ 
このアドレスには、制御端末のIP addressを登録してください。 
 
＜制御端末が複数台の場合＞ 
このアドレスには、制御端末に届くローカルブロードキャストアドレスを登録してください。 
 
＜複数台制御端末と連動端末がネットワークセグメントを超える場合＞ 
制御端末の台数分、通信用IP addressに制御端末のIP addressを登録してください。制御端末

のIP addressは、３つまで登録することができます。 
 
※注意 
複数の通信用IP addressを有効にするには、メニューの「ファイル(F)－＞構成情報保存(S)」
を行い、連動端末側に対して「指定サーバへ構成情報送信」より、電源管理構成情報を送

信する必要があります。 
 
SNMPコミュニティ名： 

SNMPカードの設定の際に登録したコミュニティ名を登録してください。 
 

SNMP通信異常確認時間： 
SNMPカードとの状態監視を行う際に必要なパラメータです。指定時間（秒）の間、通信で

きないと、通信エラーを認識し、AMCでは「不明」状態と認識します。 
 
停電中のSNMP通信異常で接続されたサーバの制御： 

UPSで停電を認識した後にSNMPカードとの通信エラーを検出した場合の動作を指定できま

す。「1」を指定すると通信エラー認識後、各連動端末に対してシャットダウン要求をだして

停止処理を試みます。ただし、連動端末へのネットワーク異常が発生している場合には

シャットダウンは行えません。 
 
制御端末の停電シャットダウン時に連動端末をシャットダウンする： 

停電により制御端末をシャットダウンするとき、他のUPSに接続された連動端末も同時に

シャットダウンする場合、チェックを有効にします。 
※注意 

以下の条件がすべて成立する場合には、必ずチェックを有効にしてください。 
1. CLUSTERPRO Xを用いて制御端末をクラスタ化している。 
2. 上記クラスタにて連動装置を利用している。 
3. 上記クラスタに対応する制御端末の設定において(後述する「制御端末(サーバ)」

編集画面において)「仮想マシン順序設定を行う。」のチェックを有効にしている。 
 

統計情報採取間隔： 
統計情報を採取する間隔（時間）を設定できます。1分に設定した場合、1分間隔で統計情報

を採取します。 
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３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集 
 

画面左のツリーにて制御端末下にある「サーバ」を選び「メニューバー：編集」の「登録情報編集」

を実行すると、以下のような「制御端末（サーバ）」編集画面が表示されます。 
この「制御端末（サーバ）」では、制御用のサーバ情報を編集します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

サーバ種別： 
対象サーバのサーバ種別を選択してください。 
Windowsサーバ    ：Windowsサーバの場合 
Linuxサーバ     ：Linuxサーバの場合 
Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン) ：ESXi/ESXサーバ上に構築したWindowsサー 

バの仮想マシンの場合 
Windowsサーバ(Hyoer-V)    ：Windows OSをインストールしており、 

Hyper-V機能を使用して仮想化環境の 
運用を行っている仮想サーバ 

  

図 ３.７-２ 
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名称： 
サーバのコンピュータ名を正確に登録してください。 
(「Linuxサーバ」の場合は、大文字／小文字も区別して入力してください。) 

 
コンピュータ名を大文字に自動変換する。： 

コンピュータ名が大文字／小文字で識別されているサーバの場合、チェックを外してくださ

い。通常、Windowsは、すべて大文字で識別されています。 
 
仮想マシンの順序制御を行う。： 

サーバ種別が「Windowsサーバ(Hyper-V)」で仮想マシンのシャットダウン制御を実施したい

場合、チェックを入れてください。チェック後は「仮想マシン順序設定」ボタンを選択して、

仮想マシンのシャットダウン順序を設定してください。 
 
仮想マシンを自動起動する。： 

サーバ種別が「Windowsサーバ(Hyper-V)」でサーバ起動時に仮想マシンを自動起動したい場

合、チェックを入れてください。ESMPRO/ACからシャットダウン制御された仮想マシンが、

サーバ起動時に自動で起動します。「仮想マシンの順序制御を行う。」にチェックが入って

いない場合はチェックボックスが有効になりません。 
 
仮想マシン順序設定： 

仮想マシンの順序制御に必要な項目を設定する画面が起動します。 
「仮想マシンの順序制御を行う。」にチェックが入っていない場合はボタンが有効になりま

せん。 
 
IP address： 

サーバのIPアドレスを登録してください。サーバに複数のIPアドレスが設定してある場合に

は、その他の制御端末や連動端末と共有しているLANでのIPアドレスを登録してください。 
 
説明： 

AMC画面のリストビューの「説明」に表示される情報です。 
(特に制御処理では使用しませんので、管理のための情報として使用ください。) 

 
ブラウザ設定（「Linuxサーバ」選択時に有効）： 

対象のLinuxサーバ上でApacheサービスが稼動している場合、アクセスするためのURL情報

を設定しておくことで対象のLinuxサーバへWebアクセスすることができます。 
 

ESXiサーバ（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 
ESXi/ESXサーバ上に構築した仮想マシンのWindowsサーバを選択している場合に有効になり

ます。 
 

名称（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 
ESXi/ESXサーバの名称を正確に登録してください。 
(大文字／小文字も区別して入力してください。) 

 
ドメイン（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 

ドメイン名つきの情報 (例:esx-sv.localdomain)となっている場合、対象サーバのドメイン名の

情報(例:localdomain)を登録してください。 
登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
※ AMCにvCenterが登録されている場合、vCenterアクセス時にvCenter上にESXi/ESXサーバ

が登録されているかどうかを確認します。AMCに登録するドメイン名は、vCenterに登録して

いるFQDNのドメインと一致させてください。vCenterにドメインは小文字で登録されるため、

AMCのドメインもvCenterに合わせて登録してください。(ドメイン名が設定されていない場
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合、入力不要です。) 
 

IP address（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 
ESXi/ESXサーバのIPアドレスを登録してください。 

 
ユーザ名／パスワード（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 

ESXi/ESXサーバへ接続するためのユーザ名、パスワードを入力してください。 
登録するユーザ名は、rootアカウントまたはrootアカウントと同等の権限を持つユーザアカウ

ントを設定してください。 
 

サーバへの接続確認（「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」選択時に有効）： 
サーバ種別が「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」の場合、ユーザ名、パスワー

ドに設定した情報で対象サーバとのアクセス確認が可能です。運用前に本機能を利用して接

続確認を行われることを推奨します。 
 
 
■ツリービューで制御端末を選択している状態で右クリックを実行すると、サーバ設定に関す

るサブメニュー（指定サーバの設定、制御端末からの構成情報取得、指定サーバへ構成情報

送信など）が表示されます。 
１つのグループに複数の制御端末を登録し、制御の冗長化を行う場合は、このサブメニュー

によりすべての制御端末の構成情報が同じになるようにしてください。 
（制御端末間の設定情報の自動同期機能はサポートしておりません。） 
また、制御端末はそれぞれ別々の自動運用条件が設定できますが、UPSは共有するため、自

動OFFは、そのUPSから電源を供給されているすべてのサーバでOFFの条件が成立した時に

実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

注意：「仮想マシンの順序制御を行う。」を有効にする場合は、以下の資料をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → 仮想マシン順序設定マニュアル 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
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３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集 
 
画面左のツリーにて連動端末下にある「サーバ」を選び「メニューバー：編集」の「登録情報編

集」を実行すると、以下のような「連動端末（サーバ）」編集画面が表示されます。 
この「連動端末（サーバ）」では、制御用サーバに連動するサーバの情報を編集します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

SSC管理対象サーバ (WebSAM SigmaSystemCenter連携時に有効)： 
対象サーバが、WebSAM SigmaSystemCenterの管理対象サーバである場合、チェックを入れ

てください 
 
サーバ種別： 

対象サーバのサーバ種別を選択してください。 
Windowsサーバ  ：Windows OSをインストールした物理サーバ 
Windowsサーバ(Hyper-V) ：Windows OSをインストールしており、Hyper-V機能を使用し 

て仮想化環境の運用を行っている仮想サーバ 
Linuxサーバ   ：Linux OSをインストールした物理サーバ 
Linuxサーバ(KVM)  ：Linux OSをインストールしており、KVM機能を利用して 

仮想化環境の運用を行っている仮想サーバ 
ESXiサーバ   ：VMware ESXi/ESXをインストールした仮想サーバ 
ESXiサーバ(HA)  ：VMware HAを構成する物理サーバ 
ESXiサーバ(vSAN)  ：VMware vSANを構成する物理サーバ 
iStorage NASオプション ：iStorage Mシリーズ NASオプションの物理サーバ  

図 ３.７-３ 
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vCS/vCSA情報登録(サーバ種別がESXiサーバ(HA)、ESXiサーバ(vSAN)の場合に有効)： 
クラスタを構成するESXi/ESXサーバを管理するvCenter ServerまたはvCenter Server 
Applianceの情報を登録する「vCS/vCSA情報登録」画面を呼び出します。本画面において、

ESXi/ESXサーバ名およびドメイン名（ドメインに参加している場合のみ）を指定した上でこ

のボタンを選択してください。 
 
注意： 

DRSによる制御を行う場合は、必ず「vCS/vCSA情報登録」を実施してください。 
 
また、本ボタンを選択したあとに表示される「vCS/vCSA情報登録」画面で指定された内容は、

クラスタを構成するすべてのESXi/ESXサーバで共有することになります。本ボタンを選択す

る前に、AMCツリー上で、クラスタを構成するすべてのESXi/ESXサーバの登録を完了させて

おいてください。 
 
本ボタンを選択すると、以下の確認メッセージが表示されます。表示内容にしたがって、

「はい」または「いいえ」を選択してください。 

 
図 ３.７-４ 

「vCS/vCSA情報登録」画面においてvCS/vCSA情報が登録されると、本ボタンのキャプショ

ンが「vCS/vCSA情報(登録済)」に変わります。 
 
※vCSはvCenter Server、vCSAはvCenter Server Applianceの略称として使用しています。 
 
注意 

「vCS/vCSA情報登録」画面では、vCenterへの接続確認を行います。その際、本画面で指定

されたESXi/ESXサーバがvCenter上に登録されているかどうかを確認します。そのため、本

画面で指定するESXi/ESXサーバ名は、vCenterに登録しているESXi/ESXサーバ名と一致させ

てください。 
vCenter側のESXi/ESXサーバ名は小文字で登録されるため、AMCのサーバ名、ドメイン名も

vCenterに合わせて登録してください。 
 
名称： 

サーバのコンピュータ名を正確に登録してください。 
Windowsサーバの場合は大文字で、LinuxサーバおよびESXiサーバ、ESXiサーバ(HA)の場合

は大文字、小文字を区別してコンピュータ名を入力してください。 
 

コンピュータ名を大文字に自動変換する。: 
コンピュータ名が大文字／小文字で識別されているサーバの場合、チェックを外してくださ

い。通常、Windowsは、すべて大文字で識別されています。 
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仮想マシンの順序制御を行う。: 

仮想マシンのシャットダウン制御を実施したい場合、チェックを入れてください。 
チェック後は「仮想マシン順序設定」ボタンを選択して、仮想マシンのシャットダウン順序

を設定してください。 
 
仮想マシンを自動起動する。: 

サーバ起動時に仮想マシンの自動起動をしたい場合、チェックを有効にしてください。

ESMPRO/ACからシャットダウン制御された仮想マシンが、サーバ起動時に自動で起動しま

す。「仮想マシンの順序制御を行う。」にチェックが入っていない場合はチェックボックス

が有効になりません。 
 
仮想マシン順序設定: 

仮想マシンの順序制御に必要な項目を設定する画面が起動します。「仮想マシンの順序制御

を行う。」にチェックが入っていない場合はボタンが有効になりません。 
 
クラスタ識別名（「ESXiサーバ(HA)」「ESXiサーバ(vSAN)」」選択時に有効）： 

vSphere HAクラスタまたはvSphere vSANクラスタを構成するサーバの場合には、クラスタ

を区別する任意の識別子を登録してください。ESMPRO/ACは、本識別子が同一のサーバを

vSphere HAまたはvSphere vSANのクラスタを構成するサーバ群であると認識します。 
 
ドメイン（「ESXiサーバ」「ESXiサーバ(HA)」「ESXiサーバ(vSAN)」選択時に有効）： 

サーバ種別が「ESXiサーバ」、「ESXiサーバ(HA)」または「ESXiサーバ(vSAN)」の場合、

ドメインの欄が設定可能となります。 
ドメイン名つきの情報 (例:esx-sv.localdomain)となっている場合、対象サーバのドメイン名の

情報(例:localdomain)を登録してください。 
登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
※ AMCにvCenterが登録されている場合、vCenterアクセス時にvCenter上にESXi/ESXサーバ

が登録されているかどうかを確認します。AMCに登録するドメイン名は、vCenterに登録して

いるFQDNのドメインと一致させてください。vCenterにドメインは小文字で登録されるため、

AMCのドメインもvCenterに合わせて登録してください。(ドメイン名が設定されていない場

合、入力不要です。) 
 

IP address： 
サーバのIPアドレスを登録してください。サーバに複数のIPアドレスが設定してある場合に

は、制御端末と共有しているLANでのIPアドレスを登録してください。 
 
ユーザ名／パスワード（「ESXiサーバ」「ESXiサーバ(HA)」「ESXiサーバ(vSAN)」選択時に有

効）： 
サーバ種別が「ESXiサーバ」、「ESXiサーバ(HA)」または「ESXiサーバ(vSAN)」の場合、

対象サーバへ接続するためのユーザ名、パスワードを入力してください。 
登録するユーザ名は、rootアカウントまたはrootアカウントと同等の権限を持つユーザアカウ

ントを設定してください。 
 
説明： 

AMC画面のリストビューの「説明」に表示される情報です。 
(特に制御処理では使用しませんので、管理のための情報として使用ください。) 

 
ネットワーク情報取得（「Windowsサーバ」「Linuxサーバ」選択時に有効）： 

IP addressで指定されたサーバ上でESMPRO/ACサービスが稼動中の場合、このボタンを押す

ことで対象サーバのネットワーク情報を自動取得することができます。 
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サーバへの接続確認（「ESXiサーバ」「ESXiサーバ(HA)」ESXiサーバ(vSAN)選択時に有効）： 

サーバ種別が「ESXiサーバ」、「ESXiサーバ(HA)」または「ESXiサーバ(vSAN)」の場合、

ユーザ名、パスワードに設定した情報で対象サーバとのアクセス確認が可能です。運用前に

本機能を利用して接続確認を行われることを推奨します。 
 
ブラウザ設定（「Linuxサーバ」選択時に有効）： 

対象のLinuxサーバ上でApacheサービスが稼動している場合、アクセスするためのURL情報

を設定しておくことで対象のLinuxサーバへWebアクセスすることができます。 
 

シャットダウン開始待ち合わせ時間： 
連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間でシャットダウン

実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
※注意 
クラスタサーバの場合、同じクラスタサーバには、すべて同じ値を設定してください。 

 
リモートシャットダウンジョブ：（「iStorage NASオプション」選択時に有効） 

iStorage NASオプションを連動端末として登録した際、NASオプションをシャットダウンさ

せるためのバッチファイルを登録します。 
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■ツリービューで連動端末を選択している状態で右クリックを実行すると、サーバ設定 

に関するサブメニュー（指定サーバの設定、指定サーバへ構成情報送信など）が表示 
されます。「指定サーバの設定」を選択すると、選択した連動端末の自動運用条件の 
設定が可能となります。 

 
※注意 

「３.７.１ グループポリシーの編集」で、複数の通信用IP addressを登録している場合、メ

ニューの「ファイル(F)－＞構成情報保存(S)」を行い、連動端末側に対して「指定サーバへ構

成情報送信」より、電源管理構成情報を送信する必要があります。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

注意： 連動端末に ESXi サーバ、ESXi サーバ(HA)、ESXi サーバ(vSAN)を使用される場合は、以下の資料

をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → VMware ESXi環境における電源管理ソフトウェアの導入 
 
   連動端末にWindowsサーバ(Hyper-V)を使用される場合は、以下の資料をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → Hyper-V環境における電源管理ソフトウェアの導入 

注意：「仮想マシンの順序制御を行う。」を有効にする場合は、以下の資料をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → 仮想マシン順序設定マニュアル 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
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３.７.４ vCS/vCSA情報の編集 
 

「連動端末（サーバ）」画面の「vCS/vCSA情報登録」ボタンを選択します。以下の

「vCS/vCSA情報登録」画面が表示されますので、「連動端末（サーバ）」画面で指定した

ESXi/ESXサーバを管理するvCS/vCSA情報を登録してください。 

     

図 ３.７-５ 

vCS/vCSAを用いてクラスタを構成するESXiサーバを管理する： 
 
vCS/vCSAを用いてクラスタを構成するESXi/ESXサーバを管理する場合にチェックを有効に

します。チェックをいれるとvCS/vCSAの設定ができるようになります。 
 

vCS/vCSA種別： 
 
「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterが、vCS(vCenter 
Server)か、vCSA(vCenter Server Appliance)のどちらかを指定します。 

 
vCS/vCSAがクラスタを構成するESXiサーバ上の仮想マシン上に存在する： 

「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterが、クラスタを

構成するESXi/ESXサーバ上の仮想マシンとして動作している場合、チェックを有効にします。 
 
例：以下のようなサーバ群でクラスタが構成されているとします。 
  ・ESXi1 
  ・ESXi2 
  ・ESXi3 
 
「連動端末（サーバ）」画面で上記いずれかのサーバ情報を編集中に本画面を呼び出した場
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合、vCenterが上記ESXi/ESXサーバ上の仮想マシンとして存在する（Windowsの仮想マシン

上にvCenter Serverを構築している場合、またはvCSAを構築している場合）なら、この

チェックを有効にします。 
 

vCS/vCSAのIPアドレス： 
「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterのIPアドレスを

指定します。 
 
vCS/vCSAのポート番号： 

「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterのポート番号を

指定します。 
デフォルトのポート番号は443となります。vCenter側でアクセスするポート番号を変更して

いる場合はデフォルトのポート番号から変更してください。 
 
vCS/vCSAのユーザ名： 

「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterのユーザ名を指

定します。ユーザ名は必ず@付きで指定してください。 
 
vCS/vCSAのパスワード： 

「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenterのパスワードを

指定します。 
 

クラスタを構成するESXiサーバが所属するデータセンター名： 
クラスタを構成するESXiサーバが所属するクラスタ名： 

vSphere Web Client経由でvCenterにアクセスすると、vCenter上のツリーを確認することがで

きます。「連動端末（サーバ）」画面で指定したESXi/ESXサーバを管理するvCenter上のツ

リーから、データセンター名とクラスタ名を指定します。 
（構成例） 

 
 
 
 
上記構成例の場合、172.16.1.150のIPアドレスを持つvCenter配下に、データセンターとして

Datacenter、クラスタとしてvSANClusterが所属しています。「vCS/vCSA情報登録」画面に

おいては、データセンター名にDatacenter、クラスタ名にvSANClusterを指定します。 
  

データセンター名 

クラスタ名 

vCenter 

図 ３.７-６ 
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vCS/vCSAへの接続確認： 

「vCS/vCSA情報登録」画面で指定された情報をもとに、vCenterへの接続を行います。

vCS/vCSAへの接続確認が成功すると、OKボタンが有効になります。 
 
接続確認時はAMCの「クラスタを構成するESXiサーバが所属するデータセンター名」、「ク

ラスタを構成するESXiサーバが所属するクラスタ名」がvCenterで設定したデータセンター名

とクラスタ名が一致している必要があります。 
また、AMCに登録したESXi/ESXサーバの名称、ドメインとvCenterのホストのFQDNが一致

している必要があります。ドメインに関してはvCenterで登録されているFQDNの中にドメイ

ンが含まれていなければ、AMCのドメインは空欄としてください。 
vCenterでホストの追加時に自動的に小文字でFQDNが登録されるため、vCenterの登録情報

に合わせてAMCも小文字で「名称」、「ドメイン」を登録してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OKボタン 
vCS/vCSA情報を一時登録します。正規登録を行うには、AMCの構成情報保存処理を行って

ください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

図 ３.７-８ 

ESXi/ESXサーバの名称 

AMC 

ESXi/ESXサーバが所属しているドメイン名 

図 ３.７-７ 

vCenter 
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注意 
 
「vCS/vCSA情報登録」画面で指定するvCenter情報は、vSphere Web Client経由でvCenterに
接続した際に表示されるvCenter情報と同期させておく必要があります。そのため、AMCツ
リーにクラスタを構成するESXi/ESXサーバを登録し、vCS/vCSA情報を登録します。クラス

タの構成を変更して新たなESXi/ESXサーバを追加する必要がある場合は、お手数ですが、

以下を実施してください。 
 
・AMCツリー上で、クラスタを構成する、既に登録済のESXi/ESXサーバを一台選択して、 
「連動端末（サーバ）」画面を表示します。 

・「vCS/vCSA情報登録」ボタンを選択して本画面を呼び出します。 
・「vCS/vCSAへの接続確認」を実施します。 
・「vCS/vCSA情報登録」画面でOKボタンを選択します。 
・「連動端末（サーバ）」画面でOKボタンを選択してAMCツリーに戻り、新しいESXi/ESX 
サーバを追加します。 

・新しいESXi/ESXサーバの追加時に「連動端末（サーバ）」画面でOKボタンを選択すると、 
vCenterから取得したサーバ一覧と一致していないことを示す警告メッセージが表示され 
ます。しかし、新たに追加するサーバの情報がまだ取り込まれていない状態ですので、 
内容を確認した上でOKボタンを選択します。(OKボタンの選択で、新たに追加したサーバ 
の情報が取り込まれます) 

・AMCの構成情報保存を実施します。 
・ESMPRO/ARC Serviceサービスの再起動を実施します。 
 
また、ESMPRO/ACは、vCenter Serverとhttpsプロトコルを用いて通信をしています。以下の 
VMware社サイトのKBを参照して、制御端末に、vCenter Server のサーバ証明書をインストール

してください。 
 

「How to download and install vCenter Server root certificates to avoid Web Browser certificate 
warnings」 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2108294 
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３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集 
 

画面左のツリーにて電源装置下あるいは連動装置配下にある「UPS」を選び「メニューバー：編

集」の「登録情報編集」を実行すると、以下のような「電源装置」編集画面が表示されます。 
この「電源装置」では、UPS情報を編集します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

半角英数字および半角の

アンダースコア(‘_’)のみを

使用した、必ず一意のユ

ニークな名称にしてくだ

さい。 
(設定例) SUPS_001 

(①) (②) (⑦) 

(⑥) 

(④) (⑤) 

(③) 

図 ３.７-９ 
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最初に IP address(①)が、先にセットアップしておいた SNMPカードに設定したIPアドレスになっ

ているか確認して、「SNMP設定情報の採取」(②)を実行してください。設定が正常であれば、

「SNMP設定情報」が取得され、「UPS型名」「シリアル番号」等とともに設定情報が表示（③）

されます。（ここで、「UPS型名」などが空欄になってしまう場合には、SNMPカードの設定を確

認してください。） 
SNMPで取得された情報を確認し、「名称」「電源切断猶予時間」などを編集(④)した後、「情報の

上書きをSNMPで実行」(⑤)を実行してください。（この操作により、UPSに情報が書き込まれま

す。）（注意：設定後すぐに「SNMP設定情報の採取」を実行すると、古いデータが表示される場

合があります。これは、SNMPでの設定要求がUPS内部に反映されるまで、若干のタイムラグがあ

るためですので、数秒後に再度「SNMP設定情報の採取」を実行してください。また、許容電圧な

どでは、設定したデータがそのUPSの仕様上不適当な場合、UPS側にて設定情報を自動的に補正す

ることもあります。） 
電源異常確認時間など変更があれば変更（⑥）し、OK（⑦）を実行してください。 

※注意 
「SNMP設定情報の採取」(②)と「情報の上書きをSNMPで実行」(⑤)のボタンがグレーアウト 
している場合、OSのネットワークプロトコルに「SNMPサービス」をインストールしてください。 
 

カテゴ

リ 

項目 説明 

操作 SNMP設定情報の採取 SNMP設定情報を採取します。採取される情報は、「SNMP設定情報」内の情報です。 

情報の上書きをSNMPで

実行 

情報を変更した場合に、SNMP設定情報を上書きします。 
SNMP に設定要求を送り出す間隔については、「表示」メニューより「オプション」画面で

指定されている「SNMP書き込み要求送信間隔」が適用されます。 
例）SNMP書き込み要求送信間隔が１秒のとき 
   SNMPに対し、コマンドごとの送信間隔を１秒に設定します。 

電 源 装

置 
管 理 情

報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IP address UPS装置に実装したSNMPカードに割り振った IPアドレスを入力してください。 
(IP アドレスの情報を変更した場合は、「SNMP 設定情報の採取」ボタンを押して情報の再

取得を行ってください。) 
SNMPコミュニティ名 SNMPカードの設定の際に登録したコミュニティ名を表示します。 

電源異常確認時間 電源異常が発生してから電源異常と断定するまでの時間です。 
設定した時間（Sec）内に電源異常が回復した場合、電源異常の処理は行われません。 

電源異常回復時にリブー

トしない 

電源異常回復時に自動でサーバを起動しない運用をする場合は、「電源異常回復時にリブー

トしない」を選択してください。電源異常回復時に自動でサーバを起動する運用をする場合

は、「電源異常回復時にリブートする」を選択してください。 

電源異常回復時に自動でサーバを起動する運用をする場合は、以下の２パターンから選択で

きます。  

※ UPSからサーバへの通電時にサーバが自動で起動するよう、サーバ装置のBIOSの設定で 

AC-LINKを「Power ON」に設定している必要があります。 

UPSによるリブート： 

電源異常回復時に自動でUPSがリブートします。 

制御端末からリブートする： 

電源異常回復時にまず制御端末が起動してから、制御端末からの復電指示により UPS が起動

します。 

※1 電源装置に登録したUPSは「UPSによるリブート」しか選択できません。 

※2 CLUSTERPRO Xによるクラスタシステム上のサーバを制御端末にしている場合、連動装

置に登録した UPS の設定は、必ず「制御端末からリブートする」を選択してくださ

い。 

※3 iStorage装置とiStorage連携を行っている場合、連動装置に登録したUPSの設定は、

必ず「制御端末からリブートする」を選択してください。 

電源異常回復時にリブー

トする（UPS によるリ

ブート） 

電源異常回復時にリブー

トする（制御端末からリ

ブートする） 

Warm-UP順位 連動装置として電源装置画面を表示した場合に有効なパラメータです。 
連動装置が複数台ある場合に、電源異常回復時に順番に起動させるための設定で、順位の数

字が低い順に起動されます。 
Warm-UP時間 共有Disk等での起動待ち合わせ(Warm-Up)時間です。 

スケジュール運転を行った場合、設定した時間分、共有 Disk がサーバより早く起動されま

す。このパラメータは UPS 装置のタイマ機能を利用しているため 360 秒単位で指定する必

要があります。（360,720など） 
バッテリ温度監視 ここで設定した温度（上限、下限）を一定時間以上越えた場合に、温度異常としてイベント

登録されます。 

SNMP 
設 定 情

報 

名称 UPS の名称を登録してください。名称は、半角英数字および半角のアンダースコア(‘_’)のみ

を使用したで必ず一意な名称にしてください。 
(例： “SMUPS123” や “SUPS_123” など) 
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※注意 
文字列中にアンダースコア(‘_’)以外の半角文字(半角スペース/ -（ハイフン）)などが入ってい

る場合、UPS装置へのパラメータ設定が正しくできない場合がありますので、使用しないで

ください。 
N8180-60 のSNMPカードで FW rev 6.0.6 未満をご使用の場合、UPS の名称は 8文字固定

としてください。8 文字未満で UPS の名称を設定した場合、サーバと UPS 間の通信負荷等

の状況によっては予期せずランタイム較正やセルフテスト等が実行されることがあります。 

電源切断猶予時間 電源切断条件成立によるシャットダウン起動から、UPS が電源を切断するまでの時間を設定

します。サーバがシャットダウンするのに十分な時間を設定ください。 
(「コンセントグループ単位の制御を行う」を選択した場合、こちらの値は使用しません。

「コンセントグループの設定」にて行う必要があります。) 
Disk保護時間 ディスク保護時間を設定します。この設定時間内は、投入要因が発生してもUPSから電源供

給はしません。0秒よりも大きい値に設定してください。 
(「コンセントグループ単位の制御を行う」を選択した場合、こちらの値は使用しません。

「コンセントグループの設定」にて行う必要があります。) 
許容電圧（上限） UPSへの入力電圧がこの値以上になった場合、UPSで電圧調整を行います。 

推奨値：108V（100V環境の場合） 

許容電圧（下限） UPSへの入力電圧がこの値以下になった場合、UPSで電圧調整を行います。 
推奨値：92V（100V環境の場合） 

電源異常検出感度 電源の異常を検出する機能の感度を指定します。 
推奨値：高 

異常発生時のブザータイ

ミング 

電源異常が発生した場合のブザーを鳴らすための定義を指定します。 

異常検出時のブザータイ

マ 

電源障害がこの時間継続した場合、ブザーを鳴動します。 
（注意） 
異常発生時のブザータイミングを1:電源障害に設定しておく必要があります。 
UPS装置によっては指定できない場合があります。 

LowBattery 検出後の動作

可能時間 

バッテリ運転中となった UPS が、UPS を接続しているサーバなどに電力供給を行うことが

できる「残り時間」を設定するパラメータです。 
UPSは、「LowBattery」状態になったあと、「残り時間」が経過すると停止します。 
 
なお、本項目は、LCD パネルなし Smart-UPS 相当無停電電源装置のみで設定する項目とな

ります。 

自動バッテリテストパ

ターン 

自動でバッテリテストをする場合のパターンを指定します。 
推奨値：隔週 
（注意） 
使用するUPS装置によっては、設定できないパラメータがあります。 

UPS 型名、シリアル番

号、FW.Rev 
UPSの型名、シリアル番号、FW レビジョンを表示します。 

復電 reboot 時の最低充電

率 

停電が復旧した場合、バッテリ充電率がこの値まで回復したら、電源供給を再開します。 
（注意） 
使用するUPS装置によっては設定できません(0%の表示になります)。 

最小復帰ランタイム 停電が復旧した場合、バッテリのランタイム時間がこの値にまで回復したら、電源供給を再

開します。 
（注意） 
使用するUPS装置によっては、設定できません（0Secの表示になります）。 

コ ン ト

ロ ー ル

コ ン セ

ン ト グ

ル ー プ

の制御 

LCD パネル付き Smart-UPS 相当無停電電源装置では、コントロールコンセントグループの設定、制御機能を備えている

ものがあります。 
コントロールコンセントグループの機能を利用できる場合、「コントロールコンセントグループの制御」の設定欄が有効

になります。 

コンセントグループ単位

の制御を行わない 

コンセントグループ単位の制御を行わず、全コンセントグループの一斉 ON／OFF 動作とな

る制御が行われます。UPS からの電源供給停止／開始のタイミングについては、電源装置画

面の「SNMP設定情報」に含まれる各パラメータ設定に従います。 

コンセントグループ単位

の制御を行う 

UPS 装置が持つコンセントグループ制御機能を利用して、コンセントグループ単位の ON／
OFF 制御を行います。本機能を利用する場合は、「コンセントグループの設定」ボタンを押

して表示される下記コントロールコンセントグループ設定画面にて、コンセントグループ単

位の設定を行う必要があります。 

その他 UPSレポート UPS構成レポートを表示します。 

バッテリ交換日 UPSの最終バッテリ交換日を表示します。 

冗長構成設定 UPSを冗長構成で運用する場合に設定します。 

iStorage連携 iStorage連携機能を使用する場合に設定します。 

表 ３-１ 
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 注意：「電源切断猶予時間」「Disk保護時間」は冗長構成のUPSではすべて同じ値に設定してください。 
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３.７.６ コントロールコンセントグループの編集 

 
LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置では、コントロールコンセントグループの設定、

制御機能を備えているものがあります。（一部機種ではコントロールコンセントグループの機

能を使用できません。「１１.１ セットアップ関連」の(6)を参照してください。） 
 
コントロールコンセントグループの制御の機能を使用するためには、インストールフォルダ配

下にある以下のファイルを適当なファイル名にリネームします。 
ESMPRO/AC 
Enterpriseの 
サーバ 
インストール 
 

インストールパスの例 C:¥Program Files (x86)¥AUTORC 
リネーム対象ファイル 

 
C:¥Program Files (x86)¥AUTORC¥DATA配下の

UPSEXTRA.DAT ファイルを適当なファイル名に 
リネームしてください。 
 
例）UPSEXTRA.DAT → UPSEXTRA.BAK 

ESMPRO/AC 
Enterpriseの 
クライアント 
インストール 

インストールパスの例 ¥  C:¥Program Files (x86)¥ESMAC_E_Client 
リネーム対象ファイル C:¥Program Files (x86)¥ESMAC_E_Client配下の

UPSEXTRA.DAT ファイルを適当なファイル名にリ

ネームしてください。 
 
例）UPSEXTRA.DAT → UPSEXTRA.BAK 

表 ３-２ 

対象Smart-UPS相当無停電電源装置がコントロールコンセントグループの機能を利用できる場

合、以下のように「コントロールコンセントグループの制御」の設定欄が有効になります。 
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コントロールコンセントグループの制御が可能なUPSの場合 

 
図 ３.７-１０ 

コントロールコンセントグループの制御が不可能なUPSの場合 

 

図 ３.７-１１ 

    

電源装置画面において、コント

ロールコンセントグループの制御

が無効化され、項目を選択不可能

なので、このUPS はコントロール

コンセントグループの制御に対応

していません。 

電源装置画面において、コント

ロールコンセントグループの制御

が有効化され、項目を選択可能な

ので、この UPS はコントロール

コンセントグループの制御に対応

しています。 
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コンセントグループ単位の制御を行わない： 

コンセントグループ単位の制御を行わず、全コンセントグループの一斉ON／OFF動作とな

る制御が行われます。UPSからの電源供給停止／開始のタイミングについては、電源装置画

面の「SNMP設定情報」に含まれる各パラメータ設定に従います。 
 

コンセントグループ単位の制御を行う： 
UPS装置が持つコンセントグループ制御機能を利用して、コンセントグループ単位のON／
OFF制御を行います。 
本機能を利用する場合は、「コンセントグループの設定」ボタンを押して表示される下記コ

ントロールコンセントグループ設定画面にて、コンセントグループ単位の設定を行う必要が

あります。 
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コントロールコンセントグループ画面は、以下のような手順で呼び出します。 

 

 
図 ３.７-１２ 

※本機能を利用する場合、電源装置画面の「SNMP設定情報」に含まれる次のパラメータが

無効になります。 
無効パラメータ：『電源切断猶予時間』、『Disk保護時間』、『最小復帰ランタイム』 
 
なお、以下の「コントロールコンセントグループ」画面にて設定するコンセントグループ 
ごとの設定パラメータが有効になります。 

  

「コンセントグループ単位

の制御を行う」ラジオボタ

ンを選択したあと、「コン

セントグループの設定」ボ

タンを押します。 

電源装置画面において、コ

ントロールコンセントグ

ループの制御が有効化され

ているUPSの場合 
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「コントロールコンセントグループ」画面で設定できる項目については、以下のとおりです。 
 

 
図 ３.７-１３ 

（Ａ）コンセントグループ名タブ： 
対象UPSが持つコンセントグループの個数分のタブが表示されます。 
(コンセントグループの数は使用するUPS装置の機種により異なります。) 
また、使用するUPS装置の機種によっては、最初に表示されるタブの名称が「メイン」

となる場合があります。 
 
（Ｂ）サーバ名： 

対象コンセントグループに電源を接続しているサーバ、iStorage装置などが表示され

ます。設定を行う場合、チェックを有効にしてください。 
(「サーバ名」の一覧には、AMCツリーにおける対象UPS装置と同じ電源制御グルー

プに属するサーバおよびiStorage装置(iStorage連携利用時のみ)が表示されます。) 
※制御端末が一覧に表示されている場合、左端に表示されているコンセントグループ

名のタブにて、サーバ名のチェックを有効にしてください。 
・メイングループを保有するUPSの場合： 

「メイン」にて制御端末のサーバ名のチェックを有効にしてください。 
・メイングループを保有しないUPSの場合： 

「グループ1」にて制御端末のサーバ名のチェックを有効にしてください。 
※各サーバとコンセントグループの関連付けの情報を設定後、AMCツリーに登録さ

れているサーバの情報を変更した場合は、再度この画面を表示し、正しい情報を再

設定してください。 
※「その他ネットワーク機器」のチェックを有効にした場合、そのコンセントグルー

プはスケジュール運転機能を利用する際、「コンセントグループとしてオフしない」

動作となります。 
- 停電発生時は、本設定値を有効にしている場合であっても、コンセントグループ

のオフ処理が実施されます。 
- 本設定は、ESMPRO/ACのスケジュール運転を行う際、主にネットワークHUB
など常に電源供給を行っておきたい機器がある場合に利用します。（その電源

を接続しているコンセントグループからの電源供給を続けます） 
 

(Ｂ) 

(Ｃ) 

(Ａ) 
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（Ｃ）コンセントグループ毎の各パラメータ 
電源切断猶予時間： 

電源切断条件成立によるシャットダウン起動から、対象コンセントグループが電

源を切断するまでの時間を設定します。 
対象コンセントグループに接続されているサーバがシャットダウンを完了するの

に十分な時間を設定してください。 
 

※注意 
UPS装置のコンセントグループ名タブ一覧に「メイン」表示のあり／なしによ

り、コンセントグループ単位での電源切断タイミングに関する動作が一部異な

ります。 
・コンセントグループ名タブに「メイン」のタブ名が表示されていない場合 
各コンセントグループの電源切断のタイミングは、コンセントグループ名の 
タブにて設定した電源切断猶予時間の設定に従います。 

・コンセントグループ名タブに「メイン」のタブ名が表示されている場合 
「メイン」以外のコンセントグループタブにおいて、「メイン」よりも長い 
電源切断猶予時間が設定されているとしても、「メイン」の電源切断猶予 
時間と同じタイミングで電源切断が行われます。 
(このため、「メイン」以外のコンセントグループでは「メイン」で設定した 
電源切断猶予時間と同じかまたはそれ以下の範囲で設定、運用してください。) 

 
Disk保護時間： 

Disk保護時間を設定します。 
この設定時間内は、投入要因が発生しても対象コンセントグループから電源供給

は行いません。  
 

最小復帰ランタイム： 
停電が復旧した場合、バッテリのランタイム時間がこの値にまで回復したら、 
対象コンセントグループからの電源供給を再開します。 

※注意 
UPSを冗長構成で使用する場合は、UPSの各グループタブについて「（Ｂ）サーバ名」

の設定、および「（Ｃ）コンセントグループ毎の各パラメータ」を同じ設定にして 
ください。 
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メイングループを保有するUPSの場合 

 

図 ３.７-１４ 

      
＜注意＞ 
・ 制御端末は、「メイン」グループにのみ登録することができます。「メイン」グループ以外のグ

ループに登録することはできません。 
・ 制御端末、連動端末、iStorage を選択すると、同一グループでは「その他ネットワーク機器」を選

択することができません。 
・ 特定のグループで選択された制御端末、連動端末、iStorage は、他のグループでは選択することが

できません。例：RENDO1というサーバを「メイン」グループで選択した場合、「グループ1」で

はRENDO1を選択することはできません。 
・ 「その他ネットワーク機器」を選択する場合は、「メイン」グループで行ってください。 
・ コントロールコンセントグループの制御を有効にして、制御端末と連動端末のスケジュール運転を

行う場合、以下を考慮した上でスケジュール設定を行ってください。詳細については、「６.３.１
の（１）制御端末（1台） ＋ 連動端末（1台）の構成」を参照してください。 
 

◎制御端末を接続している「メイングループ」は、「メイン」グループ以外のグループよりも 
後に停止させる必要があるため、制御端末が連動端末よりも遅い時間にスケジュール OFF
するように設定してください。 

◎制御端末を接続している「メイングループ」は、「メイン」グループ以外のグループよりも

先に起動させる必要があるため、制御端末が連動端末よりも早い時間にスケジュール ON す

るように設定してください。 
  

この UPS の場合、「メイン」グ

ループと「グループ 1」を保有し

ています。 
 
コントロールコンセントの設定を

行うグループを変更したいとき

は、タブを切り替えます。 

「電源切断猶予時間」、「Disk
保護時間」、「最小復帰ランタ

イム」の値をグループごとに設

定します。 
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メイングループを保有しないUPSの場合 

 

図 ３.７-１５ 

 
＜注意＞ 
・ 制御端末は、「グループ１」に登録してください。 
・ 制御端末、連動端末、iStorage を選択すると、同一グループでは「その他ネットワーク機器」を選

択することができません。 
・ 特定のグループで選択された制御端末、連動端末、iStorage は、他のグループでは選択することが

できません。例：RENDO1 というサーバを「グループ 1」で選択した場合、「グループ 2」では

RENDO1を選択することはできません。 
・ 「その他ネットワーク機器」は、他に何も選択されていないときのみ選択可能です。 
・ コントロールコンセントグループの制御を有効にして、制御端末と連動端末のスケジュール運転を

行う場合、以下を考慮した上でスケジュール設定を行ってください。詳細については、「６.３.２
の（１）制御端末（1台） ＋ 連動端末（2台）の構成」を参照してください。 
 

◎制御端末を接続している「グループ1」は「グループ1」以外のグループよりも後に停止 
させる必要があるため、制御端末が連動端末よりも遅い 時間にスケジュール OFF するよう

に設定してください。 
◎制御端末を接続している「グループ1」は「グループ1」以外のグループよりも先に起動 
させる必要があるため、制御端末が連動端末よりも早い時間にスケジュール ON するように

設定してください。 
 

※コンセントグループを使用した構成例については、「第６章 コントロールコンセントグループの

制御」をご覧ください。 
  

この UPS の場合、「グループ

1」、「グループ 2」、「グルー

プ3」が定義されています。 
 
コントロールコンセントの設定を

行うグループを変更したいとき

は、タブを切り替えます。 

「電源切断猶予時間」、「Disk
保護時間」、「最小復帰ランタ

イム」の値をグループごとに設

定することができます。 
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３.７.７ UPS冗長構成情報編集の設定 
 
UPSの冗長電源構成の設定画面について説明します。 
UPS冗長構成情報編集画面は電源装置、もしくは連動装置の設定画面から以下の手順で呼び出します。 

 

 

図 ３.７-１６ 

UPS冗長構成情報編集の各項目は以下をご確認ください。 
項目 説明 

構成台数 AMC ツリーの同じグループの電源装置、(もしくは連動装置)に登録した冗長電源可能

なUPSの個数が表示されます。 

稼動に必要な最低台数 稼動に必要なUPSの最低台数を指定します。 
部分的な停電により正常な UPS が「稼働に必要な最低台数」以下になった場合に冗

長電源構成が設定されている AMC ツリーのグループが停電と判断してサーバ・UPS
を停止します。 

同期制御設定 本バージョンでは設定できません。 

解析情報更新 UPSの冗長電源構成の解析情報表示エリアの表示を更新します。 
稼動に必要な最低台数を変更時に UPS の冗長電源構成の解析情報表示エリアを更新

したい場合にご使用ください。 

表 ３-３ 

※冗長電源構成を使用した構成例については、「第７章 UPS冗長電源構成の制御」をご覧ください。 
  

UPSの冗長電源構成の解析情報表示 
エリア 

UPS の冗長電源構成の有無が

表示されます 
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３.７.８ 表示メニューの設定 
 
 AMCのメニュー[表示]→[オプション]、[UPS関連情報の自動更新]について説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜注意＞ 
 「オプション」および「UPS関連情報の自動更新」の設定は基本的にデフォルト値で 
ご利用願います。UPSやサーバの運用でエラーや起動が失敗する場合にのみ設定値を 
変更願います。 

 
「オプション」メニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

項目 説明 

SNMP 書き込み要求送信

間隔 

「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」の「電源装置」ダイアログの「情報

の上書きを SNMP で実行(S)」ボタン押下時に、エラーが発生する場合は本設定を変

更願います。 

起動要求開始待ち合わせ

時間 

電源管理によりサーバをWakeup ON LAN起動する場合に、電源ONから 
Wakwup ON LANを実行するまでの待ち合わせ時間を設定します。 

起動要求タイムアウト時

間 

電源管理によりサーバを Wakeup ON LAN 起動した後、このタイムアウト時間内に

サーバが起動していない場合は、起動失敗と判断します。 

起動要求送信間隔 電源管理により複数サーバをWakeup ON LAN起動する場合のサーバ起動間隔を設定

します。 

表 ３-４ 

  

図 ３.７-１７ 

図 ３.７-１８ 
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「UPS関連情報の自動更新」メニュー 
 
 AMCに登録されたUPS情報の自動更新の設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

項目 説明 

UPS情報の自動更新を行う チェックボックスを無効にすると AMC に登録された UPS の情報は自動更新さ

れません。更新する場合は[メニュー]→[表示]→[UPS 情報取得]を実行してくださ

い。 

秒 「UPS情報の自動更新を行う」チェックボックスが有効な場合にAMCに登録さ

れたUPS情報を更新する時間間隔を設定します 

表 ３-５ 

 
 
  

図 ３.７-１９ 

図 ３.７-２０ 
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３.７.９ AMCツリーに登録した端末／UPS／グループの移動 
 

AMCツリーに登録した端末／UPS／グループの移動]についてUPS装置を例に説明します。 
 

（１） アイコンツールバーの「ドラッグ & ドロップ操作の許可」ボタン を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） UPS装置をドラッグで選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３.７-２１ 

図 ３.７-２２ 
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（３） 「電源装置」または「連動装置」にドロップします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） 移動操作の完了後はアイコンツールバーの「ドラッグ & ドロップ操作の禁止」ボタン を押下し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 

図 ３.７-２３ 

図 ３.７-２４ 
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（５） 移動時の動作について 

 
種別 説明 

電源装置 「電源装置」グループに登録されたUPSは「電源装置」「連動装置」 
グループに移動できます 

連動装置 「連動装置」グループに登録されたUPSは「電源装置」「連動装置」 
グループに移動できます 

制御端末 「制御端末」グループに登録された以下の種別のサーバは「制御端末」 
グループ、「連動端末」グループに移動できます 
【サーバ種別】 
・Windowsサーバ 
・Windowsサーバ(Hyper-V) 
「制御端末」グループに登録された以下の種別のサーバは「連動端末」 
グループに移動できません 
【サーバ種別】 
・Windowsサーバ’(ESXiサーバ上の仮想マシン) 

連動端末 「連動端末」グループに登録された以下の種別のサーバは「制御端末」 
グループ、「連動端末」グループに移動できます 
【サーバ種別】 
・Windowsサーバ 
・Windowsサーバ(Hyper-V) 
「連動端末」グループに登録された以下の種別のサーバは「制御端末」 
グループに移動できません 
【サーバ種別】 
・Linuxサーバ 
・ESXiサーバ 
・ESXiサーバ(HA) 
・ESXiサーバ(vSAN) 
・iStorage NASオプション 

制御グループ 「制御グループ」は「network」グループ、「制御端末」に移動できます 
連動グループ 「連動グループ」は他の「network」以外のグループ、「連動端末」に移動

できます 

表 ３-６ 
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３.８ ESMPRO/AC Enterprise（クライアント系製品）の使用方法 
３.８.１ 編集データファイルの受信方法 

 

制御端末上のAMCを利用すると、AMCツリー上に登録しているサーバやUPSの状態を監視すること

ができますが、制御端末とは異なるサーバ上に ESMPRO/AC Enterprise（クライアント系製品）をイン

ストールすることで、制御端末上で動作している AMC ツリーを取り込み、状態を監視することができま

す。以下にその手順を示します。 

 

(1) 「スタート」メニューから、「マルチサーバ構成データ編集」を起動します。以下の画面が表示されま

すので、「編集データファイルの送信／受信」ボタンを選択します。 

受信したデータは、「データの格納フォルダ」として表示されているディレクトリに取り込まれま

す。（赤い点線で示したディレクトリ） 

 

図 ３.８-１ 

(2) 以下の画面が表示されますので、「Windowsサーバ」を指定して、「OK」ボタンを選択します。 

 

図 ３.８-２  
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(3) 以下の画面が表示されますので、「データファイルの受信」を指定して、「マルチサーバ構成ファイル

(ac_e_net.cfg)のチェックを有効にし、「Windowsサーバ -> ファイル受信」ボタンを選択します。 

 

図 ３.８-３ 

(4) 以下の画面が表示されますので、「はい」を選択します。 

 

図 ３.８-４ 

(5) 以下の画面が表示されますので、受信元（制御端末）のサーバ名を指定します。 

 

図 ３.８-５ 

(6) データの受信に成功すると、データの受信に成功したことを示すメッセージが表示され、「データファ

イルの格納フォルダ」として指定したディレクトリ配下に、 

ac_e_net.cfg 
ファイルが生成されます。 

(7) 「AC Management Console の起動」を選択すると、制御端末から受信したAMCツリーが表示されま

す。 
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図 ３.８-６ 

 
(8) 取り込まれたファイル名は、「現在の編集ファイル名」欄に表示されます。 

 

図 ３.８-７  
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３.８.２ 編集データファイルの送信方法 
 

ESMPRO/AC Enterprise（クライアント系製品）上で作成した AMC ツリーを制御端末上の AMC に送

信することも可能です。以下にその手順を示します。 

 
(1) 「スタート」メニューから、「マルチサーバ構成データ編集」を起動します。以下の画面が表示されま

すので、「編集データファイルの送信／受信」ボタンを選択します。 

送信するデータは、「データの格納フォルダ」として表示されているディレクトリ配下のデータと

なります。（赤い点線で示したディレクトリ） 

 

図 ３.８-８ 

(2) 以下の画面が表示されますので、「Windowsサーバ」を指定して、「OK」ボタンを選択します。 

 

図 ３.８-９ 
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(3) 以下の画面が表示されますので、「データファイルの送信」を指定して、「マルチサーバ構成ファイル

(ac_e_net.cfg)のチェックを有効にし、「ファイル転送 -> Windowsサーバ」ボタンを選択します。 

 

図 ３.８-１０ 

(4) 以下の画面が表示されますので、「はい」を選択します。 

 

図 ３.８-１１ 

(5) 以下の画面が表示されますので、送信先（制御端末）のサーバ名を指定します。 

 

図 ３.８-１２ 
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(6) ESMPRO/AC Enterprise（クライアント系製品）から送信した AMC ツリーの情報が制御端末に取り込

まれるまで、およそ２分掛かります。２分ほど待機してから、制御端末側で AMC を起動すると、制御

端末側のESMPRO/ARC サービスにより、送信したAMC ツリー情報が制御端末側に取り込まれていま

す。 

 

図 ３.８-１３ 

 
※注意 
「マルチサーバ構成データ編集」を使用した場合、以下の種類のサーバを登録することはで

きません。 
・ ESXiサーバ 
・ ESXiサーバ(HA) 
・ ESXiサーバ(vSAN) 
 

３.８.３ スケジュールファイルの作成および送信 
 
「マルチサーバ構成データ編集」を使用して、連動端末のスケジュールファイルを作成し、連動端末へ送り

込むことができます。詳細は、「４.３.２Windows連動端末へ設定ファイルを送信」を参照してください。 
 
 
３.８.４ 簡易設定ツール 
 
 「マルチサーバ構成データ編集」から「AC Management Console 簡易設定支援ツールの起動」を選択すると、

AC Management Console 簡易設定支援ツールを起動して、ツリーを作成することができます。詳細は、 
「３.６ 設定支援機能によるAMCツリー作成」を参照してください。 
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３.９ ESMPRO/AC Enterprise のアンインストール 
 

ESMPRO/AC Enterprise のアンインストールは、下記 2 つの方法があります。下記いずれかの方法にてアン

インストールをしてください。 
 １．『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』を用いたアンインストール 

  ２．[コントロール パネル] を用いたアンインストール 
 
 
３.９.１ 『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』を用いたアンインストール 
 

注意 

・ 対象サーバに ESMPRO/AutomaticRunningController のオプション製品（ESMPRO/AC MSCS オプ

ション）がインストールされている場合は、先にそれらの製品のアンインストールを実行してくださ

い。（方法についてはオプション製品のセットアップカードを参照してください。） 
 

・ 対象サーバに CLUSTERPRO X(または CLUSTERPRO)がインストールされている場合は、

CLUSTERPRO のサービスを停止してください。（CLUSTERPRO サービスの停止方法については、

CLUSTERPROのマニュアルを参照してください。） 
 

・ ESMPRO Platform Management Kitよりアンインストールを実行する場合は、「３.９.２ [コントロー

ル パネル]を用いたアンインストール」を行ってください。 
 

・ CD-ROMドライブをご利用できない場合は、『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』の内容

で isoイメージファイルを作成しマウントしてアンインストールを行ってください。 
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（１）インストールを行ったAdministratorもしくはAdministrator権限のあるユーザでコンピュータにログオ

ンし、『ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6』のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットし

てください。 
 

（２）CD-ROMドライブの『Setupac.exe』を起動します。 

 

図 ３.９-１ 
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（３）「ESMPRO/AC Enterprise」のセットアップには「サーバ系製品」と「クライアント系製品」があり

ます。 
 

 ESMPRO/AC Enterpriseのサーバ系製品をアンインストールする場合、「動作を選択」のラジオボ

タンで「アンインストール」を選択したあと、サーバ系製品群タブの中からESMPRO/AC 
Enterpriseを選択し、チェックを有効にします。 

 

図 ３.９-２ 

     
 
  



129  

 ESMPRO/AC Enterpriseのクライアント系製品をアンインストールする場合、「動作を選択」のラ

ジオボタンで「アンインストール」を選択したあと、クライアント系製品群タブの中から

ESMPRO/AC Enterpriseを選択し、チェックを有効にします。 

 

図 ３.９-３ 

 
（４）「実行」ボタンを選択します。 

 
（５）選択した製品のアンインストール確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 

 

図 ３.９-４ 
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（６）インストーラが起動され、もう一度確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 

 

図 ３.９-５ 

（７）ファイルの削除が行われます。 
 
（８）次の画面が表示されたら、アンインストールの完了です。「完了」ボタンを選択します。 

 

図 ３.９-６ 
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（９）最初の画面に戻り、ESMPRO/AC Enterprise のインストール済欄に×が表示されていることを確認し

ます。 
＜サーバ系製品アンインストール後の画面＞ 

 

図 ３.９-７ 

＜クライアント系製品アンインストール後の画面＞ 

 

図 ３.９-８ 

（１０）アンインストール後は、Setupac.exe を終了してシステムを再起動してください。 
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３.９.２ [コントロール パネル] を用いたアンインストール 
 

注意 

・ 対象サーバに ESMPRO/AutomaticRunningController のオプション製品（ESMPRO/AC MSCS オプ

ション）がインストールされている場合は、先にそれらの製品のアンインストールを実行してくださ

い。（方法についてはオプション製品のセットアップカードを参照してください。） 
 

・ 対象サーバに CLUSTERPRO X(または CLUSTERPRO)がインストールされている場合は、

CLUSTERPRO のサービスを停止してください。（CLUSTERPRO サービスの停止方法については、

CLUSTERPROのマニュアルを参照してください。） 
 
 
 
（１）インストールを行ったAdministratorもしくはAdministrator権限のあるユーザでコンピュータにログオ

ンします。 
 

 
（２）タスクバーの検索ボックスに ”コントロール” と入力し、検索結果の [コントロール パネル] をクリッ

クします。 
 

 

図 ３.９-９ 
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（３）コントロールパネルから [プログラム] → [プログラムと機能] をクリックします。 

 

 

図 ３.９-１０ 

 
（４）「ESMPRO/AC Enterprise」のセットアップには「サーバ系製品」と「クライアント系製品」があり

ます。 
 

 ESMPRO/AC Enterpriseのサーバ系製品をアンインストールする場合、ESMPRO/AC Enterpriseを
クリックした後、[アンインストール]をクリックします。 

 

 

図 ３.９-１１ 

 
 ESMPRO/AC Enterpriseのクライアント系製品をアンインストールする場合、ESMPRO/AC 

Enterprise クライアントをクリックした後、[アンインストール]をクリックします。 
 

 

図 ３.９-１２ 
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（５）インストーラが起動され、確認メッセージが表示されますので、「はい」を選択します。 
 

 

図 ３.９-１３ 

 
（６）ファイルの削除が行われます。 

 
（７）次の画面が表示されたら、アンインストールの完了です。「完了」ボタンを選択します。 

 

 

図 ３.９-１４ 

 
（８）アンインストール後は、システムを再起動してください。 

 
 
 
 
  



135  

 

第４章  電源異常の設定／スケジュール運転の設定 
 

４.１ 電源異常の設定 
電源異常時のシャットダウンの流れは、以下の場合により動作が異なります。 
・ 制御端末と連動端末を同じUPSに接続した場合の処理概要 
・ 制御端末と連動端末を異なるUPSに接続した場合の処理概要 

 
設定はそれぞれAMCツリーの制御装置／連動装置に登録したUPSの[電源装置（UPS）の編集]編集

画面にて設定します。 
 

 
４.１.１ 制御端末と連動端末を同じUPSに接続した場合の処理概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※実線：環境  、 点線（青）：動作の流れ、点線（赤）：電源供給の流れ 
 
 

 
※上記表内の⑤～⑦までの間に、サーバのシャットダウンが完了する必要があります。 

必要に応じて電源切断猶予時間を調整してください。 
 
※停電後、電源異常確認時間が経過するまでに停電が回復した場合 
サーバのシャットダウンもUPSからの電源供給停止も行われません。なお、電源異常確認時間経

過後に停電が回復した場合は、必ずサーバはシャットダウンされUPSからの電源供給も停止され

る動作となります。 
 

⑤電源異常によるUPS
へのOFF要求 

③シャットダウン処理開始の要求 

制御 
端末 

①制御端末、連動端末の 
UPS の停電状態を認識 

⑥シャットダウン開始 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 

⑦UPS OFF 状態（復電後、

自動リブート有りの場合、 
スリープ状態）に移行 

連動 
端末 

④シャットダウン開始 

⑧電源供給開始（復電後、自動リ

ブート有りの場合：UPS が起動し、

UPS の起動に連動して制御端末、連

動端末が起動。 
自動リブート無しの場合：手動で

UPS の電源を ON にし、制御端末、

連動端末を起動。） 

⑧電源供給開始 

図 ４.１-１ 

②電源異常確認時間が経

過 (例 60秒) 
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停電時の処理概要 
 

① 制御端末、連動端末の UPS の停電状態を認識 
UPSの停電状態を認識します。 

 
② 電源異常確認時間が経過 

停電状態が、UPSの電源異常確認時間を経過したことを確認します。 
 
③ シャットダウン処理開始の要求 

制御端末から連動端末へシャットダウン処理開始要求が行われます。 
 
④ シャットダウン開始 

連動端末でシャットダウンが行われます。 
 
⑤ 電源異常によるUPSへのOFF要求 

UPSへOFF要求が行われます。 
 
⑥ シャットダウン開始 

制御端末でシャットダウンが行われます。 
 
⑦ UPS OFF 状態（復電後、自動リブート有りの場合、スリープ状態）に移行。 

UPSが、サーバへの電源供給を停止しOFF状態となります。 
 
⑧ 電源供給開始 

復電後、 
   自動リブート有りの場合 
   ：UPS が起動し、UPS の起動に連動して制御端末、連動端末が起動。 
   自動リブート無しの場合 
   ：手動でUPS の電源をON にし、制御端末、連動端末を起動。 

 
復電後の設定にしたがって、UPSがON状態となり、サーバへの電源供給を開始します。 
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４.１.２ 制御端末と連動端末を異なるUPSに接続した場合の処理概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※実線：環境  、 点線（青）：動作の流れ、点線（赤）：電源供給の流れ 
 
 

 
※連動端末の場合、上記表内の⑤～⑨までの間にサーバのシャットダウンが完了する必要がありま

す。制御端末の場合、上記表内の⑦～⑨までの間にサーバのシャットダウンが完了する必要があ

ります。（実環境におけるシャットダウンに必要な時間を考慮の上、以下の関係になるよう設定

をしてください） 
 

制御端末の電源異常確認時間 （例：120秒） 
＞連動端末の電源異常確認時間 （例：60秒） 
 

※停電後、電源異常確認時間が経過するまでに停電が回復した場合 
サーバのシャットダウンもUPSからの電源供給停止も行われませんが、電源異常確認時間経過後

に停電が回復した場合は、必ずサーバはシャットダウンされUPSからの電源供給も停止される動

作となります。 
 

 

⑩

  

⑦電源異常によるUPS
へのOFF要求 

③シャットダウン処理開始の要求 

⑤電源異常による UPS への

 

制御 
端末 

②連動端末の電源異常確

認時間が経過 (例 60秒) 

⑩電源供給開始（復電後、自動リブート有りの

場合：UPS が起動し、UPS の起動に連動して

制御端末、連動端末が起動。 
自動リブート無しの場合：手動でUPS の電源を

ON にし、制御端末、連動端末を起動。） 

⑥制御端末の電源異常確

認時間が経過(例 120秒) 

①制御端末、連動端末の 
UPS の停電状態を認識 

⑧シャットダウン開始 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 

⑨UPS OFF 状態（復電

後、自動リブート有りの

場合、スリープ状態）に

移行 

連動 
端末 

④シャットダウン開始 

⑨UPS OFF 状態（復

電後、自動リブート有

りの場合、スリープ状

態）に移行 

図 ４.１-２ 
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一斉停電時の処理概要 
 

① 制御端末、連動端末の UPS の停電状態を認識 
制御端末および連動端末の UPSの停電状態を認識します。 

 
② 連動端末の電源異常確認時間が経過 

停電状態が、連動端末のUPSの電源異常確認時間を経過したことを確認します。 
 
③ シャットダウン処理開始の要求 

制御端末から連動端末へシャットダウン処理開始要求が行われます。 
 
④ シャットダウン開始 

連動端末でシャットダウンが行われます。 
 
⑤ 電源異常によるUPSへのOFF要求 

連動端末の UPSへOFF要求が行われます。 
 
⑥ 制御端末の電源異常確認時間が経過 

停電状態が、制御端末のUPSの電源異常確認時間を経過したことを確認します。 
 
⑦ 電源異常によるUPSへのOFF要求 

制御端末の UPSへOFF要求を行います。 
 
⑧ シャットダウン開始 

制御端末でシャットダウンが行われます。 
 
⑨ UPS OFF 状態（復電後、自動リブート有りの場合、スリープ状態）に移行 

制御端末および連動端末の UPSが、サーバへの電源供給を停止しOFF状態となります。 
 
⑩ 電源供給開始 

復電後、 
   自動リブート有りの場合 
   ：UPS が起動し、UPS の起動に連動して制御端末、連動端末が起動。 
   自動リブート無しの場合 
   ：手動でUPS の電源をON にし、制御端末、連動端末を起動。 

 
復電後の設定にしたがって、制御端末および連動端末の UPS が ON 状態となり、サーバへの電源

供給を開始します。 
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部分停電時の処理概要 
 

① 制御端末、連動端末の UPS の停電状態を認識 
制御端末と連動端末のいずれかの UPSの停電状態を認識します。 

 
② 連動端末の電源異常確認時間が経過 
＜連動端末のUPSが停電状態の場合＞ 

停電状態が、連動端末のUPSの電源異常確認時間を経過したことを確認します。 
  
③ シャットダウン処理開始の要求 
＜連動端末のUPSが停電状態の場合＞ 

制御端末から連動端末へシャットダウン処理開始要求が行われます。 
 
④ シャットダウン開始 
＜連動端末のUPSが停電状態の場合＞ 

連動端末でシャットダウンが行われます。 
 
⑤ 電源異常によるUPSへのOFF要求 
＜連動端末のUPSが停電状態の場合＞ 

連動端末の UPSへOFF要求が行われます。 
 
⑥ 制御端末の電源異常確認時間が経過 
＜制御端末のUPSが停電状態の場合＞ 

停電状態が、制御端末のUPSの電源異常確認時間を経過したことを確認します。 
 
⑦ 電源異常によるUPSへのOFF要求 
＜制御端末のUPSが停電状態の場合＞ 

制御端末の UPSへOFF要求を行います。 
 
※「３.７.１ グループポリシーの編集」で、”制御端末の停電シャットダウン時に連動端末を

シャットダウンする”チェックを有効に設定している場合 
→制御端末のUPSへOFF要求を行う前に、連動端末へのシャットダウン処理開始要求と、 
連動端末のUPSへのOFF要求を行います。 

 
⑧ シャットダウン開始 
＜制御端末のUPSが停電状態の場合＞ 

制御端末でシャットダウンが行われます。 
 
※「３.７.１ グループポリシーの編集」で、”制御端末の停電シャットダウン時に連動端末を

シャットダウンする”チェックを有効に設定している場合 
→制御端末のシャットダウン前に、連動端末のシャットダウンが行われます。 

 
⑨ UPS OFF 状態（復電後、自動リブート有りの場合、スリープ状態）に移行 

＜制御端末のUPSが停電状態の場合＞ 
制御端末の UPSが、サーバへの電源供給を停止しOFF状態となります。 
 
※「３.７.１ グループポリシーの編集」で、”制御端末の停電シャットダウン時に連動端末を

シャットダウンする”チェックを有効に設定している場合 
→連動端末のUPSも、サーバへの電源供給を停止し、OFF状態となります。 
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⑩ 電源供給開始 
復電後、 

   自動リブート有りの場合： 
UPS が起動し、UPS の起動に連動して制御端末、連動端末が起動。 

   自動リブート無しの場合： 
手動でUPS の電源をON にし、制御端末、連動端末を起動。 

 
＜制御端末のUPSが停電状態の場合＞ 

復電後の設定にしたがって、制御端末の UPS が ON 状態となり、サーバへの電源供給を開始

します。 
 
※「３.７.１ グループポリシーの編集」で、”制御端末の停電シャットダウン時に連動端末を

シャットダウンする”チェックが有効に設定されていることにより、連動端末の UPS が停止

している場合 
→復電後の設定が自動リブート有りであれば、制御端末が起動後に制御端末からの要求により

連動端末のUPSは起動され、連動端末も起動されます。 
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４.２ 制御端末のスケジュール設定 
 

制御端末のスケジュール登録を行うには、『ESMPRO/AutomaticRunningController GUI』の設定を行う必

要があります。 
 
 

以下を例に、スケジュール運転の設定方法を説明します。 
①月曜日から金曜日までは、8時00分 に電源投入。17時00分 に電源切断。 
②土日祝は、運用しない。 

 
 

（１） ESMPRO/AutomaticRunningController GUIの起動 
[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AutomaticRunningController] →［ESMPRO_AC］を

起動してください。 
起動すると以下のような画面が表示されますので「スケジュール」ボタンを選択してください。 
 

 

図 ４.２-１ 
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（２） 「スケジュール」画面が表示されますので、画面内の 
“通常 09時00分から17時00分まで ”（赤枠）を選択し「修正」ボタンを選択してください。 

 

 

 
 

“月曜日から金曜日までは、8時00分 に電源投入。17時00分 に電源切断。” 
の設定を行います。投入時間を 9時00分 → 8時00分 に変更し、 
「OK」ボタンを選択してください。 

 
 

 

図 ４.２-２ 

（３） 「スケジュール」画面に戻りますので、（２）で変更した時間が反映されているか確認を行います。

問題なければ、「設定」ボタンを選択して、”②土日祝は、運用しない。”の設定を行います。 
①「設定」画面が表示されましたら「祭日休日指定」タブを選択します。赤枠内すべてのチェックを 
有効にします。 

②次に「曜日指定」タブを選択します。 
同じく赤枠内のように、「複数曜日」と「日」、「土」、「運転休止」のチェックを有効にして 
「OK」ボタンを選択してください。 

③「スケジュール」画面に戻りますので、「OK」ボタンを選択してください。 
④青枠のようなメッセージ画面が表示されますので、すべて「はい」または「OK」ボタンを 
選択してください。 
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図 ４.２-３ 

  

① 

② 

③ 

④ 
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（４） 以下のような画面に戻りましたら、「監視要因」ボタンを選択してください。 
 
①以下のような画面が表示されましたら、「投入要因」タブと「切断要因」タブ内にある、“基本部”

欄の「スケジュール」のチェックを有効にしてください。 
その後「OK」ボタンを選択してください。 

② メッセージ画面が表示されますので、「OK」ボタンを選択してください。 

 
 

 
 

 

図 ４.２-４  

① 

② 
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（５） 以下のような画面に戻りましたら、「OK」ボタンを選択してください。 

 

図 ４.２-５ 

以下のようなメッセージ画面が表示されますので、「OK」ボタンを選択してください。 
「OK」ボタンを押しますと、ESMPRO/AutomaticRunningController GUIが終了します。 

 

図 ４.２-６ 

※参考 
最後の確認メッセージで「キャンセル」を選択すると、スケジュール運転設定完了後の情報確認が 
できます。 

 

図 ４.２-７ 
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図 ４.３-１ 

 

４.３ 連動端末のスケジュール設定 
 
連動端末でスケジュール運転を行うための手順としては、制御端末上のESMPRO/AC GUIにて連動端末へ

接続し、Windows、ESXi/ESXサーバの連動端末へ直接スケジュール運転の設定を行う方法と、制御端末上で

設定ファイルを作成し、そのファイルを Windows 連動端末へ送信する二種類の方法があります。以下に手順

を記載します。 
 

４.３.１ Windows、ESXi/ESXサーバの連動端末への直接設定 
 
（１）  ESMPRO/AutomaticRunningController GUIの起動 

[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AutomaticRunningController] →[AC Management 
Console]を起動してください。 
起動すると以下のような画面が表示されますので、AC Management Consoleのツリー上で設定を行う対

象となるサーバ（以下の画面の場合は、連動端末の R120B-1）を選択し、右クリックメニューの［指定

サーバの設定］を選択して、ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動してください。 
 

 
 

 
 
 
 

（２） スケジュールの設定/監視要因の設定の反映 
 
「４.２制御端末のスケジュール設定（２）（３）（４）（５）」と同様の方法でスケジュール運転

の設定を行ってください。連動端末側のESMPRO/ARCサービス（ESMPRO/ARC Service）の再起動

は不要です。 
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４.３.２ Windows連動端末へ設定ファイルを送信 
 
(１) ［マルチサーバ構成データ編集］の起動 

[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AC_E Client] → [マルチサーバ構成データ編集］

を起動してください。 
 

(２) ESMPRO/AutomaticRunningController GUI の起動 
[マルチサーバ構成データ編集]→ [ESMPRO/AutomaticRunningController GUIの起動］を選択して、

ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(３) スケジュールの設定/監視要因の設定の反映 
「４.２制御端末のスケジュール設定（２）（３）（４）（５）」と同様の方法でスケジュール運転の設定

を行ってください。Windows連動端末側のESMPRO/ARCサービス（ESMPRO/ARC Service）の再起動

は不要です。 
 

 

図 ４.３-２ 
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(４) Windows連動端末へ設定ファイルを送信 
設定ファイルの更新が完了したら、以下の操作で設定ファイルをWindows連動端末へ送信することが可能

です。 
 

① データファイルの格納フォルダを指定し、「編集データファイルの送信／受信」を選択してください。 
格納フォルダは、サーバ単位／グループ単位など、再度編集する際に管理しやすいよう任意に作成して

ください。 
② ［Windowsサーバ］を選択し、「OK」ボタンを選択してください。 
③ ［データファイルの送信］を選択し、必要なファイルのチェックを有効にして、「ファイル転送-

>Windowsサーバ」ボタンを選択してください。 
④ 操作の実行確認で「はい」を選択してください。 
⑤ ［サーバ名］に設定ファイルを送信したいサーバのコンピュータ名を入力し、「OK」ボタンを選択し

てください。 

 
 

 
 

 
 
  

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

図 ４.３-３ 
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(５) サービスの再起動 
連動端末のOSのサービス画面からESMPRO/ARCサービス（ESMPRO/ARC Service）を再起動してくだ

さい。 
 
(６)Windows連動端末へ送信した設定ファイルの確認方法 

「 ４ . ３ . １ Windows 連 動 端 末 へ の 直 接 設 定 （ １ ） 」 の 手 順 ど お り 連 動 端 末 の

ESMPRO/AutomaticRunningController GUI を起動し、「スケジュール」ボタンを押して設定内容が正し

く反映されているかをご確認ください。 
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＜参考＞ 
サーバから設定ファイルのコピー 

すでに制御端末またはWindows 連動端末のスケジュール運転の設定を行っている場合、以下の操作で設定

ファイルを受信し、Windows連動端末への設定のベースとして利用することが可能です。 
 
① データファイルの格納フォルダを指定し、「編集データファイルの送信／受信」を選択してください。 
② ［Windowsサーバ］を選択し、「OK」ボタンを選択してください。 
③ ［データファイルの受信］を選択し、必要なファイルのチェックを有効にして、 

「Windowsサーバ->ファイル受信」ボタンを選択してください。 
④ 操作の実行確認で「はい」選択してください。 
⑤ ［サーバ名］にスケジュール運転の設定を行ったサーバのコンピュータ名を入力し、「OK」ボタンを

選択してください。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
図 ４.３-４ 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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４.３.３ スケジュールシャットダウン時の動作について 
 

・ 制御端末と連動端末を同じUPSに接続した場合の処理概要 
一台の UPS に接続された２台のサーバは、同時刻にシャットダウンが行えます。２台のサーバは同

じスケジュールを設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※実線：環境  、 点線（青）：動作の流れ、点線（赤）：電源供給の流れ 
 
 
 

・ 制御端末と連動端末を異なるUPSに接続した場合の処理概要 
二台の UPS にそれぞれ接続された２台のサーバは、別時刻にシャットダウンが行えます。ただし、

連動端末のスケジュールシャットダウンは制御端末が動作中の状態である必要があります。制御端末

の起動時刻はどのサーバよりも早く、かつ停止時刻はどのサーバよりも遅いスケジュールを作成して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※実線：環境  、 点線（青）：動作の流れ、点線（赤）：電源供給の流れ 
 
 
 

①OFF時刻経過したことを通知 

③シャットダウン処理開始の要求 

⑤UPS へOFF 要求 

制御 
端末 

連動 
端末 

④シャットダウン開始 

②OFF 時刻が経過 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 
⑦UPSOFF状態(スリープ状態)移行 

⑧スリープ時間経過しスケジュール 
ON 時刻になると、UPS が起動し、

UPS の起動に連動して制御端末、連

動端末が起動 

⑥制御端末自身の 
シャットダウン処理

開始 

①OFF時刻経過したことを通知 

②シャットダウン処理開始の要求 

④UPS へOFF 要求 

連動 
端末 

③シャットダウン開始 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 

⑨UPSOFF 状態(スリープ状態)

 

⑩スリープ時間経過しスケジュール ON 時刻に

なると、UPS が起動し、UPS の起動に連動し

て制御端末、連動端末が起動 

Smart-UPS相当 
無停電電源装置 

(SNMPカード装着) 

⑤UPSOFF 状態(スリープ状態)

 

⑦ UPS へOFF 要求 

制御 
端末 

⑥OFF 時刻が経過 

⑧制御端末自身の 
シャットダウン処理

開始 

⑩ 
⑩  

図 ４.３-５ 

図 ４.３-６ 
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図 ４.４-１ 

 

４.４ スケジュール一括設定 

AC Management Consoleに登録されたサーバにスケジュール情報を一括で設定する機能です。 
スケジュール一括設定はESMPRO/AC GUIで配信用のスケジュールを作成し、AC Management Console の

機能でスケジュール情報を転送します。 
 
注意： 
・「マスタ動作中」の制御端末のAC Management Consoleからスケジュール一括設定を実施できます。 
・ESMPRO/AC Enterprise クライアント版の AC Management Console からはスケジュール一括設定は実施

できません。 
・スケジュール情報の一括設定時は送信対象の端末がAC Management Consoleでサーバの状態が「マスタ動

作中」、「通常運用中」または「通常運用中(クラスタ)」である必要があります。 
・連動端末毎にスケジュール情報転送時にアカウント情報の入力が求められることがあります。制御端末と

スケジュール一括設定対象の Windows サーバの連動端末でサーバのログインユーザ名とパスワードは同じ

にしてください。 
・以下のメッセージが時間をおいても繰り返し発生する場合、ESMPRO/AC のインストールフォルダの

DATAフォルダ配下にあるSCHEDULE_CtlON.APCfファイルを削除してから再度スケジュール一括設定を

実行してください。 
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図 ４.４-２ 

図 ４.４-３ 

 
４.４.１ 配信用のスケジュール作成方法 

（１） ESMPRO/AutomaticRunningController GUIの起動 
[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AutomaticRunningController] →[AC Management 
Console]を起動してください。 
起動すると以下のような画面が表示されますので、AC Management Consoleのツリー上で適用なサーバ

を選択し、右クリックメニューの［指定サーバの設定］を選択して、

ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動してください。 
 
 

 
 
 
 
（２） 配信用スケジュール作成画面表示 

「配信データ」ボタンを押下すると、配信データの画面が表示されるので「配信スケジュール編集」ボタ

ンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（３） 配信用スケジュール読込フォルダ指定 
 
読込用のフォルダを指定します。 
画面表示したタイミングでは C:¥Windows¥system32 のパスが入力された状態となります。画面中段に

現在のパスのフォルダが表示されるので移動したいフォルダを選択指定してください。ドライブを移動

したい場合は画面下段のドライブより選択してください。 
ここでは C:\Program Files (x86)\AUTORC\DATA\BAKDATA に保存している配信用スケジュールファイルを

読み込みます。 
新規に配信用スケジュールを作成する場合は任意のフォルダを指定してください。(保存時に再度保存す

るフォルダを選択する画面が表示されます) 
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図 ４.４-４ 

図 ４.４-５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） 配信用スケジュール作成 
以下のスケジュール作成画面が表示されるため、「４.２制御端末のスケジュール設定（２）（３）」

と同様の方法でスケジュール運転の設定を行ってください。 
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図 ４.４-６ 

図 ４.４-７ 

 
 

（５） 配信用スケジュール保存フォルダ指定 
「OK」ボタンを押すと以下の画面が表示されるので作成したスケジュール設定を保存するフォルダを指

定します。 
配信用スケジュールファイルの読込時に指定したパスが設定されている状態となるため、上書き保存す

る場合はそのまま「OK」ボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４.４.２ スケジュール一括設定方法 
（１） AC Management Consoleの起動 

[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AutomaticRunningController] →[AC Management 
Console]を起動してください。 
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図 ４.４-８ 

 
 
（２） スケジュール一括設定を起動 
AC Management Consoleの右クリックメニューから「スケジュール一括送信」を選択してください。 
スケジュール一括送信画面が開き、AC Management Consoleで右クリック時に選択されていたグループとその

配下に登録されているグループのサーバがスケジュール一括設定の対象候補として表示されます。 
AC Management Consoleで右クリック時に選択されていたグループのサーバはデフォルトでチェックが入った

状態(スケジュール一括設定の対象)となります。 
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図 ４.４-９ 

 
（３） 配信用スケジュールが格納されたフォルダ指定 
   
  スケジュールを設定するサーバを選択してください。 

ひとつ前の節の「（５）配信用スケジュール保存フォルダ指定」で保存したフォルダパス(例: C:\Program 
Files (x86)\AUTORC\DATA\BAKDATA )を指定してください。 
テキストを直接編集するか、参照ボタンを押してフォルダを選択してください。 
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図 ４.４-１０ 

図 ４.４-１１ 

（４） スケジュール情報を連動端末に転送 
「ＯＫ」ボタンを押下しスケジュール情報を転送します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送時にアカウント情報の入力を求められた場合は転送先サーバのアカウント情報を入力してください。 
 
■転送先がWindows の画面表示 
 

  
 
  

スケジュール一括設定対象

のサーバ名を表示する 

スケジュール一括設定対象のサーバでス

ケジュール転送の結果 (成功 / 失敗) を

表示する 
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図 ４.４-１２ 

■転送先がLinuxサーバの場合の画面表示 
 

 
 
 

 
 
 

４.４.３ スケジュール有効化 
サーバ毎にスケジュールを有効化する必要があります。 
「４.２制御端末のスケジュール設定（４）（５）」と同様の方法でスケジュール運転を有効にして

ください。連動端末側のESMPRO/ARCサービス（ESMPRO/ARC Service）の再起動は不要です。 
本手順を一度でも実施済みの場合は再度設定する必要はありません。スケジュール一括設定で設定したス

ケジュールに従って自動運転します。 
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第５章  ジョブの登録方法 
 

ジョブの登録を行うには、『ESMPRO/AutomaticRunningController GUI』の設定を行う必要があります。 
 

注意１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ジョブの登録には、以下の３つがあります。 
      ①電源投入時のジョブ登録 
      ②電源切断時のジョブ登録 
      ③電源異常切断時のジョブ登録 
 
 なお、ここではジョブの登録方法について説明します。 
 

注意２ 

    製品ライセンス適用が行われていない場合、ジョブ登録に必要な 
「ESMPRO/AutomaticRunningController GUI 」は起動できません。 

   

 
  

・登録されたジョブは、ESMPRO/ARC Serviceサービス（SYSTEMユーザ）により実行されます。 

・コマンドプロンプト上で実行した際にYes / No などの入力を促されるコマンドをジョブとして登録

した場合、ジョブが入力待ちの状態となり、正しく実行されないことがあります。あらかじめ入力

内容を記載したファイルから読み込ませるなどして、入力待ちの状態にならないように工夫 
願います。 

・ジョブ実行に関するお問い合わせの際、ジョブの内容に関してのお問い合わせにはお答え 
できませんのでご了承願います。 

 

図  ５-１ 
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５.１ 制御端末のジョブの設定 
制御端末のジョブの登録方法については ESMPRO/AutomaticRunningController のセットアップカードを参

照してください。 
 

５.２ 連動端末のジョブの設定 
 
５.２.１ ジョブ登録画面の起動方法 
 
（１） ESMPRO/AutomaticRunningController GUIの起動 

[スタート]メニュー →[プログラム] → [ESMPRO_AutomaticRunningController] →[AC Management 
Console]を起動してください。 
起動すると以下のような画面が表示されますので、AC Management Consoleのツリー上で設定を行う対

象となるサーバ（以下の画面の場合は、連動端末の R120B-1）を選択し、右クリックメニューの［指定

サーバの設定］を選択して、ESMPRO/AutomaticRunningController GUIを起動してください。 

 

図 ５.２-１ 

（２） 起動すると以下のような画面が表示されますので「オプション」ボタンを押してください。 

 

図 ５.２-２ 
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（３） 「ジョブ起動」タブを選択しジョブの登録画面を表示してください。 

 
図 ５.２-３ 

５.２.２ 電源投入時のジョブ登録方法 
投入条件が成立した後、電源を投入した後に、実行するジョブを登録します。 

 
（１） 画面内の「電源投入時」－「電源投入時に登録ジョブを起動する」をチェックして、「起動ジョブの登

録(D)」ボタンを押せる状態にします。 

 
図 ５.２-４ 

 
 



163  

 
（２） 画面内の「電源投入時」－「起動ジョブの登録」ボタンを押して、起動時のジョブ登録画面を表示しま

す。 

 
図 ５.２-５ 

       ※登録時の注意事項 
    １．ジョブは、画面中段にあるリストボックスに登録された順番に実行されますが、複数のジョブが

登録された場合は、先に実行されたジョブの終了を待たずに並列で実行されます。 
      ＜ジョブ登録例＞ コマンドリスト  
        C:¥JOB1.EXE 1 
        C:¥WORK¥JOB2.EXE 
        D:¥TEMP¥JOB3.EXE /A /B 
        D:¥USER1¥BACKUP.EXE   
    上記登録例の場合、JOB1.EXE → JOB2.EXE → JOB3.EXE → BACKUP.EXEの順番に起動され、並列

して実行されます。 
    ２．連動端末にジョブを登録する場合、ジョブは連動端末に格納してください。 
    ３．登録するジョブ名およびコマンド名は、ドライブ名を含めたフルパスで指定してください。 
    ４．コマンドパラメータが必要な場合は、画面下段にあるテキストボックスに、直接入力して 

ください。 
    ５．登録できるジョブ数は、最大９９個です。 
    ６．登録するジョブが複数ある場合は、（４）から（６）の手順を繰り返し実行してください。 
 
（３） 画面下段にあるテキストボックスに直接入力をします。 

 

図 ５.２-６ 
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※「参照」ボタンを押して、「ファイルの参照」ダイアログボックスを表示した場合、この時表示され

るのは制御端末(ESMPRO/AutomaticRunningController GUIが動作しているサーバ)のフォルダやファイ

ルとなります。 
そのため、登録するジョブのコマンド名は手入力にて、連動端末に格納したジョブのドライブ名を含め

たフルパスで指定してください。 
 
（４） 画面下段にあるテキストボックスに表示されたジョブ名にコマンドパラメータの指定が必要であれば、 
   直接入力してください。 
     例）コマンドパラメータとして１を入力した場合 

 
図 ５.２-７ 

（５） 「追加」ボタンを押して、実行するジョブのリストに追加します。 

     

図 ５.２-８ 

（６） 登録するジョブの指定が全部終わりましたら、「OK」ボタンを押して登録します。 

 

図 ５.２-９ 
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５.２.３ 電源切断時のジョブ登録方法 
 
切断条件が成立した後、電源を切断する前に、実行するジョブを登録します。 

 
 電源切断時のジョブ登録には、以下の２つがあります。 
 １．切断時に登録ジョブを起動する場合 

  ２．電源異常切断時に登録ジョブを起動する場合 
 

5.2.3.1 電源切断時に起動する登録ジョブの登録方法 
 

スケジュール運転やAC Management Consoleからのシャットダウン等、電源異常ではない場合の

シャットダウンが開始する前に、登録ジョブが起動します。 
 
（１） 画面内の「電源切断時」－「切断時に登録ジョブを起動する」をチェックして、 

「起動ジョブの登録(T)」ボタンを押せる状態にします。 

 
図 ５.２-１０ 
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（２） 画面内の「電源切断時」－「起動ジョブの登録(T)」ボタンを押して、切断時起動ジョブの登録画面を

表示します。 

 

図 ５.２-１１ 

   ※登録時の注意事項 
    １．ジョブは、画面中段にあるリストボックスに登録された順番に実行されます。 
      ＜電源異常切断時のジョブ登録例＞ コマンドリスト  
       1   C:¥QUICKJOB.EXE   
      上記登録例の場合、QUICKJOB.EXEを実行します。 
 
    ２．連動端末にジョブを登録する場合、ジョブは連動端末に格納してください。 
    ３．登録するジョブ名およびコマンド名は、ドライブ名を含めたフルパスで指定してください。 
    ４．コマンドパラメータが必要な場合は、画面下段にあるテキストボックスに、直接入力 

してください。 
    ５．登録できるジョブ数は、最大９９個です。 
    ６．登録するジョブが複数ある場合は、（４）から（６）の手順を繰り返し実行してください。 
 
（３） 画面下段にあるテキストボックスに直接入力をします。 

 
図 ５.２-１２ 

※「参照」ボタンを押して、「ファイルの参照」ダイアログボックスを表示した場合、この時表示され

るのは制御端末(ESMPRO/AutomaticRunningController GUIが動作しているサーバ)のフォルダやファイ

ルとなります。 
そのため、登録するジョブのコマンド名は手入力にて、連動端末に格納したジョブのドライブ名を含め

たフルパスで指定してください。  
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（４） 画面下段にあるテキストボックスに表示されたジョブ名にコマンドパラメータの指定が必要であれば、 

直接入力してください。 
    例）コマンドパラメータとして１を入力した場合 

 
図 ５.２-１３ 

 
（５） 「追加」ボタンを押して、実行するジョブのリストに追加します。 

     
図 ５.２-１４ 

 
（６） 登録するジョブの指定が全部終わりましたら、「OK」ボタンを押して登録します。 

 

図 ５.２-１５ 
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（７） 画面内の「電源切断時」－「タイムアウト時間(F)」の設定を行います。 
    設定範囲は、1分～255分となります。 

このタイムアウト時間以内に登録されたジョブが完了しない場合は、その時点でサーバのシャットダウ

ン処理に移行しサーバが強制終了します。 

 

図 ５.２-１６ 
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5.2.3.2 電源異常切断時に起動するジョブの登録方法 
 

電源異常によるシャットダウンの前に、登録ジョブを起動することができます。ここでは、その登

録方法について記載します。 
 
（１） 画面内の「電源切断時」－「電源異常切断時に登録ジョブを起動する」をチェックして、「起動ジョブ

の登録(E)」 ボタンを押せる状態にします。 

 

図 ５.２-１７ 

（２） 画面内の「電源切断時」－「起動ジョブの登録(E)」ボタンを押して、電源異常時の切断時起動ジョブ

の登録画面を表示します。 

 

図 ５.２-１８ 

   ※登録時の注意事項 
    １．ジョブは、画面中段にあるリストボックスに登録された順番に実行されます。 
      ＜電源異常切断時のジョブ登録例＞ コマンドリスト  
       1   C:¥QUICKJOB.EXE   
      上記登録例の場合、QUICKJOB.EXEを実行します。 
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    ２．連動端末にジョブを登録する場合、ジョブは連動端末に格納してください。 
    ３．登録するジョブ名およびコマンド名は、ドライブ名を含めたフルパスで指定してください。 
    ４．コマンドパラメータが必要な場合は、画面下段にあるテキストボックスに、直接入力して 

ください。 
    ５．登録できるジョブ数は、最大９９個です。 
    ６．登録するジョブが複数ある場合は、（４）から（６）の手順を繰り返し実行してください。 
 
（３） 画面下段にあるテキストボックスに直接入力をします。 

 

図 ５.２-１９ 

※「参照」ボタンを押して、「ファイルの参照」ダイアログボックスを表示した場合、この時表示され

るのは制御端末(ESMPRO/AutomaticRunningController GUIが動作しているサーバ)のフォルダやファイ

ルとなります。そのため、登録するジョブのコマンド名は手入力にて、連動端末に格納したジョブのド

ライブ名を含めたフルパスで指定してください。 
                   
（４） 画面下段にあるテキストボックスに表示されたジョブ名にコマンドパラメータの指定が必要であれば、 

直接入力してください。 
例）コマンドパラメータとして１を入力した場合 

 

図 ５.２-２０ 
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（５） 「追加」ボタンを押して、実行するジョブのリストに追加します。 

     
図 ５.２-２１ 

（６） 登録するジョブの指定が全部終わりましたら、「OK」ボタンを押して登録します。 

 

図 ５.２-２２ 

 
（７） 画面内の「電源切断時」－「タイムアウト時間(U)」の設定を行います。 
          設定範囲は、1分～30分となります。 

このタイムアウト時間以内に登録されたジョブが完了しない場合は、その時点でサーバのシャットダウ

ン処理に移行しサーバが強制終了します。 

 
          
  

図 ５.２-２３ 
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５.２.４ ジョブ登録の保存 
 
（１） 「５.２.３ 電源切断時のジョブ登録方法」にて登録された内容を保存するには、オプション画面の下

段にある「OK」ボタンを押してください。 

 
図 ５.２-２４ 
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第６章  コントロールコンセントグループの制御 
 
 コントロールコンセントグループの制御とは、電源管理をコンセントグループ単位で行う機能のことです。

LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置によっては、この制御が可能なものがあります。 
 

６.１ コントロールコンセントグループの種類 
 コントロールコンセントグループについて、LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置に付属のマニュ

アルにはメインコンセントグループとコントロールコンセントグループの二種類が記載されています。なお、

本セットアップカードでは、以下のように定義します。 
 

UPSのマニュアル 本セットアップカード 
メインコンセントグループ メイングループ 
コントロールコンセントグルー

プ 
グループ 

表 ６-１ 

６.２ 確認方法 
 お使いのUPS の裏面にあるリアパネルをご確認ください。リアパネルのコンセント付近にGROUP 1 のよう

なラベルが付加されている場合、コントロールコンセントグループの制御が可能な UPS になります。以下に、

該当するUPSのリアパネルの図を示します。 
 
メイングループを保有するUPSの場合 

 
 
 
 
メイングループを保有しないUPSの場合 

 

 
 
 
リアパネルのコンセント付近にGROUP 1 のようなラベルが付加されていないUPS については、コントロー

ルコンセントグループの制御を行うことはできません。 
  

図 ６.２-２ 

図 ６.２-１ 

GROUP 1のコンセントグループ 

メイングループのコンセントグループ 
 

GROUP 3のコンセントグループ GROUP 2のコンセントグループ 

GROUP 1のコンセントグループ 



174  

６.３ コントロールコンセントグループの構成例 
 
 以下に、コントロールコンセントグループの構成例を示します。コントロールコンセントグループの設定

を行う場合は、制御を行うグループに、機器のコンセントを差し込んでおいてください。 
 
６.３.１ メイングループを保有するUPS の場合 
 

（６） 制御端末（1台） ＋ 連動端末（1台）の構成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 

図 ６.３-１ 

RENDO1（連動端末） 

SEIGYO（制御端末） 

GROUP 1のコンセントグループ 

メイングループのコンセントグループ 
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AMC での設定方法 

 

図 ６.３-２ 

 

 

図 ６.３-３ 

  

メイングループにはSEIGYO(制御端末)
のコンセントを接続していますので、

AMC のコントロールコンセントグルー

プ画面においても、メイングループで

SEIGYO(制御端末)のチェックを有効に

します。 

グループ1(GROUP 1)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 
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スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

  
  

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 制御端末(SEIGYO) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
SEIGYO：13時00分
RENDO1：13時05分

0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00 13：05

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 制御端末(SEIGYO) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
SEIGYO：12時05分
RENDO1：12時00分

0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00 12：05

 
 

UPSのOFF 
 

GROUP 1のOFF 
 

メイングループ

のOFF 

 

 
  

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバの起動 

メイングループのON 

UPSのON 

GROUP 1のON 
 

サーバの起動 

図 ６.３-４ 

図 ６.３-５ 

連動端末(RENDO1)
のスケジュール

OFF時刻 

制御端末(SEIGYO)
のスケジュール

OFF時刻 

制御端末(SEIGYO)
のスケジュールON
時刻 

連動端末(RENDO1)
のスケジュール 
ON時刻 
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停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 

コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 

 
停電におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

電源
異常
確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 制御端末(SEIGYO) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

電源
異常
確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 制御端末(SEIGYO) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

UPSのOFF 

メイングループのOFF 

 

GROUP 1のOFF 
 

 
 

メイングループのON 

 

GROUP 1のON 
 

 
 

サーバのシャット

ダウン 

 

停電発生 

電源復帰 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバの起動 サーバの起動 

図 ６.３-６ 

図 ６.３-７ 



178  

（７） 連動端末（1台）の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 
 
  

図 ６.３-８ 

RENDO1（連動端末） 

GROUP 1のコンセントグループ 

メイングループのコンセントグループ 
 

メイングループには何も接続していま

せんので、AMC のコントロールコンセ

ントグループ画面においても、何も

チェックしないようにします。 

接続機器なし 

図 ６.３-９ 



179  

 
図 ６.３-１０ 

スケジュール運転時の動作シーケンス 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 
 
 

 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 
 

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ （接続機器なし） 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
RENDO1：13時00分

0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ （接続機器なし） 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
RENDO1：12時00分 0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00

図 ６.３-１２ 

図 ６.３-１１ 

 
 

グループ1(GROUP 1)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 

連動端末

(RENDO1) 
のスケジュール 

 

連動端末

(RENDO1)のスケ

ジュール 
 

UPSのON 

サーバのシャットダウン 
 

GROUP 1のOFF 
 

UPSのOFF 
 

メイングループ

のOFF 
 

GROUP 1のON 
 

メイングループ

のON 
 

サーバの起動 
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停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 

コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 

停電におけるUPS OFF時 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

電源

異常

確認

時間

電源

切断

猶予

時間

Disk

保護

時間

最小

復帰

ﾗﾝﾀｲ

ﾑ時

間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ （接続機器なし） 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0
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0 180 240 300 360 420 48060 120

電源
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確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ （接続機器なし） 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

図 ６.３-１４ 

図 ６.３-１３ 

メイングループ

のOFF 
 GROUP 1のOFF 

 

メイングループの

ON 

 
 

 

サーバのシャットダウン 

UPSのOFF 
 

GROUP 1のON 
 

サーバの起動 

 
 

停電発生 

電源復帰 

UPSのON 
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（８） 連動端末（1台） ＋ その他ネットワーク機器の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 
 
  

図 ６.３-１５ 

RENDO1（連動端末） 

GROUP 1のコンセントグループ 

メイングループのコンセントグループ 
 

メイングループにはネットワーク HUB
を接続していますので、AMC のコント

ロールコンセントグループ画面におい

ても、メイングループで「その他ネッ

トワーク機器」のチェックを有効にし

ます。 

ネットワークHUB 

図 ６.３-１６ 
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図 ６.３-１７ 

スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
RENDO1：13時00分 0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
RENDO1：12時00分 0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00

グループ1(GROUP 1)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 

連動端末

(RENDO1)のスケ

ジュールOFF時

 

GROUP 1のOFF 
 

メイングループを

OFF しないので、

UPSもOFFしない 

サーバのシャット

ダウン 

 

UPS は OFF してい

ないので、GROUP1
のみONする 

GROUP 1のON 
 

サーバの起動 

図 ６.３-１８ 

図 ６.３-１９ 
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停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 

停電におけるUPS OFF時 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
復電におけるUPS ON時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

電源
異常
確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0
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電源
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猶予
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Disk
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ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

 
 

サーバのシャットダウン 

 

GROUP 1のOFF 
 

メイングループの

OFF 

 

UPSのOFF 

 
 

 
サーバの起動 

 
 

停電発生 

電源復帰 

メイングループの

ON 

UPSのON 

GROUP 1のON 
 

図 ６.３-２０ 

図 ６.３-２１ 
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（９） 連動端末（2台）の構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 

 

図 ６.３-２３ 

図 ６.３-２２ 

RENDO2（連動端末） 

RENDO1（連動端末） 

GROUP 1のコンセントグループ 

メイングループのコンセントグループ 
 

メイングループには RENDO1(連動端

末)のコンセントを接続していますの

で、AMC のコントロールコンセントグ

ループ画面においても、メイングルー

プで RENDO1(連動端末)のチェックを

有効にします。 
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図 ６.３-２４ 

 
スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
  

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO2) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
RENDO1：12時05分
RENDO2：12時00分

0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00 12：05

図 ６.３-２５ 

グループ1(GROUP 1)にはRENDO2(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO2(連動端末)の
チェックを有効にします。 

連動端末

(RENDO2)のスケ

ジュールOFF時刻 

連動端末

(RENDO1)のスケ

ジュールOFF時刻 

UPSのOFF 
 

GROUP 1のOFF 
 

メイングルー

プのOFF 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバのシャット

ダウン 
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スケジュール運転におけるUPS ON時 
 

 
 
仮に、連動端末(RENDO2)のスケジュールON 時刻が連動端末(RENDO1)よりも早い場合は、その時間に合わ

せて、メイングループの電源供給時刻が早まります。 
 
停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 

コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 
停電におけるUPS OFF時 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

電源

異常

確認

時間

電源

切断

猶予

時間

Disk

保護

時間

最小

復帰

ﾗﾝﾀｲ

ﾑ時

間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO2) 180 60 0
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0 180 240 300 360 420 48060 120

電源
異常
確認
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電源
切断
猶予
時間

Disk
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最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO2) 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

ﾒｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 連動端末（RENDO1) 180 60 0

GROUP 1 連動端末(RENDO2) 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
RENDO1：13時00分
RENDO2：13時05分

0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00 13：05

図 ６.３-２８ 

図 ６.３-２７ 

図 ６.３-２６ 
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メイングループのON 
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停電発生 
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６.３.２ メイングループを保有しないUPSの場合 
 

（１） 制御端末（1台） ＋ 連動端末（2台）の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 

 
図 ６.３-３０ 

図 ６.３-２９ 

SEIGYO（制御端末） 

RENDO2（連動端末） RENDO1（連動端末） 

グループ 1(GROUP 1)には SEIGYO(制
御端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で SEIGYO(制御端末)の
チェックを有効にします。 

GROUP 1の
コンセント 
グループ 

GROUP 2の 
コンセント 
グループ 

GROUP 3の 
コンセント 
グループ 
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図 ６.３-３１ 

 

 

図 ６.３-３２ 

  

グループ2(GROUP 2)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

2(GROUP 2)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 

グループ3(GROUP 3)にはRENDO2(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

3(GROUP 3)で RENDO2(連動端末)の
チェックを有効にします。 
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スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 
 
  

電源
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図 ６.３-３３ 

連動端末(RENDO2)
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のスケジュール 
OFF時刻 
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GROUP 3のON 
 

サーバの起動 

図 ６.３-３４ 
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停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 

停電におけるUPS OFF時 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 
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図 ６.３-３５ 
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（２） 連動端末（2台）の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 

 

図 ６.３-３８ 

RENDO1（連動端末） 

RENDO2（連動端末） 

グループ1(GROUP 1)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 

GROUP 1の

コンセント 
グループ 

GROUP 3の 
コンセント 
グループ 

GROUP 2の 
コンセント 
グループ 

接続機器なし 

図 ６.３-３７ 
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図 ６.３-３９ 

 

 

図 ６.３-４０ 

  

グループ 3(GROUP 3)には何も接続し

ていませんので、AMC のコントロール

コンセントグループ画面においても、

何もチェックしないようにします。 

グループ2(GROUP 2)にはRENDO2(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

2(GROUP 2)で RENDO2(連動端末)の
チェックを有効にします。 



193  

スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 
  

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 （接続機器なし） 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
RENDO1：13時00分
RENDO2：13時05分

0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00 13：05

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 （接続機器なし） 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
RENDO1：12時05分
RENDO2：12時00分

0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00 12：05

連動端末(RENDO1)
のスケジュール

OFF時刻 

連動端末(RENDO2)
のスケジュール

OFF時刻 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

GROUP 2のOFF 
 

UPSのOFF 
 

GROUP 1のOFF 
 

連動端末(RENDO1)
のスケジュール 
ON時刻 

連動端末(RENDO2)
のスケジュール 
ON時刻 

サーバの起動 

UPSのON 

GROUP 1のON 
 

サーバの起動 

GROUP 2のON 
 

GROUP 3のOFF 
 

GROUP 3のON 
 

図 ６.３-４１ 

図 ６.３-４２ 
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停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 

コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 
 
停電におけるUPS OFF時 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

電源
異常
確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 （接続機器なし） 180 60 0
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猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 （接続機器なし） 180 60 0

60

0 180 240 300 360 420 48060 120

 
 

UPSのOFF 

GROUP 1のOFF 
 

 
 

 
 

GROUP 2のOFF 
 
GROUP 3のOFF 
 

GROUP 2のON 
 

GROUP 1のON 
 

GROUP 3のON 
 

停電発生 

電源復帰 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

UPSのON 

サーバの起動 

サーバの起動 

図 ６.３-４３ 

図 ６.３-４４ 
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（３） 連動端末（2台） ＋その他ネットワーク機器の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上記のような構成の場合、AMCには以下のように設定します。 
 
AMCでの設定方法 

 

図 ６.３-４６ 

RENDO1（連動端末） 

RENDO2（連動端末） 

グループ1(GROUP 1)にはRENDO1(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

1(GROUP 1)で RENDO1(連動端末)の
チェックを有効にします。 

ネットワークHUB 

GROUP 1の

コンセント 
グループ 

GROUP 2の 
コンセント 
グループ 

GROUP 3 の

コンセント 
グループ 

図 ６.３-４５ 
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図 ６.３-４７ 

 

 

図 ６.３-４８ 

  

グループ 3(GROUP 3)にはネットワー

クHUBを接続していますので、AMCの

コントロールコンセントグループ画面

においても、グループ 3(GROUP 3)で
「その他ネットワーク機器」のチェッ

クを有効にします。 

グループ2(GROUP 2)にはRENDO2(連
動端末)のコンセントを接続しています

ので、AMC のコントロールコンセント

グループ画面においても、グループ

2(GROUP 2)で RENDO2(連動端末)の
チェックを有効にします。 
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スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、スケジュール運転時は以下のようなシーケンス

で動作します。 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 
 
  

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻
RENDO1：13時00分
RENDO2：13時05分

0 180 240 300 360 420 48060 120

13：00 13：05

電源
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時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0

ｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻
RENDO1：12時00分
RENDO2：12時05分

0 180 240 300 360 420 48060 120

12：00 12：05
GROUP3 を OFF
しないので、UPS
もOFFしない 
 GROUP 1のOFF 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

GROUP 2のOFF 
 

サーバのシャット

ダウン 

 

UPSはOFFしていない

ので、GROUP1、
GROUP 2のみONする GROUP 1のON 

 

サーバの起動 

GROUP 2のON 
 

サーバの起動 

連動端末(RENDO2)の
スケジュール 
ON時刻 

連動端末(RENDO2)
のスケジュールOFF
時刻 

連動端末(RENDO1)
のスケジュールOFF
時刻 

連動端末(RENDO1)
のスケジュール 
ON時刻 

図 ６.３-５０ 

図 ６.３-４９ 



198  

停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 

コントロールコンセントグループの設定を行うことにより、停電発生時は以下のようなシーケンスでシャッ

トダウンおよび復電時の復帰が行われます。 
 
 
 
停電におけるUPS OFF時 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
復電におけるUPS ON時 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

電源
異常
確認
時間

電源
切断
猶予
時間

Disk
保護
時間

最小
復帰
ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0
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ﾗﾝﾀｲ
ﾑ時
間

GROUP 1 連動端末(RENDO1) 180 60 0

GROUP 2 連動端末(RENDO2) 180 60 0

GROUP 3 その他ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 180 60 0
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0 180 240 300 360 420 48060 120

 
 

UPSのOFF 
 

GROUP 1のOFF 
 

GROUP 2のOFF 
 

 
 

GROUP 3のOFF 
 

 
 

GROUP 2のON 
 

GROUP 1のON 
 

GROUP 3のON 
 

停電発生 

電源復帰 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバのシャット

ダウン 

 

サーバの起動 

サーバの起動 

図 ６.３-５１ 

図 ６.３-５２ 
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第７章  UPS 冗長電源構成の制御 
 

７.１ UPS 冗長電源構成をサポートしているサーバ装置 
 
サーバ装置の冗長電源構成のサポート対象機種は以下となります。 

 
 

シリーズ名 機種名 
Express 5800 100 シリーズ Express5800/R120h-1M*,R120h-2M* 

Express5800/R120h-1E*,R120h-2E* 

Express5800/R120i-1M*,R120i-2M* 

Express5800/R110j-1M* 

Express5800/R120j-1M*, R120j-2M* 

Express5800/R110k-1M* 

Express5800/R110m-1* 

Express5800/T120h* 

Express5800/T110k-M* 

無停止型 ftサーバ Express5800/ftサーバ 

高可用性サーバ Express5800/R32Ba 

iStorage NSシリーズ iStorage NS300Ri*, NS300Rj*, NS300Rk* 

iStorage NS500Ri*, NS500Rj*, NS500Rk*   
*各世代(2nd-Genなど)や後継モデル含む 
 

 
 
※ サーバ起動時に<F9>キーを押しシステムユーティリティを起動した後、 
「System Configuration」→「BIOS/Platform Configuration(RBSU)」 

→「Power and Performance Options」→「Advanced Power Options」 
より、Redundant Power Supply Mode が「Balanced Mode」である事を確認してください。 
異なる設定の場合は「Balanced Mode」に設定してください。 

 
上記以外の Express5800 シリーズのサーバについては、サーバ装置の HW 制限の為 UPS の冗長電源構成に

て運用していただくことは出来ません。 
 

  

表 ７-１ 
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７.２ UPS 冗長電源構成の構成例 
 
ここではUSP2台で冗長電源構成とする場合の構成例を記載します。 
 
物理接続構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AMCツリー 
 

 

図 ７.２-２ 

 
 

コンセントグループ制御を有

効にしている場合は、同じコ

ンセントグループに接続して

ください 

R120B92（制御端末） 

電源装置にUPSを2台登録します。 
本 AMC ツリーの場合、制御端末(R120B92)
は SUPS_166 と SUPS_151 に電源が接続さ

れていることを表します。 
 
※ 物理接続構成が実際には片方の UPS にし

か接続されていなくても、両方の UPS に接

続されていると判断して電源制御されるので

ご注意ください。 

 
 

 
 

SUPS_1
 

SUPS_1
 

図 ７.２-１ 
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冗長構成設定 
 
 本構成の場合、「UPS冗長構成情報編集」の設定にて以下の運用が可能です。 
 

・すべてのUPSが電源異常になった場合にサーバ停止 (冗長電源構成あり) 
・1つのUPSで電源異常が発生した場合にサーバ停止 (冗長電源構成なし) 
 

 
 それぞれAMCの冗長電源構成の設定は以下となります。 
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７.２.１ すべてのUPSが電源異常になった場合にサーバ停止 (冗長電源構成あり) 
 

 

 
図 ７.２-３ 

本設定では1台でも正常に稼働しているUPSが存在すれば、運用を継続します。 
※ 冗長電源構成の片方の UPS にのみ電源を接続しているサーバが存在する場合、そのサーバの電源を接続し

ている UPS に電源異常が発生した場合、UPSのみ切り離されサーバはシャットダウン制御されずに電源

断となりますのでご注意ください。 
※ 冗長電源構成のそれぞれのUPSが別の電源系統から電源供給され、復電が別々に発生するような場合 

復電タイミングによっては、サーバ装置がAC－OFFにならない場合があり、復電時にサーバ装置のBIOS
設定による電源供給時に自動起動する設定にて自動起動できないことがあります。その場合、手操作にて起

動してください。または、あらかじめ「電源異常回復時にリブートしない」を選択し、手動起動する設定で

運用してください。  

「稼動に必要な最低台

数」を 1(デフォルト)に設

定します。 

最小復帰ランタイムは0秒

を設定してください。 

冗長電源構成が有効になっ

ていることを確認してくだ

さい。 
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一斉停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
 冗長電源構成が有効時の一斉停電シャットダウンは以下のようなシーケンスで動作します。 
 
 
一斉停電におけるUPS OFF時 

 

図 ７.２-４ 

 
 
一斉復電におけるUPS ON時 

 

図 ７.２-５ 

部分停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
 冗長電源構成が有効時の部分停電シャットダウンは以下のようなシーケンスで動作します。 
 

部分停電におけるUPS OFF時 (片系UPSが部分停電により切り離され、その後残ったUPSに停電が発生) 
 
 
 
 

 

図 ７.２-６ 
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停電発生 サーバの 
シャットダウン UPSのOFF 

電源復帰 
サーバの起動 UPSのON 

SUPS_166
停電発生 

SUPS_151
停電発生 

UPSのOFF(切離) 

サーバの 
シャットダウン UPSのOFF 



204  

部分停電におけるUPS OFF時 (片系UPSが部分停電後に、電源異常確認時間経過前にもう片系のUPSも部

分停電が発生) 
 
最初に電源異常が発生した UPS にて、電源異常確認時間経過時に両系の UPS が電源異常だった場合はその

時点で停電と判断して運用を停止します。 
 
 
 

 

図 ７.２-７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
部分復電におけるUPS ON時  
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サーバの 
シャットダウン UPSのOFF 

電源復帰 電源復帰 

UPSのON サーバの起動 UPSのON 

停電発生 

SUPS_151は電源異常確認時

間が60秒経過していない

が、UPS_166の電源異常確

認時間が60秒経過して停電

と判断される 

図 ７.２-８ 
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スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 UPSの冗長電源構成時のスケジュール運転は以下のようなシーケンスで動作します。 

 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 
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図 ７.２-９ 

図 ７.２-１０ 
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７.２.２ 1つのUPSで電源異常が発生した場合にサーバ停止 (冗長電源構成なし) 

 

 

 

図 ７.２-１１ 

本設定では1台でも電源異常が発生すれば運用を停止します。 
※ 本設定の場合、「電源異常回復時にリブートしない」を選択し、復電時は手動起動する設定で運用する必要

があります。 
「電源異常回復時にリブートする(UPS によるリブート)」設定が行われている場合でも、冗長電源構成の

それぞれの UPS が別々の電源系統から電源供給されている構成において、片系のUPSのみで停電が発生

した場合には、OSのシャットダウン、UPS 停止(2 台とも OFF)までは問題なく行えます。ただし、UPS 
停止後に停電が発生していない UPS はただちに自動起動するため、サーバ装置もUPSに連動して起動

し、運用が再開されます。  

「稼動に必要な最低台

数」を2に設定します。 

冗長電源構成が無効になっ

ていることを確認してくだ

さい。 

「電源異常回復時にリ

ブートしない」にチェッ

クしてください。 
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一斉停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
 冗長電源構成が有効時の一斉停電シャットダウンは以下のようなシーケンスで動作します。 
復電時は「電源異常回復時にリブートしない」の設定にて手動起動してください。 

 
 
 
一斉停電におけるUPS OFF時 

 

図 ７.２-１２ 

 
 
部分停電発生時のシャットダウンシーケンス 
 
 冗長電源構成が有効時の部分停電シャットダウンは以下のようなシーケンスで動作します。 
 
部分停電におけるUPS OFF時  
 
稼働に必要な最低台数が”2”なので片系のUPSの電源異常で運用停止します。 
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図 ７.２-１３ 

 
 

 
 

停電発生 
サーバの 
シャットダウン UPSのOFF 

SUPS_166
停電発生 UPSのOFF 

サーバの 
シャットダウン UPSのOFF 

SUPS_151は電源異常が発

生していないため、「UPS
によるリブート」設定だっ

た場合は復電と判断され

UPSが起動するので注意 
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スケジュール運転時の動作シーケンス 
 
 冗長電源構成が有効時のスケジュール運転時は以下のようなシーケンスで動作します。 

 
スケジュール運転におけるUPS OFF時 

 
 
 
 
 
 
 
スケジュール運転におけるUPS ON時 

 
 
 
 

  

60 180 60 0

60 180 60 0

Disk

保護

時間

最小

復帰

ランタ

イム

時間

SUPS_166

SUPS_151

電源

異常

確認

時間

電源

切断

猶予

時間
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スケジュールOFF時刻

12時00分

12:00 12:01 12:02 12:03

60 180 60 0

60 180 60 0SUPS_151

電源

異常

確認

時間

電源

切断

猶予

時間

Disk

保護

時間

最小

復帰

ランタ

イム

時間

SUPS_166

0 60 120 180 240 300 360 420 480

スケジュールON時刻

13時00分

13:00 13:01

図 ７.２-１４ 

サーバの 
シャットダウン 

UPSのOFF 

UPSのON サーバの起動 

図 ７.２-１５ 
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７.３ UPS 冗長電源構成の注意事項 
 

(1) サーバの電源を商用電源とUPSに接続する構成は未サポートです。 
(2) 冗長電源を構成するUPSは同じ機種を使用してください。 
(3) UPSのパラメータは電源装置/連動装置の設定項目の「IP address」、「説明」、「名称」を 

除いた他のすべてのパラメータを同じ設定で運用してください。 
(4) コントロールコンセントグループの設定を有効にして運用する場合、複数のコンセントグルー

プをもつ UPS を使用して、サーバを冗長電源構成で電源管理する際には、サーバの電源ケーブ

ルを各 UPS の同じコンセントグループに接続してください。 
(5) 2 台以上の UPS で冗長電源が構成されている環境において、「稼動に必要な最低台数」を 1 に指定

して運用する場合は、冗長電源構成の片方の UPS にのみサーバの電源を接続することはできません。 
注意： 

冗長電源構成で、冗長電源構成の片方のUPSにしか電源が接続されていないサーバR120B92が存

在した場合、SUPS_166 に電源異常が発生すると、サーバはシャットダウン制御されずに電源断と

なります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AMCツリーはサーバとUPSの電源接続単位でグループを作成

してサーバと UPS を登録するため、上記接続構成では左記の

ようなAMCツリーとなります。 
しかし、この AMC ツリーでは ESMPRO/AC サービスは以下

のように判断して電源制御を行います。 
 
R120B92 が SUPS_166 と SUPS_151 に電源が接続され、

R120C10 も同様に SUPS_166 と SUPS_151 に電源が接続さ

れている判断する。そのため、「稼動に必要な最低台数」が 
1 の設定で SUPS_166 のみに停電が発生した場合は、運用を  

停止せずに SUPS_166 のUPS をシステムから切り離し(停止)
する。R120B92はシャットダウン制御されずにSUPS_166の

停止に伴い電源断となります。 
  

R120B92（制御端末） R120C10（制御端末） 

SUPS_166 SUPS_151 

図 ７.３-１ 

図 ７.３-２ 
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第８章  UPS またはSNMP カード交換後の設定 
 
 運用開始後にUPSやSNMPカードを交換した場合、ESMPRO/ACに登録しているUPS情報を修正する必要

があります。以下にその手順を示します。 
 

８.１ UPS を交換した場合 
 

＜交換前作業＞ 
事前に記録の必要がある設定内容はありません。 
交換作業については、UPS HW装置添付のマニュアル等を参照してください。 

 

＜交換後作業＞ 

以下に交換後の手順を記載いたします。 
 
＜注意＞ 

LCDパネルなしSmart-UPS相当無停電電源装置からLCDパネルありSmart-UPS相当無停電

電源装置に変更し、コンセントグループをご利用になる場合は、「第６章 コントロール

コンセントグループの制御」を参照してください。 

 
８.１.１ Windowsサーバの場合 
 

AC Management Console（AMC）を使用します。 
    スタートメニュー 
     →プログラム 
       →ESMPRO_AutomaticRunningController 
         →[AC Management Console]を起動 
     
  

図 ８.１-１ 
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(1) AMCを起動し、交換したUPSの「電源装置」の編集画面を開きます。「SNMP設定情報の採取」を実行

後、UPSに設定する内容を編集し、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し、AMCに設定してい

るSNMP設定情報を反映してください。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.１-２ 
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(2) AMCにて設定しているSNMP設定情報を反映させるため、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し

た数秒後に、「SNMP設定情報の採取」ボタンを押してSNMP設定情報の採取を行ってください。また、

設定した値が正しくUPSに登録されているか確認してください。UPS型名、シリアル番号、FW Revなど

の情報も採取できているか確認をお願いします。登録された内容に問題ないことを確認後、「OK」ボタ

ンを押して電源装置の編集画面を閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) AMCにて変更した内容を「ファイル」→「構成情報保存」にて保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.１-３ 

図 ８.１-４ 
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(4) 再起動を実施 
    ESMPRO/ACのサービス、もしくはサーバの再起動を行ってください。 
 

(5) 再起動後、AMCでの状態確認を行ってください。 
     制御端末：マスタ動作中 
     電源装置：正常ON 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８.１.２ Linuxサーバの場合 
 
 ○ブラウザを使用する場合 
 

(1) 以下のアドレスにアクセスしてください。 
http://LinuxサーバのIPアドレス/esmproac/esmac.cgi 
※AC Management Console 上で対象のLinuxサーバを選択した状態で[操作]-[指定サーバの設定]を選択する

ことにより、上記同様の操作を行うことも出来ます。（制御端末の設定の「ブラウザ選択」であらかじめ

「apache」を選択しておく必要があります） 
 

(2) AMC（AC Management Consoleの起動）の「新しいウィンドウで表示」を選択してください。 
 

  

図 ８.１-５ 

図 ８.１-６ 
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(3) 交換したUPSを選択してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 電源装置の編集画面にて、現在設定されているSNMP設定情報を反映させるため、「情報の上書きを

SNMPで実行」ボタンを押してAMCに設定しているSNMP設定情報を反映します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.１-７ 

図 ８.１-８ 
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(5) （4）の操作から数秒後に「SNMP設定情報の採取」ボタンを押して情報取得を行い、設定したSNMP設定

情報が正しく反映されているか確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) SNMP設定情報が正しく設定されていることを確認後、「設定情報の更新」ボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.１-９ 

図 ８.１-１０ 
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(7) 再起動を実施 
    ESMPRO/ACのサービス、もしくは、サーバの再起動を行ってください。 
 

(8) 再起動後、Webを使用したAMCより確認してください。 
    制御端末：マスタ動作中 
    電源装置：正常ON 
 
○ESMPRO/AC for Linuxの『マルチサーバ構成データ編集』ツールを使用する場合 
 
[事前確認] 

ESMPRO/AC for Linuxの『マルチサーバ構成データ編集』ツールを使用する場合、ツールを使用する

Windows端末に以下の準備が必要です。 
・『マルチサーバ構成データ編集』ツールがインストールされている。 
・SNMPサービスがインストールされている。  
・SNMPカードのアクセス権の設定でWindows端末のIPアドレスが許可されている。 

※ ESMPRO/AC for Linuxの場合、クライアント版マルチサーバ構成データ編集ツールの内容が 
最新でない場合は、LinuxサーバからAC Management Consoleの「ac_e_net.cfg」の情報を 
ダウンロード後、実施してください。 

    ダウンロード方法については、ESMPRO/AC for Linux セットアップカードの「Linux サーバからのファイ

ルのダウンロード」の項目を参照ください。 
スタートメニュー 

   →プログラム 
     →ESMPRO_AC for Linux 
       →[マルチサーバ構成データ編集]を起動 
      →[AC Management Consoleの起動]を選択 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 ８.１-１１ 
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(1) AMCを起動し、交換したUPSの「電源装置」の編集画面を開きます。「SNMP設定情報の採取」を実行

後、UPSに設定する内容を編集し、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し、AMCに設定してい

るSNMP設定情報を反映してください。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.１-１２ 
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(2) AMCにて設定しているSNMP設定情報を反映させるため、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し

た数秒後に、「SNMP設定情報の採取」ボタンを押してSNMP設定情報の採取を行ってください。また、

設定した値が正しくUPSに登録されているか確認してください。UPS型名、シリアル番号、FW Revなど

の情報も採取できているか確認をお願いします。登録された内容に問題ないことを確認後、「OK」ボタ

ンを押して電源装置の編集画面を閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) AMCにて変更した内容を「ファイル」→「構成情報保存」にて保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Linuxサーバの場合、クライアント版マルチサーバ構成データ編集ツールにて編集したマルチサーバ構成

ファイルを、Linuxサーバへ転送してください。 
   転送方法については、ESMPRO/AC for Linux セットアップカードの「Linux サーバへのファイルの転送

（Windows端末 → Linux端末）」の項目を参照ください。 
  

図 ８.１-１３ 

図 ８.１-１４ 
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(4) 再起動を実施 
    ESMPRO/ACのサービス、もしくは、サーバの再起動を行ってください。 
 

(5) 再起動後、AMCでの状態確認を行なってください。 
   制御端末：マスタ動作中 
   電源装置：正常ON 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※Linuxサーバの場合は、Webを使用したAMCより確認してください。 
 
 
  

図 ８.１-１５ 
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８.２ SNMP カードを交換した場合 

＜交換前作業＞ 

まず、事前に設定している内容を記録してください。 
[事前確認] 
確認：WebでSNMPカードに接続し、以下の情報を記録してください。 
(1) SNMPカードへの接続方法 

ブラウザを起動し、SNMPカードに接続します 。 
下記のようにSNMPカードのIPアドレスを指定するとSNMPカードのログオン画面が表示されます。（ログ

を採取するSNMPカードのIPアドレスが172.16.1.169の場合）  
http://172.16.1.169  
ユーザ名とパスワードを入力してログオンしてください。  
  

※ ここで認証したアカウント、パスワード情報は交換後のSNMPカードで再設定する必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 「Configuration」→「Network」→「TCP/IP」→「IPv4 Settings」 
上部メニューで「Configuration」から「Network」を選択し「TCP/IP」の「IPv4 Settings」 
を選択し、以下項目の値を確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
  

System IP  

Subnet Mask  

Default Gateway  

表 ８-１ 

図 ８.２-１ 
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(3) 「Configuration」→「Network」→「SNMPv1」→「Access Control」 
上部メニューから「Configuration」→「Network」→「SNMPv1」→「Access Control」の順に選択

し、以下項目の値を確認してください。 
「Access Control」 

Community Name NMS IP/Host Name Access Type 

   

   

   

   

表 ８-２ 

  

図 ８.２-２ 
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(4) サーバのシャットダウン 
サーバをシャットダウンし、UPSを停止後、SNMPカードの交換作業を行います。 
SNMPカードの交換作業については、SNMPカード添付のマニュアル等を参照してください。 

 
  

図 ８.２-３ 
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＜交換後作業＞ 
 
８.２.１ SNMPカードの交換とHWの設定 
 

(1) HWの設定 
SNMP カードに添付のマニュアルを参照してSNMP カードの交換およびシリアルケーブルを使用して IP
アドレス設定まで実施してください。 

 
(2) Webによる設定 

「３.３.２ Webによる設定」を参照し、＜交換前作業＞（3）で控えた情報でSNMPカードの再設定をし

てください。 
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８.２.２ AC Management Console（AMC）の設定 
 

8.2.2.1 Windowsサーバの場合 
  AC Management Console（AMC）を使用します。 
   

スタートメニュー 
   →プログラム 
    →ESMPRO_AutomaticRunningController 
      →[AC Management Console]を起動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-４ 
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(1) AMCを起動し、交換したUPSの「電源装置」の編集画面を開きます。「SNMP設定情報の採取」を実行

後、UPSに設定する内容を編集し、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し、AMCに設定してい

るSNMP設定情報を反映してください。 
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-５ 
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(2) AMCにて設定しているSNMP設定情報を反映させるため、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し

た数秒後に、「SNMP設定情報の採取」ボタンを押してSNMP設定情報の採取を行ってください。また、

設定した値が正しくUPSに登録されているか確認してください。UPS型名、シリアル番号、FW Revなど

の情報も採取できているか確認をお願いします。登録された内容に問題ないことを確認後、「OK」ボタ

ンを押して電源装置の編集画面を閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) AMCにて変更した内容を「ファイル」→「構成情報保存」にて保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 再起動を実施 
     ESMPRO/ACのサービス、もしくは、サーバの再起動を行ってください。 
  

図 ８.２-６ 

図 ８.２-７ 
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(5) 再起動後、AMCでの状態確認を行なってください。 
    制御端末：マスタ動作中 
    電源装置：正常ON 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.2.2.2 Linuxサーバの場合 
 
○ブラウザを使用する場合 
 
(1) 以下のアドレスにアクセスしてください。 

http://LinuxサーバのIPアドレス/esmproac/esmac.cgi 
※AC Management Console 上で、[操作]-[指定サーバの設定]を選択することにより、上記同 
様の操作を行うことも出来ます。（制御端末の設定の「ブラウザ選択」であらかじめ 
「apache」を選択しておく必要があります） 

 
(2) AMC（AC Management Consoleの起動）の「新しいウィンドウで表示」を選択してください。 

 
  

図 ８.２-８ 

図 ８.２-９ 
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(3) 交換したUPSを選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) AMCを起動し電源装置の編集画面にて、現在設定されているSNMP設定情報を反映させるため、 
    「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押してAMCに設定しているSNMP設定情報を新しいUPSに対し

て設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-１０ 

図 ８.２-１１ 
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(5) (4)の操作を行って数秒後、「SNMP設定情報の採取」ボタンを押して情報取得を行い、設定したSNMP設
定情報が正しく反映されているか確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) 正しく反映されていることを確認後「設定情報の更新」ボタンを押してください。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-１２ 

図 ８.２-１３ 
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○ESMPRO/AC for Linuxの『マルチサーバ構成データ編集』ツールを使用する場合 
 
[事前確認] 

ESMPRO/AC for Linuxの『マルチサーバ構成データ編集』ツールを使用する場合、ツールを使用 
するWindows端末に以下の準備が必要です。 
・『マルチサーバ構成データ編集』ツールがインストールされている。 
・SNMPサービスがインストールされている。 
・SNMPカードのアクセス権の設定でWindows端末のIPアドレスが許可されている。 

※ ESMPRO/AC for Linuxの場合、クライアント版マルチサーバ構成データ編集ツールの内容が 
最新でない場合は、LinuxサーバからAC Management Consoleの「ac_e_net.cfg」の情報を 
ダウンロード後、実施してください。 
ダウンロード方法については、ESMPRO/AC for Linux セットアップカードの「Linux サーバからのファイ

ルのダウンロード」の項目を参照ください。 
 
  スタートメニュー 
  →プログラム 
    →ESMPRO_AC for Linux 
      →[マルチサーバ構成データ編集]を起動 
     →[AC Management Consoleの起動]を選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図 ８.２-１４ 
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(1) AMCを起動し、交換したUPSの「電源装置」の編集画面を開きます。「SNMP設定情報の採取」を実行

後、UPSに設定する内容を編集し、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し、AMCに設定してい

るSNMP設定情報を反映してください。 
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-１５ 
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(2) AMCにて設定しているSNMP設定情報を反映させるため、「情報の上書きをSNMPで実行」ボタンを押し

た数秒後に、「SNMP設定情報の採取」ボタンを押してSNMP設定情報の採取を行ってください。また、

設定した値が正しくUPSに登録されているか確認してください。UPS型名、シリアル番号、FW Revなど

の情報も採取できているか確認をお願いします。登録された内容に問題ないことを確認後、「OK」ボタ

ンを押して電源装置の編集画面を閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 ８.２-１６ 
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(3) AMCにて変更した内容を「ファイル」→「構成情報保存」にて保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Linux サーバの場合、クライアント版マルチサーバ構成データ編集ツールにて編集したマルチサーバ構成

ファイルを、Linuxサーバへ転送してください。 
   転送方法については、ESMPRO/AC for Linux セットアップカードの「Linux サーバへのファイルの転送

（Windows端末 → Linux端末）」の項目を参照ください。 
 

(4) 再起動を実施 
     ESMPRO/ACのサービス、もしくは、サーバの再起動を行ってください。 
 

(5) 再起動後、AMCでの状態確認を行う。 
     制御端末：マスタ動作中 
     電源装置：正常ON 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※Linuxサーバの場合は、Webを使用したAMCより確認してください。 

 
 
 

 
  

図 ８.２-１７ 

図 ８.２-１８ 



234  

第９章  ユーティリティ 
 
ESMPRO/AC Enterprise では、各種ユーティリティコマンドを用意しています。ユーティリティコマンドを使

うことで、細やかな電源制御が可能となります。ユーティリティコマンドは特に明記がないかぎり、

ESMPRO/AC Enterpriseのインストールディレクトリ直下にあります。 
例：C:¥Program files (x86)¥AUTORC¥ 

 
各コマンドの機能ならびに使い方を説明します。 
 
[名前] 

ac_e_ups.exe  -  UPSの操作ならびにUPSからの情報取得を行う 
 
[構文] 

 
[機能] 

対象 UPS の電源供給 ON ならびにランプ・ブザーテストを行う。また対象 UPS の状態を取得し画面出力

する。 
 
[パラメータ] 

on 
対象UPSからの電源供給をONにする。 

lamp 
対象UPSのランプ・ブザーテストを実行する。 

sts 
対象UPSの状態を画面出力する。 

 
community 

対象UPSで有効なSNMPアクセス時に使用するコミュニティ名を指定する。（例：public） 
 

ups_IPaddress 
対象UPSに搭載したSNMPカードの IP アドレスを指定する。(例：172.16.1.9) 

 
[戻り値] 
（パラメータon,lampの場合)  

アクセスに成功した場合には、0 を返却する。  
アクセスに失敗した場合には、0 以外を返却する。  

  

ac_e_ups on community ups_IPaddress 
ac_e_ups lamp community ups_IPaddress 
ac_e_ups sts community ups_IPaddress 
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（パラメータstsの場合）  
アクセスに失敗したか、状態遷移中で不確定な場合には、1 を返却する。  
正常なON状態の場合には、2 を返却する。  
ON状態(バッテリ動作中)の場合には、3 を返却する。  
ON状態(ブースト制御中)の場合には、4 を返却する。  
ON状態(トリム制御中)の場合には、12 を返却する。  
OFF状態の場合には、7 を返却する。  
OFF状態(スリープ中)の場合には、5 を返却する。  
OFF状態(停電スリープ中)の場合には、11を返却する。 
SNMPカードの reboot制御中の場合には、8 を返却する。  
バッテリが使用できない状態の場合、6,9,10 のいずれかを返却する。  

 
[前提条件] 

ac_e_upsコマンドを実行するマシンで、SNMPサービスが動作可能であること。 
対象UPSのSNMPカードに、AMCを使用した電源制御と同様、ac_e_upsコマンドを実行する 
マシンの IPアドレスを登録していること。 

 
[コマンド実行例]  

 
 
 

C:¥>ac_e_ups  
Error:Incorrect number of arguments specified.  
 
usage:ac_e_ups [on|sts|lamp] community ups_IPaddress  
 
C:¥>ac_e_ups on public 172.16.1.9  
ON:[172.16.1.9]SNMP REQUEST:Success!  
 
C:¥>echo %ERRORLEVEL%  
0  
 
C:¥>ac_e_ups lamp public 172.16.1.9  
LAMP[172.16.1.9]SNMP REQUEST：Success!  
 
C:¥>echo %ERRORLEVEL%  
0  
 
C:¥>ac_e_ups sts public 172.16.1.9  
ups[172.16.1.9]is (2)[ON:正常]  
 
C:¥>echo %ERRORLEVEL%  
2  
 
C:¥>ac_e_ups sts public 172.16.1.199  
sts[172.16.1.199]SNMP error! (1)  
 
C:¥>echo %ERRORLEVEL%  
1  
 
※%ERRORLEVEL%：コマンドの返却値を示す変数 
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第１０章 AMC(AC Management Console)[まとめて設定]

の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１１章 SM(ESMPRO/ServerManager)[まとめて設定]の

設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

注意：AMC(AC Management Console)の「[まとめて設定](M)」メニューをご利用になる場合は、以下の資

料をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → AC 5.6[まとめて設定]の設定マニュアル 

注意：「ESMPRO/ServerManager Ver. 7.24 以降の「＋拡張機能」「まとめて設定」メニューをご利用に

なる場合は、以下の資料をご参照ください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
  → 各種資料 
   → AC 5.6[まとめて設定]の設定マニュアル 
     「ESMPRO/ServerManager Ver.7.24以降からの適用手順」 
 
※ESMPRO/ServerManager Ver. 7.24と連携する場合は、「ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6  
Update(ESMARC56-01-241115)」アップデートを適用願います。 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html? 
 「アップデート情報」「Windows」 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/update.html
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第１２章 ESMPRO Platform Management Kit [まとめて

設定]の設定 
 

ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定]は「AC Management Console(以降AMCに省略)」で電源

管理設定を行ったExpressサーバや無停電電源装置(UPS)の設定項目を、「ESMPRO/ServerManager Ver. 7.24
未満」の[まとめて設定]で設定内容をXML形式のファイルに「設定ファイルのダウンロード」し、設定を編集

することができます。AMCの設定はXML形式ファイル中に「<ESMPRO_AC>」タグの配下に出力されます。

本章で示すXML要素を編集し、「設定ファイルの適用」をすることで、AMCで設定を行っていた項目を一括

で変更することができます。ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セッ

トアップガイド」「第18章  [まとめて設定]を使用して管理対象機器の設定を行う」を参照してください。 
 
注意： 

[まとめて設定]をご利用になる場合、ESMPRO/ServerManager 拡張機能 マネージャライセンスおよび、

管理対象機器台数に応じてESMPRO/ServerManager 拡張機能 ノードライセンスが必要です。ライセンス

の詳細はESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 インストレー

ションガイド」を参照してください。 
 

【[まとめて設定]までの流れ】 
 （１）インストールおよび電源管理ソフトウェアの利用準備 

電源管理機能をご利用になる場合は、ESMPRO/AC ライセンスを登録してください。無停電電源装置

(UPS)の状態を監視するのみの場合は、ESMPRO/ACライセンスの登録は不要です。 
 
   ・ESMPRO/ACを「ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6」からインストールする場合 
 
 
 
 
 
 

番

号 
作業内容 関連する設定の説明先 

① ESMPRO/ACインストール ３.１ ESMPRO/AC Enterpriseのインストール 
② ESMPRO/ACライセンス登録 ３.１ ESMPRO/AC Enterprise のインストールの項目

（６） 
③ AMCよりUPS・サーバ登録 ３.７ AC Management Consoleの設定 
④ ESMPRO/SM Ver.7よりUPS登録 ESMPRO Platform Management Kit中の

「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップガイ

ド」「第12章 UPSコンポーネントのセットアップ」 
⑤ UPS・サーバの詳細設定を変更 以下の「（２）[まとめて設定]の利用」を参照願います 

表 １２-１ 

   ・ESMPRO/ACを「ESMPRO Platform Management Kit v1.006」からインストールしライセンス登録 
する場合 

 
 
 
 
 
  

①ESMPRO/AC 
インストール 

③AMCより

UPS・サーバ 
登録 

②ESMPRO/AC 
ライセンス 

登録 

④ESMPRO/SM  
Ver.7よりUPS 

登録 

⑤UPS・サーバ 
の詳細設定を 

変更 

①ESMPRO/AC 
インストール 

③AMCより

UPS・サーバ 
登録 

②ESMPRO/AC
ライセンス 

登録 

④ESMPRO/SM  
Ver.7よりUPS 

登録 

⑤UPS・サーバ 
の詳細設定を 

変更 

図  １２-１ 

図  １２-２ 
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番

号 
作業内容 関連する設定の説明先 

① ESMPRO/AC インストール ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPROイ

ンストールツールユーザーズガイド」「4.1 統合インス

トール」 
ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPROイ

ンストールツールユーザーズガイド」「4.2 各種アプリ

ケーション」 
② 
 

ESMPRO/ACライセンス登録 ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPROイ

ンストールツールユーザーズガイド」「第5章 ライセ

ンスの管理機能」 
③ AMCよりUPS・サーバ登録 ３.７ AC Management Consoleの設定 
④ ESMPRO/SM Ver.7よりUPS登録 ESMPRO Platform Management Kit中の

「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップガイ

ド」 
「第12章 UPSコンポーネントのセットアップ」 

⑤ UPS・サーバの詳細設定を変更 以下の「（２）[まとめて設定]の利用」を参照願います 

表 １２-２ 

 
   ・ESMPRO/ACを「ESMPRO Platform Management Kit v1.006」からインストールしライセンス登録 

しない場合 
 
 
 
 
 
 
 

番

号 
作業内容 関連する設定の説明先 

① ESMPRO/AC インストール ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPROイ

ンストールツールユーザーズガイド」「4.1 統合インス

トール」 
ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPROイ

ンストールツールユーザーズガイド」「4.2 各種アプリ

ケーション」 
② ESMPRO/SM Ver.7よりUPS登録 ESMPRO Platform Management Kit中の

「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップガイ

ド」「第12章 UPSコンポーネントのセットアップ」 
③ UPS・サーバの詳細設定を変更 以下の「（２）[まとめて設定]の利用」を参照願います 

表 １２-３ 

 
  

①ESMPRO/AC 
インストール 

②ESMPRO/SM  
Ver.7よりUPS 

登録 

③UPSの詳細 
設定を変更 

図  １２-３ 
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 （２）[まとめて設定]の利用 
 
 
 
 

 
   

 
 
 [まとめて設定]の「設定ファイルのダウンロード」「設定ファイルの適用」についてはESMPRO 
Platform Management Kitv1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップガイド」「18.3 設定

ファイルのダウンロード」「18.6 設定ファイルの適用」を参照願います。「設定ファイルの編集(AMC設

定編集)」については本書の「１１.１ AMC設定の編集について」以降の項目を参照願います。 
 

  
注意： 
・AMCのすべての設定項目を編集できるわけではありません。以下に各タグ別の項目にて編集可能な 
要素を説明します。なお、AMCの設定機能については 本書の 
「３.７ AC Management Consoleの設定」を参照願います 

・[まとめて設定]の「設定ファイルの適用」を行った時に「AMC」が起動している場合、編集された 
設定は即時反映されません。編集結果をAMCで参照する場合はAMCを終了させた後に、もう一度、 
AMCを起動してください 

・電源管理機能の[まとめて設定]における全タグ情報および要素情報(編集不可の情報を含む)は別資料 
 「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定]「電源管理XML設定一覧」(epmk_ac_xml.pdf)」 
は、以下の「各種資料」よりダウンロード願います 

  https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
・仮想マシン順序設定のマニュアル「仮想マシン順序設定マニュアル(ac_vmorder.pdf)」は、以下の 
「各種資料」よりダウンロード願いますンロード願います。 

  https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 

設定ファイルの

ダウンロード 
(XML書出し) 

設定ファイル 
の編集 

(AMC設定編集) 

設定ファイル 
の適用 

(XML読込み) 

図  １２-４ 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
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（３）[まとめて設定]利用例 

UPS装置Aの設定を UPS装置B/Cに反映する場合 
 
 
 
 
 
 
 
・ESMPRO/ACを「ESMPRO/AutomaticRunningController CD 2.6」からインストールする場合 
・ESMPRO/ACを「ESMPRO Platform Management Kit v1.006」からインストールしライセンス登録 
する場合 
①「ESMPRO/ServerManager Ver. 7」のライセンスを登録する。 
②「ESMPRO/AutomaticRunningController」および「ESMPRO/AC Enterprise」をインストール 
する。 

③「ESMPRO/AutomaticRunningController」および「ESMPRO/AC Enterprise」のライセンスを 
登録する。 

④UPS装置3台を「AMC」で登録する。 
 登録は「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」を参照 
⑤UPS装置Aのみを「AMC」で詳細設定する。 
 詳細設定は「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」を参照 
⑥UPS装置3台を「ESMPRO/ServerManager Ver. 7」で登録する。 
 登録は「ESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セッ

トアップガイド」「第12章 UPSコンポーネントのセットアップ」」を参照 
⑦[まとめて設定]を利用して設定内容をXMLファイルにダウンロードする。 

ESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップ 
ガイド」「18.3 設定ファイルのダウンロード」を参照願います。 

⑧XMLファイル内のUPS装置Aの設定値を、UPS装置B/Cの同じ要素に、コピーし編集する。 
⑨[まとめて設定]を利用して編集したXMLファイル内容を適用する。 
 ESMPRO Platform Management Kit中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップ 
ガイド」「18.6 設定ファイルの適用」を参照願います。 

 
・ESMPRO/ACを「ESMPRO Platform Management Kit v1.006」からインストールしライセンス登録 
しない場合 
①「ESMPRO/ServerManager Ver. 7」のライセンスを登録する。 
②「ESMPRO/AutomaticRunningController」および「ESMPRO/AC Enterprise」をインストール 
する。 

③UPS装置3台を「ESMPRO/ServerManager Ver. 7」で登録する。 
 登録は「ESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セッ

トアップガイド」「第12章 UPSコンポーネントのセットアップ」」を参照 
④UPS装置Aのみを「AMC」で詳細設定する。 
 詳細設定は「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」を参照 
⑤[まとめて設定]を利用して設定内容をXMLファイルにダウンロードする。 

ESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップ 
ガイド」「18.3 設定ファイルのダウンロード」を参照願います。 

⑥XMLファイル内のUPS装置Aの設定値を、UPS装置B/Cの同じ要素に、コピーし編集する。 
⑦[まとめて設定]を利用して編集したXMLファイル内容を適用する。 
 ESMPRO Platform Management Kit v1.006中の「ESMPRO/ServerManager Ver.7 セットアップ

ガイド」「18.6 設定ファイルの適用」を参照願います。 
 

  

UPS装置A UPS装置B UPS装置C 

UPS装置の設定 

図  １１-５ 
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注意： 
・電源管理における無停電電源装置(UPS)の設定を行う場合は、 
「１２.４ <UPS>、<InterlockingUPS>情報の編集」、 
「１２.５ <UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>情報の編集」中の以下の時間設定に注意願います 

1. ShutoffDelay(電源切断猶予時間) 
2. ReturnDelay(Disk保護時間) 
3. MinReturnRuntime(最小復帰ランタイム) 

「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」、 
「３.７.６ コントロールコンセントグループの編集」の内容を一読の上、時間設定の再確認を 
お願いします 
 

・仮想マシン順序設定機能の設定を行う場合は、「１２.９ <cluster>情報の編集」 
「（４）<cluster.priority.parameter>タグ情報」中の以下の時間設定に注意願います 

1. durationsec_shutdown(シャットダウンの有効時間) 
2. durationsec_startup(起動の有効時間) 

「仮想マシン順序設定マニュアル」「3.1. 機能概要」「3. 「仮想マシンのシャットダウン所要時間およ

び起動所要時間設定」画面」の内容を一読の上、時間設定の再確認をお願いします 
 
・[まとめて設定] を利用して「設定ファイルの編集」、「設定ファイルの適用」を行った場合に、 
編集内容に問題がある場合は「C:¥Program Files (x86)¥AUTORC¥DATA¥ac_collect_error.log」 
ファイルにエラー情報が記録されます。「設定ファイルの適用」作業後に、エラー情報がないかを 
ご確認願います 
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１２.１ AMC 設定の編集について 
 
[まとめて設定]で編集を行う XML ファイル内の、以下のタグ内の要素「param_name」に記載された設

定項目の要素「value」を変更することで AMC 設定の変更を行います。AMC 設定に関するタグ情報は以

下のように構成されます。 
編集ができない項目を含むすべてのタグ情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定]「電

源管理XML設定一覧」」を参照願います。 
 

（１）タグ情報概要 

 
 
※注：仮想マシン順序設定のマニュアル「仮想マシン順序設定マニュアル(ac_vmorder.pdf)」は以下の 

「各種資料」よりダウンロード願います 
   https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html? 
 
（２）XML出力例 
 [まとめて設定]におけるAMC設定のXMLファイルへの出力例です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タグ名１ タグ名２ 概要 関連するAMC設定の説明先 
<AMC_TREE> <root> 「表示」メニューの編集 ３.７.８ 表示メニューの設定 

<policy> 「グループポリシー」の編

集 
３.７.１ グループポリシーの編集 

<UPS> 「電源装置」の編集 ３.７.５ 電源装置／連動装置

（UPS）の編集 
<InterlockingUPS> 「連動装置」の編集 ３.７.５ 電源装置／連動装置

（UPS）の編集 
<UPS_Outlet> 「電源装置コンセントグ

ループ」の編集 
３.７.５ 電源装置／連動装置

（UPS）の編集 
<InterlockingUPS_Outlet> 「連動装置コンセントグ

ループ」の編集 
３.７.５ 電源装置／連動装置

（UPS）の編集 
<ControlServer> 「制御端末」の編集 ３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集 
<InterlockingServer> 「連動端末」の編集 ３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集 

<VM_HOST> <host> サーバ毎の「仮想マシン順

序制御」の編集 
「仮想マシン順序設定マニュアル」

「第3章 パラメータの詳細」(※注) 
<VM_CLUSTER> <cluster> 「仮想マシン順序設定」の

編集 
「仮想マシン順序設定マニュアル」

「第3章 パラメータの詳細」(※注) 

表 １２-４ 

  <!-- ESMPRO/AC --> 
  <ESMPRO_AC> 
    <AMC_TREE> 
      <root> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <param name="GuiAutoTimer" value="120" /> 
        <param name="WakeOnWait" value="2" /> 
        <param name="UnitPowWait" value="14" /> 
        <param name="report_wait" value="1" /> 
        <param name="UnitPowOnSendTime" value="300" /> 
        <param name="SNMPCmdSendWait" value="1" /> 
        <!--idタグは編集しないでください--> 
        <id>ID382335d222ca4ef7a962123919576dc2</id> 
      </root>  

上記表「【タグ情報概要】」「タグ名２」の情報 

上記表「【タグ情報概要】」「タグ名1」の情報 

AMCの設定を示すタグ 

要素「value」の値を編集 

要素「param name」はAMC 設定項目

 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
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１２.２ <root>情報の編集 
<root>タグは主にAMCの「メニュー」⇒「表示」配下の設定の変更を行うことができます。 
「統計情報採取間隔(report_wait)」は「グループポリシー」ダイアログ(本書 
「３.７.１ グループポリシーの編集」参照)内の設定となります。 
 

（１）<root>タグ情報 
注意： 
・以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む<root> 
タグ内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定] 
「電源管理XML設定一覧」」を参照願います 

・以下の表の「単位」が「秒」の項目は、入力上の最大値は「2147482」秒ですがデフォルト 
値を参考にシステムに合わせた時間を入力願います 

   
 
（２）AMC GUI対応画面 
    ・「AC Management Control」メニュー⇒「表示」⇒「オプション」で表示 

(本書「３.７.８ 表示メニューの設定」参照) 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

param name value設定内容 デフォルト値 単位 AMC画

面 
SNMPCmdSendWait AMCによるSNMP書き込み要求送信間隔 

(1～2147482秒) 
1 秒 ① 

UnitPowWait リモートウェイクアップの起動要求開始待ち合

わせ時間(1～2147482秒) 
14 秒 ② 

UnitPowOnSendTime リモートウェイクアップの起動要求タイムアウ

ト時間(1～2147482秒) 
300 秒 ③ 

WakeOnWait リモートウェイクアップの起動要求送信間隔 
(1～2147482秒) 

2 秒 ④ 

GuiAutoTimer AMC画面起動時における自動情報取得周期 
(1～2147482秒)  

120 秒 ⑤ 

report_wait UPSの統計情報を採取する間隔時間 
(1～3570分) 
※入力上の最大値は「35790」分ですが 
デフォルト値を参考にシステムに合わせた時

間を入力願います 

1 分 ⑥  

表 １２-５ 

図 １２.２-１ 



244  

 
・「AC Management Control」メニュー⇒「表示」⇒「UPS関連情報の自動更新」で表示 

 (本書「３.７.８ 表示メニューの設定」参照) 
 

    

   

 

 

 

  ・「グループポリシー」ダイアログ(本書「３.７.１ グループポリシーの編集」参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 １２.２-２ 

図 １２.２-３ 
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１２.３ <policy>情報の編集 
 

<policy>タグはAMCで登録したツリー上位の「グループポリシー」の設定変更を行うことができます。 
本タグ配下の「param_name」要素でAMCの以下の設定変更を行います。 

（１）<policy>タグ情報 
注意： 
以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む<policy>タグ 
内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定]「電源管理XML設定一覧」」を 
参照願います 

 
（２）AMC GUI対応画面 

・「グループポリシー」ダイアログ(本書「３.７.１ グループポリシーの編集」参照) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC 

画面 
message グループの説明文 

※英数字、記号、日本語で入力文字サイズ

255バイトまで入力可能です 

なし 文字 ① 

Security 通信用認識コード 
※半角15文字までで入力願います 

ESMACnet 文字 ② 

SendIp 通信用 IP address 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ③ 

SendIp02 通信用 IP address 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ④ 

SendIp03 通信用 IP address 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ⑤ 

SnmpErrorTime SNMP通信異常確認時間(1～2147483647秒) 
※入力上の最大値は「2147483647」秒ですが

デフォルト値を参考にシステムに合わせた

時間を入力願います 

50 秒 ⑥ 

SnmpErrorShutdown 停電中のSNMP通信異常で接続されたサーバ

の制御 
※0設定：n、1設定：y 

n ― ⑦ 

PowerFailSlaveShutdown 制御端末の停電シャットダウン時に連動端末

をシャットダウンする 
※チェックなし：0、チェックあり：1 

0 ― ⑦ 

表 １２-６ 

図 １２.３-１ 
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１２.４ <UPS>、<InterlockingUPS>情報の編集 
 

<UPS>および<InterlockingUPS>タグは AMC で「電源装置」「連動装置」ツリーに登録した無停電電源装置

(UPS)の設定変更を行うことができます。本タグ配下の「param_name」要素でAMCツリー内のUPSに対して

以下の設定変更を行います。 
 

<UPS>タグ AMCツリー内の「電源装置」に登録されたUPSのタグです 
<InterlockingUPS>タグ AMCツリー内の「連動装置」に登録されたUPSのタグです 

表 １２-７ 

 
 
 
 
  

 

 

 
 
 
 
 

注意： 
<UPS>、<InterlockingUPS>はAMCで登録された無停電電源装置(UPS)の台数分タグが存在します。 

     UPSを識別する場合は「コメント 」に記載のUPS名がAMCツリー上のUPS名と同じかを確認 
してください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【XML出力例】 
      <UPS> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <!--本タグはSUPS_001の情報です--> 
        <param name="message" value="" /> 
        <param name="HighTransferVolt" value="108" /> 
        <param name="LowTransferVolt" value="92" /> 
        <param name="ConfigAlarm" value="1" /> 
        <param name="HighTemp" value="45" /> 
        <param name="LowTemp" value="0" /> 
        <param name="ConfigAlarmTimer" value="0" /> 
   ・ 
   ・ 
   ・ 

コメントのUPS名 

図 １２.４-１ 
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（１）<UPS>、<InterlockingUPS>タグ情報 
注意： 
・以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む<UPS>、 

<InterlockingUPS>タグ内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定] 
「電源管理XML設定一覧」」を参照願います 

    

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC 

画面 
PowerFailWatchTime 電源異常確認時間（0～5940秒） 装置に依存

(※注) 
秒 ① 

AutoReturn 電源異常回復後の動作 
・電源異常回復時にリブートしない： 

AutoReturn=1、AutoReturnSw=0 
・電源異常回復時にリブートする(UPSによる

リブート)： 
AutoReturn=0、AutoReturnSw=0 

・電源異常回復時にリブートする(制御端末 
からリブートする)： 
AutoReturn=1、AutoReturnSw=1 

なし ― ② 

AutoReturnSw 

ShutoffDelay 電源切断猶予時間 
※LCDパネルなしUPSの場合は

「0,60,120,180,240,300, 
360,420」が設定可能値 

※LCDパネルありUPSの場合は0～32767秒 

装置に依存

(※注) 
秒 ③ 

ReturnDelay Disk保護時間(0～1800秒) 装置に依存

(※注) 
秒 ④ 

HighTransferVolt 許容電圧（上限） 
※100V UPSの推奨値108V(108V～114V) 
※200V UPSの推奨値216V(216V～228V) 

装置に依存

(※注) 
V ⑤ 

LowTransferVolt 許容電圧（下限） 
※100V UPSの推奨値92V(86V～92V) 
※200V UPSの推奨値184V(172V～184V) 

装置に依存

(※注) 
V ⑥ 

Sensitivity 電源異常検出感度 (2:低,3:中,4:高) 装置に依存

(※注) 
― ⑦ 

ConfigAlarm 異常発生時のブザータイミング 
( 1:電源障害、2:LowBattery、3:なし) 
※LCDパネルなしUPSのみ設定が有効 

装置に依存

(※注) 
― ⑧ 

ConfigAlarmTimer 異常検出時のブザータイマ 
※LCDパネルなしUPSの場合(0～10000秒) 

装置に依存

(※注) 
秒 ⑨ 

LowBatteryRunTime LowBattery検出後の動作可能時間(0～300秒) 
※AMC GUIは分単位のため60の倍数

(0,60,120,…,300)であること 

装置に依存

(※注) 
秒 ⑩ 

TestDiagnosticSched
ule 

自動バッテリテストパターン 
(2: 隔週 3: 毎週 4: 起動時 5: なし  8: 起
動時、隔週 9: 起動時、毎週) 

装置に依存

(※注) 
― ⑪ 

message UPSの説明 
※英数字、記号、日本語で入力文字サイズ

255バイトまで入力可能です 

なし 文字 ⑫ 

WarmUpNumber Warm-UP順位 
※<InterlockingUPS>タグ(連動装置)の場合 
のみ有効順位として(1～5)を入力 

装置に依存

(※注) 
― ⑬ 

WarmUpTime Warm-UP時間(0～9720秒) 
※<InterlockingUPS>タグ(連動装置)の場合の

み有効設定時間は360の倍数(0,360,720,
…,9720秒)であること 

装置に依存

(※注) 
秒 ⑭ 
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※注：<UPS>、<InterlockingUPS>タグの「装置に依存」項目の、「value設定内容」は、無停電電源装置 

(UPS)に現在設定されている値です。 デフォルト値も無停電電源装置(UPS)の型番により 
異なります 

 
 （２）AMC GUI対応画面 

・「電源装置」ダイアログ(本書「３.７.５ 電源装置／連動装置（UPS）の編集」参照) 
 

 

 

 
  

HighTemp バッテリ温度監視（上限）(0～100℃) 装置に依存

(※注) 
℃ ⑮ 

LowTemp バッテリ温度監視（下限）(0～100℃) 装置に依存

(※注) 
℃ ⑯ 

OutletControl コントロールコンセントグループ単位の制御 
※UPS機種依存あり(コンセントグループを 
持つ機種のみ) 

0:コンセントグループ単位の制御を行わない 
1: コンセントグループ単位の制御を行う 

なし ― ⑰ 

MinReturnCapacity 復電 reboot時の最低充電率 
※LCDパネルなしUPSの場合(0～100%) 

装置に依存

(※注) 
% ⑱ 

MinReturnRuntime 最小復帰ランタイム 
※LCDパネルありUPSの場合(0～32767秒) 

装置に依存

(※注) 
秒 ⑲ 

表 １１-８ 

図 １２.４-２ 
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１２.５ <UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>情報の編集 
 
<UPS_Outlet>および<InterlockingUPS_Outlet>タグはAMCで「電源装置」「連動装置」ツリーに登録した 
無停電電源装置(UPS)でコンセントコントロールグループ機能を利用している場合に同機能の設定変更を行う

ことができます。本タグ配下の「param_name」要素でAMCツリー内に登録されている無停電電源装置(UPS)
のコントロールコンセントグループ制御の設定変更を行うことができます。 
 

<UPS_Outlet >タグ AMCツリー内の「電源装置」に登録されたUPSがコントロー

ルコンセントグループ制御を利用している場合のタグです 
<InterlockingUPS_Outlet >タ
グ 

AMCツリー内の「連動装置」に登録されたUPSがコントロー

ルコンセントグループ制御を利用している場合のタグです 

表 １２-９ 

注意： 
<UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>は「１２.４ <UPS>、<InterlockingUPS>情報の編集」の項目

で説明した<UPS>、<InterlockingUPS>タグの UPS 装置に紐づく形式で UPS 装置が持つコンセントグ

ループ数分のタグが存在します。コンセントグループの UPS 装置を識別する場合は「コメント 」内の

AMC ツリー情報内に「UPS 名と同じ名前」のパスがあり「Outletxx(※xx はコンセントグループ毎に 01
から始まりグループ分の数で終わる連番)」があることを確認願います 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【XML出力例】 
※コンセントグループを2つもつUPS装置の場合 
      <UPS_Outlet> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <!--本タグは¥¥network¥Group01¥電源装置¥SUPS_001¥Outlet01の情報です--> 
        <param name="OtherItem" value="0" /> 
        <param name="ShutoffDelay" value="180" /> 
        <param name="ReturnDelay" value="60" /> 
        <param name="MinReturnRuntime" value="0" /> 
        <param name="Message" value="" /> 
        <!--idタグは編集しないでください--> 
        <id>ID7d910ebc709a4c05afe35e2f28186c25</id> 
      </UPS_Outlet> 
      <UPS_Outlet> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <!--本タグは¥¥network¥Group01¥電源装置¥SUPS_001¥Outlet02の情報です--> 
        <param name="OtherItem" value="1" /> 
        <param name="ShutoffDelay" value="180" /> 
        <param name="ReturnDelay" value="60" /> 
        <param name="MinReturnRuntime" value="0" /> 
        <param name="Message" value="" /> 
        <!--idタグは編集しないでください--> 
        <id>ID1d0ee4413b91475ea9b2a652d7621f04</id> 
      </UPS_Outlet> 

コンセントグループ１ 

コンセントグループ２ 

コメントのUPS名とOutlet番号 
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（１）<UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>タグ情報 

注意： 
・以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む

<UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>タグ内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit 
[まとめて設定]「電源管理XML設定一覧」」を参照願います     

 

 
 
※注：<UPS_Outlet>、<InterlockingUPS_Outlet>タグの「装置に依存」項目の、「value設定内容」は、

無停電電源装置(UPS)に現在設定されている値です。 デフォルト値も無停電電源装置(UPS)の 
型番により異なります 

 
（２）AMC GUI対応画面 

・「コントロールコンセントグループダイアログ」 
(本書「６.３ コントロールコンセントグループの構成例」参照) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

param name value設定内容 デフォルト値 単位 AMC画面 
OtherItem 「その他ネットワーク機器」の接続有無 

(あり：1、なし：0) 
なし ― ① 

ShutoffDelay 電源切断猶予時間(0～32767秒) 装置に依存 
(※注) 

秒 ② 

ReturnDelay Disk保護時間(0～1800秒) 装置に依存 
(※注) 

秒 ③ 

MinReturnRuntime 最小復帰ランタイム(0～32767秒) 装置に依存 
(※注) 

秒 ④ 

Message 説明 
※英数字、記号、日本語で入力文字サイズ255 
バイトまで入力可能です 

なし 文字 ⑤ 

表 １２-１０ 

図 １２.５-１ 
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１２.６ <ControlServer>情報の編集 
 
<ControlServer>タグ配下の「param_name」要素でAMCツリー内に登録されている制御端末に、以下の設

定変更を行うことができます。 
 
（１）<ControlServer>タグ情報 

注意： 
以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む

<ControlServer>タグ内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定] 
「電源管理XML設定一覧」」を参照願います 

 
 
  

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC画

面 
NAME_COV コンピュータ名の自動大文字変換 

y:変換する n:変換しない 
なし ― ① 

message サーバの説明文 
※英数字、記号、日本語で入力文字サイズ255 
バイトまで入力可能です 

なし 文字 ② 

URLinfo LinuxOSの制御端末へアクセスするためのURL 
※サーバ種別がLinuxサーバの場合に有効 

なし 文字 ③ 

Mac リモート起動用MACアドレス 
※「xx-xx-xx-xx-xx-xx」の形式で入力願います 

なし ― ④ 

IP[0] リモート起動用 IPアドレス 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ⑤ 

SubNetMask[0] リモート起動用ネットマスク 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ⑥ 

表 １２-１１ 
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（２）AMC GUI対応画面 
・「制御端末（サーバ）ダイアログ」(本書「３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集」参照) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 １２.６-１ 
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１２.７ <InterlockingServer>情報の編集 
 
<InterlockingServer>タグ配下の「param_name」要素でAMCツリー内に登録されている連動端末に、以下の

設定変更を行うことができます。 
 
（１）<InterlockingServer>タグ情報 

注意： 
以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む

<InterlockingServer>タグ内の全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定] 
「電源管理XML設定一覧」」を参照願います 

 
 
  

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC画

面 
NAME_COV コンピュータ名の自動大文字変換 

y:変換する n:変換しない 
なし ― ① 

message サーバの説明文 
※英数字、記号、日本語で入力文字サイズ255 
バイトまで入力可能です 

なし 文字 ② 

URLinfo LinuxOSの制御端末へアクセスするためのURL 
※サーバ種別がLinuxサーバの場合に有効 

なし 文字 ③ 

ShutdownDelayTime シャットダウン開始待ち合わせ時間 
(0～2147482秒) 
※実際のシステムシャットダウン時間を考慮した

時間を入力願います 

0 秒 ④ 

Mac リモート起動用MACアドレス 
※「xx-xx-xx-xx-xx-xx」の形式で入力願います 

なし ― ⑤ 

IP[0] リモート起動用 IPアドレス 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ⑥ 

SubNetMask[0] リモート起動用ネットマスク 
※IPv4形式の文字列で入力願います 

なし ― ⑦  

表 １２-１２ 
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（２）AMC GUI対応画面 
・「連動端末（サーバ）ダイアログ」(本書「３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集」参照) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 １２.７-１ 
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１２.８ <host>情報の編集 
 
<host>タグは「仮想マシン順序制御」機能の「有効・無効」、「同時シャットダウン台数」の設定変更を行う

ことができます。AMCで「制御端末」「連動端末」に登録されたサーバが対象となります。 
 
（１）<host>タグ配下のタグ情報 

注意： 
以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む<host>タグ内の

全情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定]「電源管理XML設定一覧」」を参照 
願います 

 
 
 
（２）<host.parameter>タグ情報 

 
 
  

タグ名 タグ名１ 概要 
<host> 

 
― クラスタ ID、登録サーバ名の編集は不可 

<host.parameter> 「仮想マシン順序制御」機能の「有効・無効」および対象サーバの

「同時シャットダウン台数」の設定情報を内部に持ちます 

表 １２-１３ 

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC画

面 
enabled_vm_shutdown 仮想マシンの順序制御を行う 

※チェックあり：true、チェックなし：false 
false ― ① 

enabled_vm_startup 仮想マシンを自動起動する 
※チェックあり：true、チェックなし：false 

false ― ② 

parallel_count 同時にシャットダウンする台数 
(1～2147483647) 

1 ― ③  

表 １２-１４ 
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（３）AMC GUI対応画面 
・「制御端末（サーバ）ダイアログ」(本書「３.７.２ 制御端末(サーバ)情報の編集」参照) 
・「連動端末（サーバ）ダイアログ」(本書「３.７.３ 連動端末(サーバ)情報の編集」参照) 
・「仮想マシン順序設定」ダイアログ(「仮想マシン順序設定マニュアル」「3.1. 機能概要」参照) 

  

図 １２.８-１ 
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１２.９ <cluster>情報の編集 
 
<cluster>タグは「仮想マシン順序制御」機能が有効になっている場合に同機能の設定変更を行うことができま

す。AMCで「制御端末」「連動端末」に登録されたサーバが対象となります。 
 
（１）<cluster>タグ配下のタグ情報 
注意： 

以下の表に記載の「param name」以外の項目は編集できません。編集不可項目も含む<cluster>タグ内の全

情報は「ESMPRO Platform Management Kit [まとめて設定] 「電源管理XML設定一覧」」を参照 
願います 

 
  

タグ名 タグ名１ タグ名２ 編集可 概要 
<cluster> 
 

― ― 〇 仮想マシンを持つ「単体サーバ」「クラ

スタ構成サーバ」毎の設定の情報を持ち

ます 
<cluster.priority> ― 〇 順序制御優先度毎に 8 種類の設定情報

(「システム」「高」「中」「低」「ユー

ザ 1」「ユーザ 2」「ユーザ 3」「未設

定」)を持ちます。各優先度のタグ内に、

登録された仮想マシン情報を持ちます 
<cluster.priority. 
parameter> 

〇 優先度毎の待ち合わせ時間の情報を持ち

ます 
表 １２-１５ 
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（２）<cluster>タグ情報 

 
 
  注意： 

「ユーザ1」「ユーザ2」「ユーザ3」設定の優先度指定を変更する場合は以下のように編集願います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

param name value設定内容 デフォルト値 単

位 
AMC画

面 
startup_priority_order 優先度変更が可能な「ユーザ1」

「ユーザ2」「ユーザ3」設定の優

先度指定 

[system,high,middle,low, 
user01,user02,user03,unset] 

―   

表 １２-１６ 

【XML出力例】 
    <VM_CLUSTER> 
      <cluster> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <!--クラスタ[r120d80,r120d73]の情報です--> 
        <param name="startup_priority_order" 
value="[system,high,middle,low,user01,user02,user03,unset]" /> 
        <cluster.priority> 
          <!--優先度「システム」の情報です--> 
          <param name="vm_order" value="[WS2012R2_3]" /> 
          <cluster.priority.parameter> 
            <param name="durationsec_shutdown" value="60" /> 
            <param name="durationsec_startup" value="60" /> 
          </cluster.priority.parameter> 
   ・ 

このテキスト部分を編集する 

【編集方法】 

   [◆system,●high,● middle,●low,●unset◆]" /> 
※●の場所にキーワード「user01,」「user02,」「user03,」を記載することで優先度の変更が 
行えます。 

※◆の場所にキーワード「user01,」「user02,」「user03,」を記載することはできません 
※緑文字は固定です。編集を行わないでください。 
※「user01,」「user02,」「user03,」の記載を省略することはできません。 

【編集例】 
        <param name="startup_priority_order" 
value="[system,user01,high,user02,middle,user03,low,unset] " /> 
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（３）<cluster.priority>タグ情報 
   本タグは<cluster>タグ内に「仮想マシンの優先度情報」別に8種類、存在します。優先度情報は 

各タグ内の「コメント」に記載された「システム」「高」「中」「低」「ユーザ1」「ユーザ2」 
「ユーザ3」「未設定」で識別します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC画

面 
vm_order 8種類の「仮想マシン優先度情報」毎に登録されて

いる「仮想マシン名」が登録されています。 
※「仮想マシン優先度情報」毎に登録された 
「仮想マシン名」をXML編集により、他の優先 
度の登録場所(vm_order要素)に記述することで

優先度の変更を行うことができます 

[] 
※登録なし

を示す 

文字 ②～⑦ 

表 １２-１７ 

【編集例】 
    <VM_CLUSTER> 
      <cluster> 
        <!--paramタグ内のvalueを編集できます--> 
        <!--クラスタ[r120d80,r120d73]の情報です--> 
        <param name="startup_priority_order" 
value="[system,high,middle,low,user01,user02,user03,unset]" /> 
        <cluster.priority> 
          <!--優先度「システム」の情報です--> 
          <param name="vm_order" value="[WS2012R2_3]" /> 
          <cluster.priority.parameter> 
            <param name="durationsec_shutdown" value="60" /> 
            <param name="durationsec_startup" value="60" /> 
          </cluster.priority.parameter> 
        </cluster.priority> 
        <cluster.priority> 
          <!--優先度「高」の情報です--> 
          <param name="vm_order" value="[WS2012R2_2]" /> 
          <cluster.priority.parameter> 
            <param name="durationsec_shutdown" value="0" /> 
            <param name="durationsec_startup" value="0" /> 
          </cluster.priority.parameter> 
        </cluster.priority> 
   ・ 
   ・ 
※優先度「システム」に登録されている仮想マシン名「WS2012R2_3」を 
優先度「高」に移動する場合は「WS2012R2_3」の文字列を編集で移動する 

【変更後】 
    ・ 
          <!--優先度「システム」の情報です--> 
          <param name="vm_order" value="[]" /> 
    ・ 
          <!--優先度「高」の情報です--> 
          <param name="vm_order" value="[WS2012R2_3,WS2012R2_2]" /> 
    ・ 
     

「WS2012R2_3」を削除する 

コメントの優先度情報 
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（４）<cluster.priority.parameter>タグ情報 
本タグは<cluster>タグ内の「仮想マシンの優先度情報」別に8種類存在する<cluster.priority>タグ内に 
存在します。優先度情報は各<cluster.priority>内の「param name=”display”」の「value」値に記載され 
「システム」「高」「中」「低」「ユーザ1」「ユーザ2」「ユーザ3」「未設定」で識別します。 

 
 
 
（５）AMC GUI対応画面 

・「仮想マシン順序設定」ダイアログ(「仮想マシン順序設定マニュアル」「3.1. 機能概要」参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

param name value設定内容 デフォルト

値 
単位 AMC画

面 
durationsec_shutdown 優先度毎の「仮想マシンのシャットダウン所要時

間および起動所要時間設定」ダイアログの

「シャットダウン」有効時間(0～298920秒) 
※入力上の最大値は「298920」秒ですが仮想 
マシンのシャットダウン時間に合わせた時間を 
入力願います 

システム：
60 

その他：0 

秒 ⑧ 

durationsec_startup 優先度毎の「仮想マシンの起動所要時間および起

動所要時間設定」ダイアログの「起動」有効時間

(0～298920秒) 
※入力上の最大値は「298920」秒ですが仮想マ

シンの起動時間に合わせた時間を入力願います 

システム：
60 

その他：0 

秒 ⑧ 

表 １２-１８ 

図 １２.９-１ 
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・「仮想マシンのシャットダウン所要時間および起動所要時間設定」ダイアログ 
(「仮想マシン順序設定マニュアル」「3.1. 機能概要」参照)) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 １２.９-２ 
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第１３章 注意事項 
 
   ESMPRO/AC Enterpriseのご使用にあたり、次の点にご注意ください。 
 

１３.１ セットアップ関連 
(1) ESMPRO/AC Enterprise Ver5.6は、ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6のオプショ

ン製品です。したがって、ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.6のインストールを先に

行ってください。 
 

(2) クラスタ環境においてCLUSTERPRO X(またはCLUSTERPRO)と連携して電源管理・自動運

転を行う場合、すべてのサーバにESMPRO/AutomaticRunningController とESMPRO/AC 
Enterpriseが必要となります。 

 
(3) 制御端末/連動端末として仮想サーバ(Windowsサーバ(Hyper-V)、Linuxサーバ(KVM))を使用す

る場合は、仮想サーバ上にのみ電源制御ソフトウェアをインストールしてください。仮想サー

バ上で動作する仮想マシンには、電源制御ソフトウェアのインストールは不要です。 
＜仮想マシンの順序設定を行わない場合＞ 
仮想サーバ上で動作する仮想マシンは、仮想サーバのシャットダウンに連動して 
シャットダウンが行われるように、あらかじめ仮想サーバおよび仮想マシンの設定を 
行っておいてください。 
※ 設定方法の詳細については、各仮想サーバで提供されているドキュメント等をご確認願いま

す。 
 

(4) 連動端末としてVMware ESXi/ESX (以下、ESXi/ESX)を使用する場合、以下の注意事項があり

ます。  
1. VMware ESXi/ESXの電源制御を行う際、VMware ESXi/ESXに使用するライセンスに条件

が発生します。ESXi/ESX Hypervisorエディション等の無償版のライセンス製品では、電源

制御が行えません。Standardエディションなど有償ライセンス製品をご利用ください。 
2. 仮想サーバ(ESXi/ESX)および(ESXi/ESX上で動作する)仮想マシンには、電源制御ソフト

ウェアのインストールは不要です。 
※ ただし、VMware ESXi/ESXサーバ上のWindows仮想マシンを制御端末として動作さ

せる場合には、Windows仮想マシン上にESMPRO/AutomaticRunningControllerと
ESMPRO/AC Enterpriseをインストールしてください。 

   3. ESXi/ESX HA構成で運用せず、単体で運用する場合においては、ESXi/ESX上で動作する

仮想マシンは、VMware Tools をインストールして、VMware ESXi のシャットダウンの際

に仮想マシンのシャットダウンも行われるように、あらかじめ設定しておく必要がありま

す。  
     ※設定手順の詳細はVMware ESXi のドキュメントを参照してください。 

4. 制御端末はESXi/ESXサーバとの通信に”https”を利用しております。このため、対象の

ESXi/ESXサーバへの通信経路にプロキシサーバ等が設定されている場合、制御端末と

ESXi/ESXサーバ間の通信が正常に行えないことがあります。その際は、いったん、プロキ

シサーバの設定を解除して通信確認をお試しください。通信に成功した場合、プロキシサー

バの影響が考えられるため、プロキシサーバの例外設定に対象となるESXi/ESXサーバの情

報を登録してください。 
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(5) 以下に挙げる操作を行う場合、セキュリティ設定を変更する必要があります。 
   ・Microsoft Edgeを使って SNMPカード にアクセスする 
   ・Microsoft Edgeを使って WebブラウザからLinuxサーバの設定を行う 

 
1. コントロールパネルにて [インターネットオプション] を選択 
2. "セキュリティ"タブを選択後、"信頼済みサイト"を選択 
3. 『サイト』ボタンを選択後、対象のサーバへアクセスするためのURLを入力し、 
   『追加』ボタンにより登録してください。 
      http://(対象サーバの IPアドレス) 
      https://(対象サーバの IPアドレス)  <-- Management Console（SSL有り）を 

使用する場合 
 

     <例> 
     アクセスするサーバの IPアドレスが 192.168.0.3 の場合、"信頼済みサイト"には 
     以下のように登録します。 
         http://192.168.0.3 

 
     アクセスするサーバの IPアドレスが 10.0.0.5、対象サーバでSSLを使用している場合、 
     "信頼済みサイト"には以下のように登録します。 
         https://10.0.0.5 
 

(6) LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置の Smart-UPS 500、Smart-UPS 750について

は、コントロールコンセントグループの制御を行うことができません。 
 
(7) iStorage NASオプションを連動端末として利用する場合には、ESMPRO/Enterpriseマルチサー

バオプションのライセンスが必要です。セットアップ手順に関しては『第１４章 各種資料』

に記載したとおり、製品サイトで公開されているドキュメントを参照してください。 
 

(8) ESMPRO/AC Ver5.60 の場合、制御端末上に.NET Framework4.5 以降がインストールされてい

る必要があります。ESMPRO/AC Ver5.61 の場合、 制御端末上に.NET Framework4.6.2 以降が

インストールされている必要があります。 
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１３.２ AMC 機能関連 
 

(1) AMCにて管理可能な装置台数の上限は以下のとおりです。 
制御端末 ：３台  
連動端末 ：３２台  

UPS ：３５台 
 

(2) AMC の構成情報保存後は、サービス（サービス名：ESMPRO/ARC Service）の再起動が必要で

す。 
 

(3) ESMPRO/AutomaticRunningController および ESMPRO/AC Enterprise をインストールしたサー

バを、連動端末として運用する場合、AMC にて作成、保存した構成情報ファイルを、そのサー

バへ送付する必要があります 
AMC の画面において、送付対象となるサーバ(連動端末)を選択して、右クリックメニュー「指

定サーバへ構成情報送信」を選択して、構成情報ファイルを送付してください。 
ファイル送付後は、対象の連動端末のESMPRO/ACサービスを再起動してください。 
 
※ESMPRO/AutomaticRunningController および ESMPRO/AC Enterprise をインストールした

制御端末、連動端末に対してのみ実施してください。 
 

(4) AMC の機能を使ってサーバを手動停止する場合、シャットダウン指示されたサーバは即座に

シャットダウンを開始します。電源異常確認時間によるシャットダウンの順番は考慮されません

ので、AMC ツリーに定義されているすべてのサーバを停止するには、先に連動端末のみ手動停

止していただき、最後に制御端末を停止してください。 
 

(5) AMC の画面から [指定サーバの設定] を用いて、指定サーバの ESMPRO/AC GUI 画面を表示し

た場合、ESMPRO/AC GUI の起動が遅い（20 秒以上）場合があります。この場合は、ファイア

ウォール機能を停止させ、全ポートが通信可能な状態で現象が改善するかを確認してください。

改善する場合は、下記手順で指定サーバのファイアウォールの規則を有効化してください。 
 

1. サーバーマネージャーを起動します。 
2. [ツール] メニューから [セキュリティが強化された Windows Defender ファイア

ウォール] を選択します。 
3. 画面左側ツリーから [受信の規則] を選択し、[リモート サービス管理 (RPC)] を右

クリックし、[規則の有効化] を選択して通信を許可します。 
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１３.３ スケジュール関連 
 

(1) スケジュール作成でワイルドカードを使用した毎日設定を行う場合、あるいは、曜日指定で一週

間の連続運転を設定する場合には、通常指定は運転休止にすることを推奨します。 
 

(2) スケジュール設定についての詳細は、『ESMPRO/AC GUI』のヘルプ、"「スケジュール」ダイ

アログボックス" をご参照ください。 
 
(3) スケジュールの設定には優先順位があり、日付項目→曜日項目→通常項目という順位で優先され

ます。 
 
(4) 祭日休日は、設定した時のスケジュールの有効期限内のみ運転休止に登録します。 

 
(5) 設定後は、グラフィック表示やカレンダ表示にて正しくスケジュールが登録されていることをご

確認ください。 
 
  

図 １３.３-１ 
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(6) 制御端末だけをシャットダウンした場合、その間に停電が起きた場合の連動端末への制御はでき

ません。 
 
(7) マルチサーバ環境のシステムにおける各サーバのスケジュール設定は、各電源制御グループ単位

に同じスケジュールを設定してください。グループ内で異なるスケジュールが設定されても、

シャットダウンする時刻は最も遅い時刻にグループの各サーバがシャットダウンし、起動時刻が

最も早い時刻に設定された時刻に起動する動作になります。また、異なるスケジュールを設定し

ている状態でESMPRO/ARC Serviceを再起動するようなケースで意図しないシャットダウンが

行われる場合がありますので、同じグループ内では統一したスケジュール設定を行ってください。 
 
(8) スケジュールOFFによるシャットダウンの際にUPSがOFF（またはスリープ）するまでに要する

時間はUPSにより異なります。 
スケジュールOFF時刻が到来し、サーバがシャットダウンを開始してからUPSがOFFするまでに

要する時間は以下のとおりです。 
 
[LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 

電源OFF時間 ＝ 電源切断猶予時間   
 

[LCDパネルなしSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 
電源OFF時間 ＝ 電源切断猶予時間 

 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間  
＋ 約2分（ UPSのFWの仕様によるガード時間[固定]） 

 
(9) 制御端末は、すべての連動端末やUPSの制御などを行う、システムの電源管理を行うために必須

となるサーバです。したがって制御端末にスケジュールの設定を行う場合、起動時刻はどのサー

バよりも早く、かつ停止時刻はどのサーバよりも遅いスケジュールを作成してください。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜グループ１のサーバのスケジュール設定例＞ 
  通常  8:00 ～ 17:00 
 

＜グループ２のサーバのスケジュール設定例＞ 
通常  9:00 ～ 16:00 

図 １３.３-２ 
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１３.４ 電源異常関連 
 

(1) 制御端末、連動端末のマルチサーバ構成において制御端末だけをシャットダウンした場合、その

間に電源異常が起きた場合の連動端末への制御はできません。 
連動端末やUPSへの制御は制御端末によって行われます。制御端末停止状態では連動端末への

シャットダウン処理やUPSへのOFF制御は行われません。 
 
(2) 停電シャットダウンは電源異常が起きたUPSに接続しているサーバに対して行われます。シャッ

トダウン/起動動作はUPS単位で行われ同じUPSに接続されているサーバは一緒にシャットダウ

ン/起動が行われる動作になります。 
 
(3) 「Disk保護時間」は、UPSの電源が落ちてから投入要因が発生し、UPSが電源供給を開始するま

での時間になります。 
「Disk保護時間」の推奨設定値は「60秒」です。 
 
SSC連携機能を有効にしている場合、制御端末（SSC管理サーバ)が連動端末よりも先に起動す

るよう、「Disk保護時間」を用いて調整してください。具体的には、連動端末につながる電源装

置の「Disk保護時間」を、制御端末につながる電源装置の「Disk保護時間」より大きな値(+60秒)
を設定してください。 

 
(4) ジョブ起動がある場合は、連動端末で起動する停電時のジョブの処理にかかる時間（あるいはタ

イムアウト時間）を考慮して設定値を以下の関係になるよう設定してください。 
 

制御端末のUPS の『電源異常確認時間』 
＞ 連動端末のUPS の『電源異常確認時間』＋ジョブ起動処理＋１分 
 

制御端末／連動端末それぞれにUPSが接続されている状態で、制御端末のOSシャットダウンの

みを遅らせたい場合は、登録ジョブの機能を使用することで実現できます。ACの登録ジョブ

「電源異常切断時起動機能」を使用すると、停電によるシャットダウンが実施される前に登録

ジョブが起動します。制御端末側でシャットダウンを待ち合わせるようなジョブ（例：

WAITJOB.EXE）を登録しておくと、制御端末のシャットダウンを遅らせることができます。登

録ジョブは、AC GUIから設定可能です。 
 

(5) SNMP設定情報内の値は、UPS装置に対して設定する値です。これらの値は、UPS装置側にて、

あらかじめ設定可能な値が決まっております。そのため、AC Management Console（AMC）よ

り「情報の上書きをSNMPで実行」にて設定した値が、UPS装置側にてまるめられて設定される

場合があります。 
 

SNMP設定情報の値を変更した場合は、「情報の上書きをSNMPで実行」後、必ず、「SNMP設
定情報の採取」を行い、UPS装置に設定された値の確認を行ってください。 
なお、これらの値は、ESMPRO/ACサービス、もしくは、サーバの再起動後、有効になります。 
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(6) 停電発生の際は、電源異常確認時間が経過後、復電時の動作設定により、以下の時間でUPSの電

源供給が停止いたします 
 
■ 「電源異常回復時にリブートする」の場合 ※1 

[LCDパネル付き/なしSmart-UPS相当無停電電源装置で共通] 
電源OFF時間 ＝  電源切断猶予時間 

 
■ 「電源異常回復時にリブートしない」の場合 ※2 
 [LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 

電源OFF時間 ＝  電源切断猶予時間 
 
 [LCDパネルなしSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 
電源OFF時間 ＝  電源切断猶予時間 

＋  LowBattery検出後の動作可能時間 
＋ 約2分（ UPSのFW の仕様によるガード時間[固定]） 

 
■ 「電源異常回復時にリブートする（制御端末からリブートする）」の場合 ※1 
 [LCDパネル付きSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 

電源OFF時間 ＝  電源切断猶予時間 
 
 [LCDパネルなしSmart-UPS相当無停電電源装置の場合] 
電源OFF時間 ＝  電源切断猶予時間 

＋  LowBattery検出後の動作可能時間 
＋ 約2分（ UPSのFW の仕様によるガード時間[固定]） 

 
※1 復電時は、"Disk保護時間"経過後や"復電Reboot時の最低充電率"を満たした後

にUPSが起動します。 
※2 UPSは自動起動しませんので、手動で起動する必要があります。 

 
 

停電後、電源異常確認時間が経過するまでに停電が回復した場合には、サーバのシャットダウ

ンもUPSからの電源供給停止も行われません。電源異常確認時間経過後に停電が回復した場合は、

必ずサーバはシャットダウンされUPSからの電源供給も停止される動作となります。 
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１３.５ iStorage ヘルプ関連 
 

Windows Server 2016の環境において、iStorage連携機能画面からヘルプボタンを選択しても、iStorageヘル

プが表示されないことがあります。 

  
図 １３.５-１ 

 
この場合は、ESMPRO/ACのインストールディレクトリ配下にある istorage.pdfファイルをエクスプローラか

らクリックしてご参照ください。 
 

 

図 １３.５-２ 
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１３.６ 計画停電について 
 

(1) 計画停電や、長時間停電がわかっている場合はスケジュール運転を行わないでください。通常の

停電発生時動作は、計画停電などが実施された際にも有効ですが、電源管理ソフトウェアを使用

し停電シャットダウンされた場合は、UPSのバッテリが放電仕切ってしまう可能性があります。

UPSのバッテリが放電仕切った場合は、UPS側で保持しているスケジュール起動時刻の情報が失

われるため、スケジュールによる自動起動が行われないことになります。 
そのため、計画停電が行われる場合にはスケジュールによる自動運転ではなく手動による

シャットダウン、または、AMCからの「自動運転停止シャットダウン」の実行が推奨手順と

なっております。 
 
・手動によるシャットダウン方法 
   https://jpn.nec.com/esmpro_ac/acinfo.html 
    → 重要なお知らせ 
      → 『計画停電時のシャットダウン手順について』をサポートポータルへ公開しまし

た。 
  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/acinfo.html
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１３.７ WebSAM SigmaSystemCenter の管理対象サーバ関連 
 

(1) 連動端末を「SSC管理対象サーバ」として登録する場合は、 
AMCの連動端末設定画面(「連動端末(サーバ情報)」ダイアログ)で 
「SSC管理対象サーバ」のチェックを有効にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 １３.７-１ 
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(2) 連動端末を「SSC管理対象サーバ」として登録し、リモート起動を行うために「Advance option 

mode」を有効にします。 
「Remote Wake Up」を選択する場合は、Wake On LANによる起動ができるように、BIOS設

定において Wake On LAN の設定を有効にしてください。また、サーバ装置の BIOS の設定で

AC-LINKを「Power ON」にしておいてください。BIOSの設定変更の方法については、サーバ

により異なりますので、サーバ本体添付のマニュアルを参照してください。なお、AC-LINK は、

サーバ機種により「After Power Failure」あるいは「Automatic Power-On」と記載されている場

合があります。 
「SSC」を選択した場合は、AC-LINKを「Stay OFF」(UPSから電源が供給されても電源をOFFのま

まにする)に設定してください。その上でWebSAM SigmaSystemCenter 側にてOut-of-Band の設定を

行なってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図 １３.７-２ 



273  

(3) 連動端末に登録可能なサーバ種別とSSCのバージョンの関係は、以下のとおりです。 
 
連動端末（サーバ種別） 対応するSSCのバー

ジョン 
SSCのインストール 

必須 ／ 任意 
Windowsサーバ 3.6以降 任意 
Windowsサーバ(Hyper-V) 3.6以降 任意 
Linuxサーバ 3.6以降 任意 
Linuxサーバ(KVM) 3.6以降 任意 
ESXiサーバ 3.6以降 任意 
ESXiサーバ(HA) 3.6以降 任意 
ESXiサーバ(vSAN) 3.7以降 任意 
iStorage NASオプション － 任意 

表 １３-１ 
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１３.８ 無停止型 ftサーバ(Express/300シリーズ)について 
 

(1) AC Management Consoleでの設定についてはExpress/100シリーズと差異はありません。 
 

(2) FTサーバをUPS２台の冗長電源構成とする場合、UPSは同じUPS製品で構成してください。 
また、AC Management Console の冗長電源構成の設定で、稼働に必要な最低台数は１台にしてくだ

さい。 
 

(3) ESMPRO/AC 製品をインストールする際には、FT サーバのディスクの二重化が完了している状

態で実施してください。 
 
(4) AC Management Consoleのツリー上で、監視サーバの状態が通常運用になっている場合でも、

FTサーバのディスクの二重化が完了していないことがあります。FTサーバのディスク管理ツー

ル(RDR ユーティリティ)にて、ディスクの二重化処理が完了する(Duplex)まで、スケジュール運

転などシャットダウンが実施されないようにしてください。 
 
(5) AC Management Consoleに登録するFTサーバの IPアドレスは、ネットワークチーミングにて

設定した IPアドレスとしてください。ネットワークチーミング設定についてはFTサーバのユー

ザーズガイドをご参照ください。 
 

(6) AC Management ConsoleのネットワークチーミングのMACアドレスの指定がCPUモジュール

＃０側の場合、CPU#0 の LAN ケーブルが抜けている場合、ツリー上のから、WakeONLAN に

て、FTサーバを起動しても、通信できないため、自動起動はできません。 
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第１４章  各種資料 
 
 ESMPRO/AutomaticRunningController では、製品のご紹介サイトで電源管理の環境構築を支援するための各

種資料を公開しています。Hyper-V 環境および VMware ESXi/ESX 環境の電源管理を行う場合や、iStorage 
S/D/M シリーズの共有ディスクを使用して iStorage S/D/M シリーズ連携機能を使用する場合等、以下に公開さ

れているドキュメントを参考に環境構築を行ってください。 
 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 → ダウンロード 
   → 各種資料 

  
[Hyper-V環境における電源管理ソフトウェアの導入] 

Hyper-V 環境の電源管理を行う場合、本資料を参考にしてください。 
 

[VMware ESXi環境における電源管理ソフトウェアの導入] 
VMware ESXi/ESX 環境の電源管理を行う場合、本資料を参考にしてください。 

 
[iStorage S/D/Mシリーズ連携機能設定ガイド] 

iStorage S/D/Mシリーズの共有ディスクを使用して、iStorage S/D/M シリーズ連携機能を使用する場合、 
本資料を参考にしてください。 

 
[iStorage MシリーズNASオプション環境における電源管理ソフトウェアの導入] 

iStorage MシリーズのNASオプションを電源管理の対象にする場合、本資料を参考にしてください。 
 
  

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html
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第１５章 用語集 
 

No 用語 説明 

1 ESMPRO Platform Management Kit ESMPROの各種ソフトウェアを格納したソフトウェアパッケー

ジ。 

2 ESMPRO/AutomaticRunningController 無停電電源装置(UPS)を使用したサーバの自動電源制御機能を提

供するソフトウェア。 

3 ESMPRO/AC Enterprise SNMPカード付き無停電電源装置(UPS)と接続した複数のサー

バや共有ディスクの電源管理機能を提供するソフトウェア。本

ソフトウェアは「ESMPRO/AutomaticRunningController」のオ

プションパッケージ。 

4 ESMPRO/AC Advance 無停電電源装置(UPS)を接続しない複数のサーバの自動運転機能

を提供するソフトウェア。本ソフトウェアは

「ESMPRO/AutomaticRunningController」のオプションパッ

ケージ。 

5 ESMPRO/AC Advance マルチサーバオ

プション 

「ESMPRO/AC Advance」サーバ管理機能のオプションパッ

ケージ。 

6 ESMPRO/AC Enterprise(クライアント) 無停電電源装置(UPS)とサーバを監視する機能を持つパッケー

ジ。 

7 ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオ

プション 

「ESMPRO/AC Enterprise」サーバ管理機能のオプションパッ

ケージ。 

8 ESMPRO/AC MSCSオプション WSFC(Windows Server Failover Cluster )または

MSCS(Microsoft Cluster Service)によるクラスタ環境の電源管理

機能を提供するソフトウェア。本ソフトウェアは

「ESMPRO/AutomaticRunningController」＋「ESMPRO/AC 
Enterprise」環境のオプションパッケージ。 

9 ESMPRO/ServerManager ネットワーク上のサーバを管理・監視するサーバ管理ソフト

ウェア。 

10 ESMPRO Extension for Windows Admin 
Center 

Windows Admin Center に対して Express5800 サーバのハード

ウェア情報を表示するためのプラグイン。 

11 ESMPRO/ServerAgent ESMPRO/ServerManagerと連携し、サーバの監視および各種

情報を取得するためのソフトウェア。 

12 ESMPRO/ServerAgentService ESMPRO/ServerAgentの後継ソフトウェア。 

13 ExpressUpdate Agent 管理対象サーバにてファームウェア、ソフトウェアなどのモ

ジュールをESMPRO/ServerManagerによってリモートから更

新することを可能とするソフトウェア。 

14 WebSAM iStorageManager ストレージリソースを効率的に一元管理し、構成表示、状態監

視、障害通知を行うソフトウェア。 

15 Windows Admin Center Microsoftが提供するWebブラウザベースのサーバ管理ソフト

ウェア。 

16 BMC Baseboard Management Controller 
システムの状態やOSに依存することなく、ハードウェアの状

態・異常を監視できるEmbedded controller。 

17 EXPRESSSCOPEエンジン BMCを用いて実現しているNEC製管理用コントローラ。 

18 BMC（EXPRESSSCOPEエンジン） EXPRESSSCOPEエンジン 3搭載の装置 
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19 BMC（その他） 以下以外の装置。 
・BMC（EXPRESSSCOPEエンジン） 
・iLO 
・vPro 

20 iLO Integrated Lights-Out 
標準インターフェース仕様の IPMI2.0に準拠してハードウェア

を監視するコントローラ。 

21 vPro インテルの企業向けプラットフォーム・ブランド（Intel® vPro™
テクノロジ）。 

22 iAMT Intel® Active Management Technology 
vProを構成する主要機能の１つで、リモート管理をコントロー

ルする技術。 

23 SOL Serial Over LAN 
Serial に出力されるデータをBMC がUDP Packet 化してLAN 
経由で送信する機能。 

24 WS-Man Web Service Management 
ITシステム全体の管理情報にアクセスするための共通手段を提

供する技術仕様。 

25 クラシックモード ESMPRO/ServerManager Ver.7から起動する

ESMPRO/ServerManager Ver.6相当のユーザーインターフェイ

ス。 
サーバの詳細情報表示やESMPRO/ServerManagerの環境設定

を行う。 

26 コンポーネント ESMPRO/ServerManager上で管理する装置。 

27 システム管理 ESMPRO/ServerManagerでSNMP (ESMPRO/ServerAgent) / 
WS-Manを使用してコンポーネントを管理すること。 

28 ダッシュボード さまざまなコンポーネントの状態や詳細情報を統合して表示す

る管理画面。 

29 ライセンスキー ESMPROのソフトウェアのライセンスを登録するためのキー。 

30 インポート ESMPRO インストールツールのライセンス・バージョン管理

においてライセンスキーをソフトウェアに送信し、ライセンス

を登録すること。 

31 エクスポート ESMPRO インストールツールのライセンス・バージョン管理

においてソフトウェアに登録されたライセンスキーを取得する

こと。 

32 WebSAM AlertManager ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgentService、
ESMPRO/ServerAgentなどの関連製品の通報機能を拡張するソ

フトウェア。 

33 iStorage (M シリーズ) 
ESMPRO/ServerManager 連携モジュー

ル 

ESMPRO/ServerManager から iStorage の監視をするために必

要な連携ソフトウェア。 

34 [まとめて設定] ESMPRO/ServerManagerが管理しているコンポーネントの一

括設定および設定のダウンロードを行う拡張機能。 
以下の設定が可能です。 
・AC Management Consoleで電源管理設定を行ったExpress
サーバと無停電電源装置（UPS）の設定 
・以下のソフトウェアがインストールされている装置の通報設
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定。 
  - ESMPRO/ServerAgent(Windows) 
  - ESMPRO/ServerAgentService(Windows) 
  - ESMPRO/ServerAgent for GuestOS(Windows) 
  - 他社機版 ESMPRO/ServerAgent(Windows) 
以下のソフトウェアがインストールされている装置のリソース

監視設定。 
  - ESMPRO/ServerAgentService(Windows) 
  - ESMPRO/ServerAgentService(Linux) 
本ガイドでは、まとめて設定機能を[まとめて設定]と記載。 

35 拡張機能 ESMPRO/ServerManagerでは、拡張機能として以下の機能を

提供。 
・イベントトリガーアクション 
・[まとめて設定] 
拡張機能を使用するには、ESMPRO/ServerManager 拡張機能 
マネージャライセンスおよび、管理対象機器台数に応じて

ESMPRO/ServerManager 拡張機能ノードライセンスが必要。 
詳細は「ESMPRO/ServerManager Ver.7 インストレーションガ

イド(Windows)」を参照してください。 

36 Microsoft Teams 米国Microsoft Corporationが提供するコミュニケーションツー

ル。 

37 イベントトリガーアクション ESMPRO/ServerManagerが受信したアラートを契機に、指定

するアクションを実行する拡張機能。 
指定可能なアクションは以下のとおり。 
・メール通報 
・Microsoft Teams通報 
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